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第一話　　NewGame




　…………死んだ。

　それが伊い良ら拓たく斗とが抱いた最後の感想だった。




　意識は既に闇に落ち、五感はとうの昔に喪失している。

　不治の病と言えばドラマチックではあったが、それで心に何か納得が生まれる訳でもなく、得られたのはただ長い時間を病床で過ごすという無価値な人生だけだ。

　僅か十八という年齢でこの世を去るのは不幸ではあったが、幸いなことに心の内は穏やかであった。

　それは十分に生きたという満足感であり、医者や看護師に心配される程に熱中できるゲームと最後の数年で出会えたという奇跡でもあった。

　語る言葉は尽きないが、拓斗は満足の内に死ねたのだ。

　だが。

「……うーん。これが死後の世界？　なんだか少し寒いな」

　意識は再度彼のもとへと舞い戻った。

　拓斗が目を開けると、そこに広がっているのは一面の緑。頭上高く見える木々の隙間から、木漏れ日が差し込んでくるのが見える。

　背中には堅い感触。手で軽く触ってみるとザラザラとした触感が返ってきたので、恐らく石で出来た台座か何かなのだろうと拓斗は判断した。

　着慣れた病衣はそのままだったが、鬱陶しい点滴針や人工呼吸器のマスクなどは綺麗さっぱり消失している。

　それどころか彼が今まで感じた中で一番と言ってよいほどに、身体は力に満ちていた。

「はは、空気が旨いや」

　すぅっと思いっきり吸い込むと清涼な空気が肺を満たし、眼前に広がる緑の景色が彼を蝕む鬱屈とした病室の思い出を塗りつぶしてくれる。

　重い病で動かすのも辛かった身体がやけに軽々と動く事実に、やはりここは死後の世界だろうかと拓斗は感動する。

　ぺたぺたと身体を触り状態を確認していると、不意に声がかかった。

「お目覚めになりましたか？」

　控えめな声は、彼の予想が正しければ少女の物だった。

　もしかしたらこれが噂の天使という存在なのかもしれない。

　荒唐無稽な予測ではあるが、今この場で意識をもって自己を認識している時点で既に常識を超えた出来事が起こっている。

　死後の世界を案内してくれる天使であれば不作法な態度は取れない。

　慌てて着崩れた病衣を正して声の方へと顔を上げる。

　だが──。

　真の非常識は、目の前の少女そのものだった。

（──え？　ど、どういうこと？）

　彼の驚愕はいかほどであろうか。

　だがどれほど目を瞬かせてもその光景は変わらずそこにある。

　目の前の少女は拓斗の驚きを見越しているかのように静かに佇み、彼が自らの内に生じた混乱を消化する時を待っていた。

　灰を思わせるくすんだ白髪に、少女の体躯を包み込む漆黒のローブ。

　随所に映える金属製の装飾は既存の法則を無視したかのような捻れを有しており、だがその全てが見事に調和している。

　そして何より人では持ち得ないその深く吸い込まれそうな深淵の瞳こそが、彼が知る彼女の証明にほかならない。

　拓斗は彼女を知っていた。

　否、彼女のことだけは死んでも忘れないだろう。

　彼が病床でずっとプレイしていたゲーム。

　ダークファンタジー世界を舞台にした国家運営シミュレーションゲーム、『Eternal Nations』に登場する英雄ユニット。

「もしかして……『アトゥ』？」

「はい。──我が王よ」

　その少女は彼が生涯において最も愛したゲームの、最も愛したキャラクターだったから……。

　拓斗の驚愕を知ってか知らずか、アトゥと呼ばれた少女は柔らかな微笑みと仰々しい礼をもって拓斗の言葉に応えている。

「王……」

　その言葉に小さな違和感と巨大な混乱が彼を襲う。

　自分の身に何が起こったのか理解する暇さえ与えられていないが、唯一理解できることは彼女が自分に敬意を払っているということだ。

　不甲斐ないところは見せたくない。

　自分が最も愛したゲームのキャラクターにだけは落胆されたくない。

　それはただの虚栄心であったが、あの病室で過ごした彼にとってはそれが全てであった。

　情けないところを見せるなど、彼の選択肢には存在しえない。

　彼女が自分を王と呼ぶのであれば、そうあらねばならぬ。

　もはや妄執に近い感情ではあったが、それが拓斗の信念であり、また彼にとって最も尊い物だった。

（ど、どうすればいいの!?　ロールプレイ!?　王ってことはマイノグーラの指導者ってことだと思うけど……？　王っぽく振る舞えばいいのかな？　でもどうやって!?）

「ふふっ……」

「──っ？」

　小さな微笑みに彼の心臓が痛いほど高鳴る。

　以前の彼ならばすぐさま大量の看護師と医者が飛んでくるところだが、今の彼はこの程度で体調を崩すことがないのが幸いだ。

　もっとも、だからといって目の前の少女が見せた笑みがどのような意味を持つのかを教えてくれる訳ではなかったが……。

「大丈夫ですよ。拓斗様」

　柔らかな言葉は、緊張した彼の心を溶かすに十分なものだった。

　だが次いで紡がれる言葉はそれ以上に彼を驚愕させたが……。

「前人未踏の難易度ナイトメアクリア！　使うは最も扱いが難しいとされる破滅の文明『マイノグーラ』。公式に認められたユーザーランキングに堂々一位として輝くその手腕。伝説のプレイヤー、イラ＝タクト！」

「ええっ!?　な、なんで？」

　それは彼が己の人生で残した軌跡だった。

　拓斗の人生はほとんどが病室にあったと言って差し支えない。

　毎日が検査と投薬の連続で、休まる暇は無い。

　家は裕福であったが、両親は病弱な彼にさほど興味はなかったのだろう。

　忘れた頃、義務的に見舞いに来る程度で後は孤独だけが彼の日常だった。

　だがその中で、彼が唯一自分の可能性を見いだすことが出来たのが国家運営シミュレーションゲームの『Eternal Nations』であった。

　ファンタジー世界に存在する多種多様な種族と国家を使い、世界に覇を唱えるターン制のゲーム。

　一回のプレイ時間が十数時間という時間泥棒な点も、彼の生活スタイルに妙にマッチしていた。

　やがて孤独を忘れる──塗りつぶしてくれる程に熱中したそのゲームでいつしか彼はランキング入りを果たし、ランキング争いに熱を上げるプレイヤーなら存在を知らぬ者はいない程になる。

　そう、人ではクリアできないとまで言われた『Eternal Nations』最高難易度、それを最も使いにくいとされる国家「マイノグーラ」でクリアしたことは彼が誇る偉業だ。

　プレイヤーの間では伝説とまで言われる記録を打ち立てられたのも、まさしく目の前にいる少女──アトゥと呼ばれるユニットが存在したからでもあるのだが。

「私も、全部覚えているんです」

　短く放たれた彼女の言葉は、非常識さをのぞけば拓斗の疑問に全て答えていた。

「拓斗様が話しかけてくれたこと、一緒に世界を何度も征服したこと、何度もゲームオーバーになったこと。全部覚えています」

　語られる言葉は平坦にも思われたが、端々に感情が込められていることが分かる。

　恐らく、彼女も自分と同じ気持ちを抱いているのだろう。

　拓斗の胸は、感動の二文字であふれかえっていた。

「ご安心下さい。私は、拓斗様のことをちゃんと覚えております」

　拓斗はその言葉に目頭が熱くなるのを感じる。

　もしかしたら涙がこぼれ落ちていたのかもしれない。

　何か気の利いた台詞を言うべきだと思ったが、今の彼にその余裕はなく、掠れるように内の想いを吐露することしかできない。

「君を……アトゥを使うのは僕のプレイスタイルで、ポリシーだったんだ」

「はい、いつもご一緒させていただきました」

　アトゥは可能性の英雄ユニットだ。

　各国家が特別に所有することができる強力なユニット〝英雄〟。マイノグーラと呼ばれる国家が使用することができるアトゥは、全英雄ユニットの中で最も初期能力が弱いという特徴がある。

　反面、もっとも強力な存在に成長することができるユニットでもあった。

　外の世界に憧れ、自由に憧れ、可能性と未来に憧れ続けた拓斗が、アトゥに対してある種の執着を見せるのも無理からぬことではある。

「僕は身体が弱かったから。君みたいになれたらと思っていたのかもしれない」

「私は、拓斗様にいろんな世界を見せていただきました」

「一人の時にこっそり話しかけていたのを聞かれてたと思うと、少し恥ずかしいけど」

「私は話しかけて貰えるのをいつもお待ちしていましたけどね」

「……君と直接話ができて嬉しいよ」

「私も、拓斗様とお話ができて望外の喜びです」

　初めて会ったにもかかわらず、まるで長年の友のように紡がれる言葉の数々。

　否、形は違えどそこにある信頼は長年培ってきたものだ。

　望外の出来事に感動に包まれていた拓斗だったが、死後の世界ではこの様な奇跡もあるのだろうかと思い至ったところで、様々な疑問が噴出してきた。

「ここは、天国なの？　君が僕をここに呼んでくれたのかい？」

「いいえ、それは違います。私も気がつけばここにいました。付け加えるのであれば、天国とも少し違うと判断しています。どちらかというと、もっとこう──『Eternal Nations』の世界に似た雰囲気を感じます」

　アトゥはぐるりと辺りを見回した後、小さく首を振った。

　その態度だけで彼女が嘘を言っていないことが、何故か拓斗には理解できた。

「知らない、世界……」と呟いた言葉に小さく頷くアトゥ。その仕草でおおよそのことは把握できた。

「奇跡……と言ってしまえば陳腐でしょうか？　でも私は陳腐でも構わないと思います。ただ、拓斗様に出会えたことが嬉しい」

　同意するように、拓斗も頷いた。

　混乱が彼を支配するが、それでもアトゥと会話ができたことは彼にとって喜びに他ならない。

　だがこのまま喜びに身を任せている訳にもいかない。

　拓斗は自らに残された冷静な部分でそう考えていた。

　過去の彼は毎日を生きることで精一杯だったが、今はその制限からは解放されている。

　ならば人生には目的が必要なのだろう。

　不治の病に冒され、死というものについて嫌というほど考えさせられた彼だからこそ導き出した妄執にも近い考えだ。

　生きる意味。

　彼は、自分がこの状況に導かれた意味を、新たな人生の目的を欲していた。

「拓斗様……また、二人で始めませんか？」

「……え？」

　だからその言葉は、死という名の虚無が去った彼の心にすんなりと入り込んだ。

「さぁ、その前にどうぞお立ちになってください」

　優しく促され、起き上がる。

　どうやら石造りの台座──ベッドのようなところで寝ていたらしい。少々筋肉が凝っていたようで軽く伸びをする。

　そんな彼を慈愛にも似た表情で見つめるアトゥは、決して拓斗の行動を邪魔しないように注意を払い、隙を見て言葉を繋ぐ。

「ここがどこか分かりません。『Eternal Nations』の世界かもしれませんし、拓斗様がいた現実世界かもしれません。もしくはもっと違った異世界かもしれません。

　けど、またあの頃の様に……




　──二人で始めましょう。

　私たちだけの王国を作りましょう」




　彼女の願いは、酷く簡潔であり、同時に変わらぬものだった。

　ゲームのキャラとプレイヤーという関係であったが、彼らは何度も国を作り、育て上げてきた。

　それが彼らの生き方であり、関係性だったのだ。

　だからこそ、彼女の願いはそうおかしいものではないとも言える。

　そしてその願いが拓斗にもたらした変化も、当然といえるものだった。

　恭しく礼をし、答えを待つように深い闇をたたえた瞳で拓斗を見つめるアトゥ。

　その瞳が、拓斗の心を動かさないはずがなかった。

　彼女は彼が最も愛したキャラクターで、大切な存在で、何よりも憧れそのものだったから。

（はは、王国。か……）

　何も持たない、力も土地も財宝も、何もないちっぽけな一人の人間。

　そんな自分を王と呼び慕うアトゥに、心が奮い立つのを拓斗はハッキリと感じた。

　否、奮い立つという表現すら生ぬるい。

　彼は、激動する己の感情を制御し、興奮に震える身体を抑えつけるのに精一杯だったのだ。

（僕たちに何が起こっているのか知らない。ここがどこかすらも分からない。けれども折角なんだ。もう一度やってみよう。あの輝かしい日々を、この世界で再現してみせよう）

　何の抵抗もなく動く健康的な肉体。病魔の去った彼には今、無限の可能性が広がっている。

　なによりあれほど熱を上げたゲームのキャラクターが彼の味方にいる。

　拓斗は一歩を踏み出すことを決意した。

　白く陰鬱とした死を待つだけのあの世界から、初めて自らの力で運命を切り開くことの出来る世界へと。

　彼はいま、自由を手に入れたのだ。

「アトゥ……」

「はい。　我が王よ」




「──僕たちの国を作ろう。

　僕と、君だけの王国を」




　ここに契約は成就する。

　その言葉を聞くや否や、彼女は先ほどまでの蠱惑的な表情から一転、年頃の少女を思わせる華やかさをその顔に浮かべ、大きく頷いた。
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　そして「では」と小さく咳払いを一つし、拓斗がゲームで何度も繰り返し見た演出──英雄召喚時に紡がれる契約の言葉を口にする。




「我が名は《汚お泥でいのアトゥ》。

　世界を滅ぼす泥の落とし子。

　これより我が身、我が心は貴方様の物。

　──さぁ、何処までも一緒に堕ちましょう。

　我が王よ」




　力強く頷き、言葉に応じる。

　こうして伊良拓斗という人間は死んで初めて……。

　あらゆるものを犠牲にしてでも叶えたい夢を抱いた。
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　さて、その後の話だ。

　一通りの儀式が終わった二人は、微妙な空気を味わっていた。

　アトゥはともかく、拓斗は今までの人生でここまでかしこまった行動を取ったことなどない。

　見目麗しい少女に対して二人だけの国を作ろうなどという告白じみた言葉を放つのも初めてだ。

　実のところ、とうのアトゥもそのような言葉を受けるのは初めてである。

　端的に状況を説明するのであれば、二人とも気恥ずかしさに身悶えしていたのだ。

「……や、なんだかこういうのって照れるね」

「私もちょっぴり恥ずかしかったです。それ以上に嬉しかったですが」

　まるで初々しいカップルのようにクスクスと笑い合う二人。

　だがいくらかの時を置いてやや真剣な面持ちになる。

　この場は彼らの想像が及ばぬ未知の土地。何をおいても行動が必要とされる。

　そう判断した拓斗は早速行動に移すことにする。

「では我が唯一にして無二の配下よ。我が腹心にして第二の頭脳よ。世界を破滅に導く邪悪国家マイノグーラはまず何をすべきか、理解しているな!?」

「もちろんです！　我が王よ！」

　まとわりついた羞恥を振り払おうとしたのか、はたまた別の理由か。

　拓斗は台座の上に飛び乗ると、芝居がかった態度でたった一人の腹心に対し言葉を放つ。

　もちろん阿吽の呼吸で答えるはマイノグーラが誇る最強の英雄アトゥだ。

　互いが言葉を持たずとも、どのような方針、どのような指針で国家を運営していくかは理解していた。

　それは幾万も繰り返された行動。もはや脳の隅から隅まで刻み込まれた定石。

　彼らのプレイスタイル。彼らの戦い方。彼らの国作り。それらが凝縮された宣言。

　拓斗率いるマイノグーラとは……。

「引きこもるぞ！」

「引きこもりましょう！」

〝最も邪悪な国家〟という公式設定にもかかわらず全ての文明特徴が内政に有利で戦争に不利という、超内政特化のピーキー国家であった。
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第二話　　斥候




　二人だけの建国宣言も終わり、早速始まる形ばかりの内政ターン。

　拓斗とアトゥは石造りの台座の上に座り、ウンウンと唸りながら最初の一手を考えていた。

「マイノグーラは邪悪と破滅を司る平和を愛する温厚な文明だ。まずはそのことを踏まえて行動しないとね」

「ええ、その通りです我が王よ！　つまり可能な限り他者から発見されることを避ける。これはゲーム序盤での鉄則ですよね！」

「その通り、ここがどこだか分からないけどまずは誰にも見つからず情報収集が先決だね」

「はい！　流石我が王です！」

　楽しそうにキラキラとこちらを見つめるアトゥの視線に苦笑いにも似た笑みを返し、再度辺りの状況を確認する拓斗。

　彼らが座る石造りの台座から五十メートルほどは草花のみが生える開けた場所となっている。

　だがそこから先は木々がぎっしりと繁茂していた。

　どの様な品種か、根は複雑怪奇に地面まで隆起しているので移動は困難を極めるだろう。

　木の高さもそれなりにあり、加えて残念ながら拓斗に木登りの技術はない。

　元特殊疾患病棟患者にそのような技術を求めることは無謀な要求ではあったが……。

（アトゥももちろん登れないだろうし、彼女を探索に出すのも心配だな……）

　ゲームであればスタート時に拠点と探索ユニットが用意されるのだが、現状そのような存在は何処にも見当たらない。

　アトゥは戦闘ユニットに分類されるため、探索には不向きだ。

　そもそも現状の彼女は能力がかなり低く、万が一が発生することを拓斗は酷く警戒している。

　つまり、現状で打てる手は限られていた。

　だがそんな中にあっても可能な道筋は残されている。幾万にも繰り返されたゲーム内での行動が、拓斗にヒントを与えるのも時間の問題だった。

「しかたない、緊急生産を利用するか」

　ぽつりと呟いた言葉にアトゥがすぐさま反応する。

「緊急生産ですか……確かにその手段がありましたね」

　声のする方へと視線を向け、窺うように瞳を覗き込んでくるアトゥに頷き返す拓斗。

　シミュレーションゲームである『Eternal Nations』には、いくつかのメインとなる資源とそれ以外の資源が存在する。

　〝魔力〟はその一つで、〝食糧〟〝資材〟と並ぶもっとも慎重に管理しなければならない戦略資源だ。

　この三つをメインとして様々な施設、ユニットの生産、活動を行い国家を繁栄させていくのがゲームの基本システムである。

　その中で貨幣やエネルギーと似た性質を持つ魔力──これを使用することによって瞬時にユニットや建築物を生産するのが「緊急生産」と呼ばれる手法だった。

　だが便利なこの手法にももちろんデメリットは存在する。

「ああ、緊急生産は魔力効率が悪い。というかぶっちゃけぼったくりだよ。魔力を産出する手段を持っていない現状、あんまり使いたくはなかったんだけど……」

　ボリボリと頭を掻きながら大きなため息を吐くが、他に良い案が浮かばないのもまた事実だ。

　アトゥも腕を組みながらウンウン唸っているが、現状では何かこの状況を打破するような妙案も出てはこない。

　そもそもゲームとは違う状況であり、ここに来た二人が頭を悩ますのも当然といったところかもしれない。

「是非も無し、と言ったところですね。保有魔力はどの程度でしょうか？」

「ゲーム的に言えば２００ぐらいかな。吹けば飛ぶね」

　資源は基本的に数値で表現される。これはゲーム的な発想ではあったが、拓斗はこの世界でも自然とその表現に順応できていた。

　もっともゲーム終盤で数万というレベルで動かす魔力が、現状たった２００しか無いことに軽い目眩を覚えるばかりではあったが。

「２００ですか、大事に使いたいですね。それでは何を生産しましょうか？」

「拠点の生産や魔力産出施設も考えたけど、まずは斥候でいきたいと思う」

　とはいえ愚痴を言っていても何も始まらないことは拓斗もアトゥも十分理解していた。

　共に歩む誰かがいるというのも二人が冷静になることができる理由の一つだったのかもしれない。

　自分たちが知らない世界に突然やってきたという異常事態に見舞われながらも、拓斗はとても滑らかに自らの行動を組み立てていく。

　彼が最初の一手として選んだのは情報収集だった。

　現状がどの様な世界かも把握できない時点で迂闊な行動は取れない。故に世界について知る事を選んだのだ。

　拓斗は視線を向けてアトゥに問う。問題無いか？　と。

　返答は了承。

　もっとも、拓斗に絶大な信頼を寄せている彼女がその判断に否を突きつけるはずがないのだが……。

「じゃあ緊急生産！　──斥候！」

　ともあれ、賽は投げられた。

　かけ声と共に目に見えない力の奔流が拓斗の目の前に集まり、空間が歪み何かが現出する。

　胎はらから生まれる赤子のように粘性を感じさせる出現を見せたソレは、ボトリと落ちると拓斗を見つめ、「ギェェェェェェ!!」と一声鳴いた。

　ベースは鎌の無いカマキリに似ている。

　だが足がカマキリのソレよりもいくらか太く、異様に長い。

　目はギョロギョロと左右非対称に辺りを見つめ、神経質そうに甲高い声を絶えず発している。

　これが拓斗が召喚した斥候ユニット──《足あし長なが蟲むし》だった。

「キモイなぁ」

「キモイですねぇ……」

　開口一番自らが生み出した配下へ非難の言葉を放つ拓斗。

　アトゥも同じ感想であることから、破滅の軍勢であってもなお、この虫は歓迎すべき容姿をしていないらしい。
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　何故か目玉を忙しなくギョロつかせ、ぷるぷると奇妙に震える足長蟲をしげしげと見つめる拓斗だったが、すぐに見飽きたのか見目に優しい少女であるアトゥの方へと視線を向ける。

「そういや、アトゥはゲーム内で知ってるから慣れっこだったんじゃ？」

「私の場合もゲーム内の表示──つまり３Ｄイメージ的な認識でしたから……こうリアルにされるとちょっと」

「ふーん、じゃあ記念に触ってみる？」

「いやですよ！　拓斗様が触ったらいいじゃないですか」

「僕だってイヤだよ！」

「じゃあなんで私にそんなこと言ったんですか!?」

「いや、なんとなく」

「我が王が意地悪するー！」

「ごめんって！」

　仲良く遊び始めた二人。足長蟲はその巨大な瞳をギョロギョロと動かしながら無言で佇んでいる。

　もちろん、彼──足長蟲としてはただ指令を待っているだけではあったのだが……。

　その珍妙な容姿と巨大な瞳もあいまって、何か仲睦まじい語り合いを咎められているようにも見えてしまう。

　そのことにはたと気づいた拓斗とアトゥは二人同時に咳払いする。

「では足長蟲くん！　栄光あるマイノグーラの配下として命令を下す！　ちょっと周りの様子を確認してきて。もちろん生命体との接触は極力避けてね。観察メインで」

「偉大なるイラ＝タクト様を失望させぬよう、しっかり任務を完遂するのですよ」

「ギギギギェェェェ!!」

　鳴き声ひとつ、その後は昆虫特有の嫌悪感を抱かせる走りを見せながら森の闇へと消えていく足長蟲。

　その背中を見送りながら、拓斗とアトゥは様々な思いが込められたため息を吐いた。

「少し心配していましたが、ちゃんと配下ユニットとして機能しているみたいですね。拓斗様からはどのように感じます？」

「うん、視界とかもある程度共有できるみたい。足長蟲が得た情報も自然と蓄積されているみたいだね。……はは、本当にゲームみたいだ」

　拓斗の脳内には自分を中心とした世界がまるで３Ｄマップのように表示されている。

　足長蟲が探索を行っているだろう場所から順次マッピングされている様子を感覚的に理解し、あまりにできすぎた現象に思わず乾いた笑いが漏れてしまう。

「ここまでは順調……ですか。そういえば、魔力は如何ほどでしょうか？」

「これで魔力を１００消費して残り１００。初期の拠点《開拓地》を作るのに必要な魔力量が２０、慎重に使っていかないとね」

「多少余裕があるとは言え、もう無駄遣いはできませんね」

　通常ならば適切な施設や時間、資源を必要とするユニットを強引に生産する場合、消費される魔力量も膨大となる。

　初期必須施設として設定されている《開拓地》とは違い、前提施設と資源が必要な斥候ユニットでは消費される魔力量も大きく変わってくる。

　当然、追加のユニットを生産する余裕など残されているはずもない。

「本当は戦力となる《戦士》を用意したかったんだけど、魔力的に無理な感じだね。流石に動きが取れなくなる」

「戦力に関しては私が頑張ります──と言いたいところですが、現状野生動物にも苦戦するので敵対勢力に遭遇したらほぼ詰みですね」

　現在、アトゥの戦闘力は３だ。非戦闘ユニットの足長蟲が１であることと比較しても、低い。

　これは初期の戦闘系ユニット《戦士》の戦闘力が３、野生動物ユニットである《オオカミ》が１．５であることからもよく分かる。

　つまり《汚泥のアトゥ》と呼ばれる英雄ユニット、そしてそれを擁するマイノグーラは、敵が出現した場合その力量によっては一方的に撃破されてしまうという非常にリスキーな状況に立たされていたのであった。

「難易度高いなぁ……」

「い、いつものことですよ、元気出して下さい我が王よ」

　確かに似たような状況は何度も経験した。ただしゲームで。

　現実ぐらいもう少し甘めの設定にしてもらっても良いのに、とつい考えてしまう拓斗。

　心配そうに励ましの言葉を贈ってくれるアトゥだけが、今の彼にとって唯一の癒やしだった。
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　時間は数刻ほど経つ。

　拓斗が放った斥候ユニット《足長蟲》も十分にその役割を果たしてくれているらしく、彼の脳裏にどんどん周囲の地形が送られてくる。

　彼らプレイヤーにとって、情報は何物にも代えがたい資源だ。

　加えてこのような状況だ。それは黄金すら及ばぬ程の価値を持つ。

　知らぬ内に抱いていた焦燥感と危機感が幾分和らいだのを感じた拓斗は、ほっと胸を撫で下ろしアトゥと情報の共有を図る。

「いかがでしょうか？」

「ああ、辺りの地形が大体掴めてきたよ。といっても森ばっかりだけどね。もしかしたらそれなりに深い森かもしれない。ちなみに足長蟲くんは野生動物や魔獣とも遭遇していない」

　足長蟲から送られてきた情報は拓斗たちの安全を担保する以外はさほど興味を引かないものだった。

　特にめぼしい物があるわけでもなくひたすらに続く森。

　もしかしたら近くに何か未発見の物があるかもしれないが、現状調査率はさほど高くないため不明だ。

　というのも足長蟲が勝手気ままに動き回っているため、脳内のマップは少々歪な形になってしまっているからだ。

「辺り一帯森ですか……森地形は一般ユニットの視界を遮る効果がありますから隠れるには打って付けですが……。魔獣はおろか野生生物もいないというのは奇妙ですね」

「正確には食糧アイコンもない。まぁ暫く調査を続けるしかないね」

「お力になれず申し訳ございません……」

　眉を顰ひそめて深々と頭を下げるアトゥ。

　拓斗の役に立てないことが心底不本意であるといった様子だ。

　まるで叱られた子犬のように落ち込む様子を見せる彼女に、流石の拓斗も気がつかないはずがない。

「別に、アトゥは一緒にいてくれるだけでいいよ」

　なんとか元気になって貰おうと選んだ言葉は、だが彼女にとってはクリティカルだったらしい。

　拓斗本人はそこまで重い意図を込めたつもりはなく、軽い感じで告げたはずだった。

　だが受け取るアトゥは途端に顔を上気させ潤んだ瞳で拓斗を見つめ返している。

　彼はアトゥが自分を王と称え敬愛しているという事実をようやく理解する。

　彼女は拓斗の言葉であればそれがなんであれ少々重く受け止めるタイプの性格だった。

「わ、我が王……私は今、凄く感動しております!!」

「そ、そう。それは良かったよ」

　ぐわっと近づいて来てからの尊敬してますの気配がこれでもかと拓斗を包み込む。

　純粋な好意を向けられたことがない彼だ、内心はドギマギだったが、それでもこうやって誰かと触れあいを持てることに喜びを感じる。

　それがたとえゲーム中の英雄、破滅の軍勢の、破滅の英雄だとしてもだ……。

（アトゥって、邪悪な国家の英雄って設定なのに意外とお茶目なところあるなぁ……）

　キラキラとした瞳で拓斗を見つめるアトゥは、その特徴的な瞳を除けばもはやそこらの少女とさして変わらぬ天真爛漫さだ。

　元々は邪悪な英雄という設定だったはずだが、これほどまでに愛らしい性格であったことは拓斗にとっても少々予想外ではある。

（そういえば、アトゥの性格ってどうなってたっけ？　設定だと……）

　しばし考える拓斗。だが不思議なことに、アトゥというキャラクターがどの様な性格なのか、本来ならばゲームの世界観に深みを持たせるために設定されているはずの情報が一切思い出せなかった……。

「……さま！　拓斗様！　聞いてらっしゃいますか!?」

「わっ！　な、なに!?　ごめん、ぼーっとしてた」

　疑問は途端に霧散する。

　目の前まで近づいて顔色を窺うアトゥに動揺した為だ。

　胸の高鳴りを気取られないように平静を装う拓斗に、注目が再度自分に向けられたことで満足したのかアトゥも特に気がついていない。

「大丈夫ですか？　何かご気分がすぐれないとか……」

「いや、単純に考え事していただけだよ。安心して──ん？　斥候の足長蟲くんから連絡だ」

「それは良かったですが──斥候が何か見つけたのですか？」

　頷き、しばし頭の中へと注意を向ける拓斗。

　視界の共有も何度か練習していたので難なく行え、足長蟲の視界が浮かび上がる。

　場所は木の上、落ちれば只ではすまないような高さから、慎重に眼下を見下ろす景色が浮かび上がる。

　ギョロギョロと絶えず動く視界により詳しくは判別できないが、集落らしきものと人が見えた。

　青みがかった病的な白肌、銀髪、特徴的な長耳。

　それは、記憶に照らし合わせるのならば、ダークエルフと呼ばれる種族であった。

「ダークエルフ、か。ここからそう遠くない場所だ。集落？　集まっているのが視える」

　目をつむり、変わらず浮かび上がる映像を注視しながら端的にアトゥに伝える拓斗。

　アトゥも主人をことさら邪魔するような真似はせず、得られた情報だけを元に推論を組み立てる。

「さし当たってファンタジー世界確定ということでしょうか？　ダークエルフは邪悪寄りの中立属性なので少し安心ですね」

　めぼしい確認も終わった拓斗は目頭を揉みながら視界共有を解除する。

　近くにダークエルフの集落が存在するという情報以外は得られなかったが、それこそが彼らが求めていたものでもある。

　これにより現在彼らが訪れているこの世界についての選択肢が大幅に限られた。

　とは言え、山積された問題が減った訳ではなかったが……。

「やっぱり『Eternal Nations』の世界なのかな？　とはいえ万が一があるから慎重に行きたいけどね。善良なダークエルフってのもあり得る、ってか近いなぁ。これよその国家の《開拓地》とかだったら不味いぞ」

「初期から別国家と隣接となると面倒この上ないです……」

「クソ立地間違いなしだね……」

「その時は一緒に何処か遠くまで逃げましょう、我が王よ」

「そうだね、確かに逃げるが勝ち。マイノグーラは平和と平穏を愛するからね」

「戦争とか野蛮人がすることですからね！」

　あははと笑い合い、今後の方針を組み立てていく。

　最悪命の危険もあるのだが、まぁなるようになるだろうと拓斗は考えた。

　このような状況にもかかわらずやけに冷静で、やけに楽観的なことに拓斗はふと違和感を覚えたが、それもアトゥが向ける尊敬オーラで掻き消されてしまう。

　結局、アトゥさえいれば何がどうなろうと彼自身それでよかったのだ。

「ということで方針の糸口は掴めた！　まずはあのダークエルフを監視しつつ、もう少し情報を探ろうか。そして駄目そうな雰囲気だったら遠くに逃げよう」

「二人だけの逃避行ですね！　了解しました我が王よ！」

　えいえいおーと拳を振り上げて大げさに方針を決定する。

　まるでおままごとをする幼児のように子供じみた行いだったが、二人はノリに乗っており止める者もいない為に問題無く継続される。




　──その瞬間まで。




　アトゥが何度目かの拓斗への賛辞を述べ終えた時のことだった。

　ガサリと木々が揺れ、小枝が踏みしめられる音が鳴る。

　先ほどのぽわぽわとした様子とは打って変わり、毒蛇を思わせる鋭い眼光で音源へと振り向くアトゥ。

　拓斗もその行動に遅れて数秒、アトゥが向けた視線の先へと目を向ける。

「「あっ……」」

　そこにいたのは数人の集団。

　初めて見るはずの、だが少々見慣れた種族。

　拓斗たちがまさに先ほど相談していた、ダークエルフだった。
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第三話　　ダークエルフ




　ダークエルフの戦士長、ギア＝ナグイーブ＝マザラムは道なき道を重い足取りで歩いていた。

　かつては近隣諸国に〝鋼〟とまで謳われたその体躯はいまは痩せ細り、ともすれば幼子にさえ膝を屈してしまうのではないかと思われる程だ。

　彼に付き従う数名の部下もさほど変わりは無い。

　森は深く、陰鬱で、暗い雰囲気と生命を感じさせない薄ら寒さだけが支配していた。

「やはり、何もないか……」

「ギア戦士長、その、やはり大だい呪じゆ界かいから出るべきでは……」

　ギアは今まで何度も繰り返された進言に今回も首を振って応える。

　同じことを言わせるなと言ってやりたかったが、彼は部下の気持ちも痛いほどよく分かったし、何より自分も同意見であった。

　だが彼らを取り巻く状況がそれを決して許してはくれなかったのだ。

「いま森を出たところでどうなる？　土地を追われし我らにもはや行くところなどないのだ。それに子供達が当ても無い旅にこれ以上持つとは思えない。……これだけ植生が豊かだ。必ず食糧はある、皆のためにも頑張ってくれ」

　作り上げた笑みは決して上等なものではなかった。

　だが彼の部下達もそれに応ずることしかできない。

　今希望を捨ててしまえば、もはや彼らを前に進ませるものが何も無くなってしまうからだ。

　だが、願いとは裏腹に彼らが最も求めるもの──食糧はどこにも見当たらない。

「しかしここまで不気味な森だと流石に寒気がしてくるな」

　無言での探索は気が滅入るのだろう。

　さほど体力が残っていない状況でなお、ギアは口を開いた。

　言葉を発していないとどうにも気が狂いそうだったのだ。

　静かで深い森が放つ雰囲気が、その原因の一つを成していた。

「イドラギィア大陸未開領域の端に広がる呪われし樹海──大呪界。その地は邪悪なる何かが封印されていると古い書物に記されていました。その何かが、決して生の営みを許さないのだと……」

「ははは、迷信だな。ならなぜここまで木が生い茂っている。この数歩先まで見通せぬほどの木々が、まさしく生の営みではないか」

　不気味な話を切り出したのはギアの副官で彼らの中でも伝承などに詳しい女性だ。

　かつてはその給料の殆どを書物につぎ込んでいた程の読書家であり、その知識と言葉には一定の信頼性があった。

　だがギアはあえてその言葉を笑い飛ばすことにした。

　誰もが、彼女の不安が現実にならぬようにと祈っていたのだ。戦士長である彼が弱音を吐くわけにはいかなかった。

「諦めるな。決して諦めてはいけない。我らが気高き魂が、祖霊が、必ずこの困難を打ち砕く道を指し示してくれるさ」

　ギアが戦士長として尊敬されている理由はその技術もさることながら、この精神力にあった。

　どのような状況においても決してくじけず、目的を遂行する。

　だからこそ彼は自らが属する氏族において戦士長を続けてこられたのだし、種族が危機に瀕してもこのように先陣を切っていられる。

　付き従う部下は力強いギアの言葉に勇気を貰うと、まだ見ぬ暗闇の向こうへと力強く歩みを進める。

　彼の言うとおり必ず道は開けると信じて、必ず、絶望的な状況から救われると信じて。

　そして──。

　ガサリと、世界が開けた。

　彼らは何か奇跡的な現象を期待していたのかもしれない。

　明らかに人工的に作られた場所は、今まで見てきた景色とは違う期待を抱かせるに十分だ。

　もしかしたら人知れず隠者が住んでいるのかもしれない。何か口にすることができる植物の群生地かもしれない。野生動物の巣かもしれない。

　はたまた、神がおわして彼らの苦難を優しく慰撫してくれるかもしれない。

　だが全ての希望は打ち砕かれ。




　そこにはただ破滅のみが存在していた。

（不味いことになった……！）

　その光景を視界に入れた瞬間、ギアの全身を後悔が駆け巡る。

　森の一部だけがポッカリと切り抜かれたようなその場所には、中央に石造りの台座が存在していた。

　一見すると神秘的な何か意味ありげにも思える光景だが、そこにいる存在が問題であった。

　まずは台座のすぐ横からこちらに鋭い視線を向ける少女。

　くすんだ灰色の髪に、捻れを含む歪んだ装飾を持つローブ。

　ギアを見据える瞳は異常そのもので、こちら側の世界の存在では無いこと、邪悪な闇の存在に連なる者であること、孕む危険性は致命的であること、それらが誰の目にも明らかだった。

　だが少女はまだ良かった。

　問題はもう一人だ。

　否、一人と呼んで良いのかどうか、ギアは判断がつかない。

　その存在は、まるで彼の副官が語った伝承の書物からそのまま出てきたかのように、非現実的な現象であった。

　形は人。だがその全てが認識できない。

　まるで世界から拒絶されたように真っ黒に塗りつぶされたソレは、まさしく伝承に伝わりし邪悪なる存在の顕けん現げんだ。

　何か世界の法則が間違いを犯したかのようにそこから綻びが生じ、そのまま世界がボロボロと崩れ去ってしまうのではないか。

　そう感じさせる悍おぞましさをもった存在だった。

（何かは分からん。だが、俺の本能がひっきりなしに警告してくる。アレは良くない存在だ）

　少女は変わらず視線をギアたちに向け、そして恐らく、邪悪なるあの存在もこちらに視線を向けている。

　彼の部下は誰もが息を呑み沈黙を保っている。

　ギアは次に自分が行う行動が種族の命運すらも左右すると理解し、慎重に言葉を述べた。

「わ、私はダークエルフ、マザラムが氏族、戦士長のギア＝ナグイーブと申します！　いと尊きお方とお見受けする！　まずはこの森へ無断で立ち入ったことに対して謝罪を申し上げたい！」

　ゆったりと、決して相手を刺激しないように膝をつき頭を下げる。
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　所いわ謂ゆる臣下の礼ではあるが、人の理ことわり、その外にいると思しき相手がその意図を理解するかどうかは分からない。

　彼の行動を見た部下達が、同じ行動を取ってくれたのが幸いだ。

　ギアは言葉を待つ。ただ、最大限の敬意と謝意を示さなければと彼の本能が訴えかけてきていた。

「……ふむ。この地へ入る意味は十分に理解しているようですね闇妖精。ではどのような理由があって禁を犯したのですか？」

　相手に数秒の思案があった。

　ギア達は生きた心地がしなかったが、だが返ってきた言葉にいくらかの安堵を覚える。少なくとも言葉は通じるようだ。

　もちろん命が助かったなどという考えは微塵もない。

　ただ気まぐれで一時の猶予を与えられている。そのことだけを強く理解している。

「我々ダークエルフの一氏族であるマザラム族は、かつてイドラギィア中央に位置する地にて定住しておりました。しかしながら、かつての主であるエルフの最高意思決定機関であるテトラルキア評議会が……」

「簡潔に言いなさい」

「は、迫害を受け、土地を追われました。行く当てがなくこの森へ……」

　少女の苛立ちに慌てて言葉をかえるギア。少しでも自らの状況を伝えねばと策を弄したのが間違いだ。自らの命は相手の手の内にある。再度己に言い聞かす。

　どうするべきか、何かを言うべきか。それとも言葉を待つべきか。

　グルグルと思考がめまぐるしく回転し、心臓が痛いほどに鼓動を打つ。

　浅くなる呼吸と噴き出す汗、深い森の闇と、夜すら塗りつぶしてしまいそうな真なる邪悪を内包した存在。

　その全てに耐えられなくなったギアが、思わず口から慈悲を求める言葉を吐き出しそうになったその瞬間。

「ガリガリだね」

　台座の上に座るソレが言葉を発した。

　ぞわりと、背筋を何かが這う感触がギアを襲う。

　自らがハッキリと分かる程に身体が揺れ、不快感を伴う汗が溢れ出してくる。

　ソレの声は、青年のようにも思えた。

　だがそこに一切感情は存在せず、それどころか意思や魂すら感じない。

　地獄の死者ですらもう少し心の籠もった声音を持っているだろう。

　そう思わせる程に不気味で、奇っ怪なものだった。

　だからこそ、彼は思わず反応が遅れ思考が停止してしまったのだ。

「我が王が問うております」

　少女の言葉にはハッキリと怒りが込められていた。

「は、迫害が厳しく、逃げるようにこの地へと参りました！　道中で食糧は尽き、追っ手を振り払うため食糧を確保することもできず、……もう、何日も食べていないのです」

　ギアは彼女の主であるソレの問いを無視するという極大の過ちを知らぬ内に犯してしまったことに驚き、慌てて情けない声で釈明する。

　最後の方には掠れてしまった言の葉が、彼が持つ計り知れない悔しさを表している。

「ふーん」

　どうやらその存在はギアの説明で納得したらしい。

　ソレが納得したことで、少女もいくらか満足した様子で小さく頷く。

　彼はまた薄氷を一枚渡り終えたのだ。

　もちろん、終わりなど何処にも見えない。

（何故だ！　何故我々がここまでの仕打ちを受けなければならない！　我らが何をしたというのだ!?　ただ、安住の地を望んだというだけなのに！）

　何ら落ち度がなく、ただ森に入ったというだけで頭を必死に下げ、慈悲を乞う。

　自分はどうなるのだろうか？　自分などどうでも良い、それよりも部下と同胞はどうなるのだろうか？

　悪しき存在によって戯れに蹂躙される同胞の末路。

　そんな底冷えのする未来に震えながら、ギアは内心で渦巻くどうしようもない怒りと哀しみに包まれる。

（我らが生きたいと願うのは、それ程に罪深いことなのか!?）

　そして、ボトリ──と、何かが目の前に転がった。

　おかしいほどに身体が揺れ、自らの首が落ちた音ではないかと滑稽な夢想が脳裏をよぎる。

　恐怖のあまり思わず目をつむってしまったギアを誰が責められようか。

　もはやそこには勇猛果敢と恐れられたマザラム氏族の戦士長はおらず、ただ見み窄すぼらしく震える男がいるだけだ。

　だが彼は目を開く。

　自らの首の所在よりも、鼻腔をくすぐる甘い芳醇な香りに興味を引かれたからだ。

　彼の目の前、その地面には、みずみずしく熟れた赤い果実が一つ転がっていた。

「こ、これは？」

「あげる」

　ソレは端的に答えた。

　ゴクリと、ギアは知らぬ内につばを飲む。

　その果実は今まで見たことも、そして聞いたこともない形状だった。

　彼らの知識において果実と言えば小さく堅い。多少の甘さはあるがそれよりも苦みや渋みが強く、生食もする地域はあるが、本来はいくらか手を加えてようやく食えるといった代物だ。

　だが目の前にあるそれは違う。

　芳醇な香りがその甘さをこれでもかと主張し、そのみずみずしい朱の実がまるで早く食べろと言わんばかりに目に訴えかけてくる。

　手にとってみるとずっしりと重く、中の隅々まで中身がぎっしり詰まっているのがありありと分かった。

　王族貴族でしか食べられないような……否、彼らすら食べたことの無いような、宝石を思わせる果実。

　彼が、彼らが何よりも欲した食糧がそこにあった。

「林檎。知ってる？　ウサギさんにして食べると美味しいよ」

　ソレが発した言葉はその半分も理解できなかった。

　ただその果実がリンゴという名前であることと、食べられるものであるということはなんとか理解できた。

「リンゴ？　いえ、私が知っているどの果実とも違いますが……」

　ソレは「あげる」と言った。

　であれば受け取って差し支えないだろう。だが食べてしまっても良いものか、ギアは混乱する頭の中で考えていた。

　この場で食事を摂ることは無礼にならないか、それを心配していたのだ。

　加えて、野営地で待つ飢えた同胞を差し置いて、自分たちが食糧にありついて良いものかどうかを。

「うまい!!」

「凄く甘い！　それにみずみずしいわ」

　その言葉に、自らの決断の前に部下が果実に手をつけてしまったことを理解するギア。

　だが彼がどの様な判断を下そうとも、飢えた部下を止めることはできなかっただろう。

　慌てて振り返り部下たちの様子を確認するが、彼らは一心不乱に与えられたであろう果実にかぶりついていた。

　むしゃぶりつく果実から溢れる甘い香りとこぼれんばかりの果汁。

　ゴクリと喉がなり、自分も同じ行動を取ろうかと心が揺れるギアであったが、少なくとも彼にはやるべきことがあった。

　チラリと異形の主へと視線を向ける。

　幸いなことにソレがウンウンと頷いている様子が見て取れた。おそらく部下の行動は礼を失したものではなくむしろ正解であったのだろう。

　安堵がギアに押し寄せると同時に、あまりにも意地汚く果実に食らいつく部下に少し注意すべきかと考える。

　だがボロボロと大粒の涙をこぼしながら一心不乱に果実を頬張る部下を前に彼は何も言えなかった。彼らの苦しみと飢えを、何よりも良く理解していたから。

「梨もあるよ」

　ボトリ──と、また一つ何かが目の前に転がってきた。

　今度は緑の果実だ。

　ナシ……と呼ばれたそれはまたしても彼の知らないものだ。

　緑の表皮からまだ熟れていないのかとも思われたが、赤い果実──リンゴとはまた違った甘い香りからその疑問も霧散する。

　これもまた同等に、素晴らしい食糧なのだ。

　手に取り、ぼんやりと眺める。

「その者、どうしたのですか？　折角我が王が施しを授けたのです」

　少女からは疑問と不快感がありありと表れている。

　目の前の邪悪なる存在が一体何を考えているのかは分からない。だがこの少女については彼にもいくらかその性格が理解できた。

　彼女はあの破滅の存在を心から敬愛し、仕えているのである。

　主人の不快となることを決して許しはしないだろう。

　折角の施しを無下にするような不届き者はもってのほかだ。

　その事実を踏まえて、ギアは少女とその主人であるソレに意見を述べた。

「同じくこの地へと逃れてきた者がおります。その中には小さな子供も……子が、我らの子供が飢えているのです。もう何日も食べておらず、みなやせ細っております。寛大なる慈悲によるこの果実。どうか私ではなくその子らに与えたいのです。どうか……」

　気がつけば口内に錆びた鉄の味がある。知らぬ内に口の端から血が流れていた。

　不甲斐なさと情けなさでどうにかなりそうで、いつの間にか強く口を噛みしめていたらしい。

　彼の部下からも果実を囓り咀嚼する音が消えた。恐らくその言葉に自らの使命を思い出したのだろう。

　彼らの仲間は今もギアたちを待って飢えと闘っている。

　もはや立ち上がることすらおぼつかない同胞が多くいる中で、彼らがすべきことは一つしかなかった。

　だがそれは彼らの事情だ。

　知ったことではないとばかりに少女が舌打ちをしたのが分かった。

　ギアはこれでもかと頭を下げた。それが彼に残された最後の矜恃であった。

　なんとしてでもこの食糧を持ち帰る。

　悍ましき存在を、伝承の中に存在する恐怖を、全ての破滅を、それらを眼前にしてなお怯まない。

　強く意志をたたえた瞳は、たとえ死してもなお目的を果たしてみせると決意した彼の心魂を雄弁に語っていた。

　そして彼の願いは、呆気なく届く。




「かわいそう」




　ソレは確かにそう言ったのだ。

「ちょ、ちょ！　拓斗様!?」

　その言葉を聞いた少女が、慌てふためいたように自らの主人へと駆け寄り小声で何かを進言するが、漆黒の闇は意に介さない。

　ボトリ──と音がなった。

　続いてボトリと、重なるようにボトボトと何かが連続して落ちる音がなった。

　ギアは目の前でごく当たり前のように生まれる奇跡にあんぐりと口を開けた。

　先ほど見た果実がある。ごろごろとした巨大な芋がある。麦に似た穀物がある。

　それだけではない。

　転がる果物に少し押されただけで形を変えるような柔らかさを持ったパンもあった。

　どれほど家畜の腹を膨らませれば取れるのかと呆れるほど身と脂の乗った枝肉があった。

　果ては豆や野菜、塩や香辛料と思しきものすらある。

　まさしく山となった食糧が、その存在を中心として虚空から次々とあふれ出していた。

「あげる」

　その言葉の意味を理解し、ギアは唖然と呆けたまま滝のように落ちる涙を隠せずにいた。

　それはまさしく慈悲であった。

　かの存在は彼らの境遇を聞き「かわいそう」と言ったのだ。

　そして溢れんばかりの食糧を生み出した。

　彼らとその同胞の為に、彼らを助ける為だけに用意されたものだ。

　施しを受ける。今までその様な事は彼ら種族には無縁だった。

　ダークエルフは光から逃げ出した唾だ棄きすべき存在。光の妖精であるエルフの慈悲によって辛うじて生きながらえることを許されている。

　そのように侮蔑の言葉を投げつけられ、光の当たらない場所で生きてきた。

　ギアたちが追放された時も同情する者など皆無であった。

　それどころか薄汚い闇妖精がいなくなって世界が浄化されるとまで言われたのだ。

　エルフはもちろんのこと、人やドワーフ、ありとあらゆる種族が彼らを避けたのだ。

　ギアはそれが宿命だと思っていたし、それが自分たちに課せられた運命だと思っていた。

　過酷な境遇にあってなお気高く生きる事こそが、世界でただ孤独に耐え抜くことが、自らの種族の使命だと思っていたのだ。

　世界は孤独で、自らに神は存在せず、ただ底冷えの寒さをもつ世界を仲間と共に震えて過ごすことこそが彼らの人生だと、そう諦めていたのだ。

　だが違った。

　ソレは彼らに手を差し伸べようとしているのだ。

　もしかしたら騙されているのかもしれない。純粋な悪意を持って、彼らの感情をもてあそんでいるのかもしれない。

　だが、たとえそうだとしても。

　彼らに同情の言葉を向けるものは──ましてや施しを授けるものは、今まで存在しなかった。

「奇跡だ！」

「これだけあれば！」

「ああ！　偉大なるお方！　ありがとうございます！」

　部下たちが狂喜しているのが分かる。

「貴方さまは、一体……お、お名前を……」

　自然と声が出た。

　今の今まで、その存在の名前を聞いていなかったことを思い出したからだ。

　先ほど少女が発していた言葉、恐らくそれが闇に包まれた彼の名であろうことは分かった。

　だがそうではないのだ。

　ギアは直接その口から聞きたかった。

　偉大なるその名を、まるで片手間でこなす様に奇跡を生み出すその存在の名を。

　彼ら種族に初めて慈悲のぬくもりを授けた、尊き存在の名を。




「あげる」




　ソレは、変わらず感情と意思を感じさせぬ声音で、ただもう一度だけ応えた。
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第四話　　野営地




　大呪界の端、ダークエルフ達が立ち入り仮の野営地を作っているその場所では、静かに死が訪れようとしていた。

　人数は五百人程度だろうか。女子供が殆どで男は少ない。

　身を寄せ合うように一カ所に固まっている彼らに唯一共通していることと言えば、誰もが酷くやせ細っており、その瞳に絶望の色が浮かんでいることだ。

　時折赤子が泣く声が聞こえるが、それすらもやがてはか細くなり消えていく。

　泣き通す気力がないのだ。

　食糧を融通されている赤子ですらそのような状況だ。全員がもはや限界に近い状態にあった。

　だが運命というものは劇的な展開を好むらしい。ここに至ってようやくこの状況に変化がもたらされた。

　病人の世話をしていた比較的元気な女性が、ふと違和感を覚える。

　何か不思議な香りがするのだ。

　否、それは明確に食糧の香りだった。それも強烈に甘い香りがする。

　他にも気がついたものがいるのだろう。

　同時に遠くから木々をかき分ける音が鳴る。

　にわかに騒がしくなる集団。彼らが待ちに待っていた存在、命運を託した戦士長が見事使命を果たしたのか？

　半ば諦めていたことが、現実になろうとしていた。

「いま戻ったぞ！　見ろ！　食糧を見つけてきた！」

　そして奇跡は起こる。

　死人と見間違う表情だった彼らの顔に生気が浮かぶ。途中つまずきながらも、無事役目を果たした偉大なる戦士達に駆け寄り、奪い合うように食糧を受け取る。

「鍋を用意してくれ！　食事の準備だ！　病人や状態がまずい奴はどこだ!?　この果実を食わせてやってくれ！」

　一気に騒がしくなる。微かに残った気力を振り絞るように各々が作業に入る。

　鍋を用意する者、水を用意する者、火をおこす者、受け取った果実を慌てて病人のもとへと持って行く者。

　持って行った麻袋にこれでもかと食糧が詰め込まれている。

　ごろごろと転がり出てくるそれらを驚愕の眼差しで見つめ、だが驚いている暇はないとばかりにそれぞれがすべきことを為した。

　結論から言えば、危機的な状況だった集団は、無事にその峠を越した。

　危うい状態の者もいたが、戦士長たちが食糧を持ち帰るのが一歩先だったらしくなんとかなりそうだった。

　久方ぶりの吉報に皆々が喜びの表情を浮かべている。

　溢れんばかりの食糧。皆が腹を満たすには十分すぎる程の量がある。

　これほど沢山の食糧を何処で手に入れたのか？　いくら空腹とは言え、もう少し節約して食べるべきでは無いのか？

　疑問に思った壮年の女性が戦士長に尋ねたが何故か曖昧に誤魔化され、いつしかその疑問も空腹を満たす欲求と初めて経験する極上の食事に掻き消されていった。




[image: ]




　数刻ほどたった頃には、喧噪もようやく落ち着いてきた。

　余った食糧は丁寧に取り分けられ、今は厳重な警備のもと保管されている。

　殆どの者は、ようやく腹が満たされたことで安堵したのか死んだように眠り、空になった鍋の下でパチパチと爆ぜる薪の音だけが静かな夜に彩りを添えている。

　飢えた彼らは一時の糧を得て、越えられぬと絶望した夜を無事越えたのだ。

　ようやく空腹で眠れぬ夜を過ごすことなく、夢の世界へと向かうことができた。

　だが殆どの人が寝静まった夜にあって、なお目を開いている者もいる。

　野営地から少し離れた場所では、戦士長ギアが小さな焚き火の横に座り、木々の隙間から見える星空を無言で眺めていた。

「今日は……ご苦労じゃったの」

「モルタール老か。同胞のようすはどうだ？」

　火の明かりが届かぬ木々の間からすぅっと現れたのは、この集団を統率する古老で、最も長く生きるダークエルフと呼ばれる賢者モルタールだった。

　彼は枯れ枝のような身体で杖をつきながらゆったりと歩みを進め、焚き火を挟んで戦士長ギアの真正面に座る。

　ややあってそのやせ細った身体とは反対に、力強さと威厳の籠もった声でギアの問いに答えた。

「皆腹が膨れてぐっすり眠っておるわ。酷い状態だったあの双子も持ち直した。お前が持って帰ってきた果実は凄いのう。長く生きた自信があるが、ワシでも見たことが無い」

　静かに目をつむり、今日の出来事を思い返す。

　まさに怒濤と呼ぶに相応しい一日だった。

　絶望的と思われた彼らにもたらされた一筋の光。希望の言葉と共に帰還したギアは、皆の腹を満たすに十分すぎる食糧を持参していた。

　それも聞いたことも見たことも無いような、何より恐ろしい程までに美味な食糧を持ち帰ったのだ。

「ああ、俺も少し口にしたが──あれは絶品だ。この世にあんな旨い果実があるなんて初めて知った」

　共に辿り着いた同胞全てに食事が行き渡ったのを確認してようやくギアは手近にあったリンゴに口をつけた。

　その瞬間のことを彼は生涯忘れないだろう。

　しゃくりと小気味よい音とともに口内に溢れかえる強烈な甘さ。

　噛みしめる度にまるで源泉の如く溢れてくる果汁。

　カラカラに乾いた身体に急速に力が満たされるのが分かった。天上という表現すら生ぬるい。

　常識の範囲を優に超えた、食べるという生物の根源欲求を満たす真なる喜びがそこにはあった。

　そう。常識では考えられない出来事だったのだ。

「…………何があった？」

　ギアはしばし無言を貫いた。

　言わないという選択肢は無かったが、なんと説明すれば良いのか言葉が見つからなかった。

　あまりにも非現実的な出来事だったし、何よりも心のどこかであの存在に騙されているのではないかという恐怖が残っていたからだ。

　モルタール老も彼の葛藤を見抜いていたのか、急かすようなことはせずに言葉を待つ。

　酷い顔で無言を貫くギアの様子から想像以上の面倒ごとを抱え込んでしまったことを察し、無理に問い詰めるべきではないと判断したのだ。

　一筋縄ではいかない。

　自らの知識と経験で乗り越えられる問題だろうか？　モルタール老は静かに覚悟を決める。

　だがモルタール老が聞いた言葉は、彼の想像を優に超えるものであった。

「森の奥で、伝承に残る存在に出会った」

　ピクリと、白く長い眉が揺れた。

　伝承に残る存在は様々だ。良い存在もいれば、当然悪い存在もいる。

　ヒューマン、エルフ等の人間種に友好的な存在もいれば、敵対的な存在もいる。

　それこそ伝承の数だけ種類があるが、唯一共通していることと言えばそのどれもが強力な力を有していることだ。

　ここは人が訪れない呪われし森、大呪界。

　モルタール老は自らの不安が現実のものとならないよう、心の中で祈る。

「どのような伝承だ？　ワシが知っているものか？」

「確か部下が言っていたが、大呪界に封印された存在？　だとか」

「破滅の王に出会ったのか!?」

　目眩がした。

　不安は的中していた。

　旅する巨像。生きている海。次元からの使者。自動拷問機械。

　数多に残る伝承の中で、最も危険で、最も恐ろしいものを引き当てた。

　モルタール老は自らの種族が受ける終わり無き苦難に歯がみしながら、だがその様な状況にあっても長年培ってきた経験を総動員してなんとか平静を保つ。

「知っているのかモルタール老？」

「古い文献や伝承に一部残っている。世界が飽和を迎えた時、破滅の王が現れると。ありとあらゆるものを滅ぼし、全てを最初からやり直すのだと。真偽は不明だが、嘘とも断じることはできん。……それは自らをそう名乗ったのか？」

　破滅の王に関する伝承はそう多くはない。

　この大呪界に封印されているだとか、どこからともなくやってくるだとか、既に神に滅ぼされているだとか。いくつか存在している伝承もバラバラだ。

　ただ世界を滅ぼすことを目的としていることだけは一貫している。

「名乗りは聞いていない。名乗らなかったのだ。だが、破滅の王か……確かにその名にふさわしい恐ろしさだった」

「王と会話をしたのか？」

「いや、王は……あまり俺たちの理解が及ぶような存在では無かった。だが付き従う少女がいたのだ。その者がある程度王の言葉を補足してくれた」

　ギアは回想する。

　あの少女は何者だったのだろうか？　だが間違いなく言えるのは、そこらにいる少女を連れてきたのではないということだ。

　あれは魔だ。純粋なる魔だ。

　彼女一人だけでも世界に危機をもたらす。そう断言してもよいだけの闇を纏まとっていた。

　くすんだ灰色の髪。捻れた意匠を持つ衣服。死人のように白い肌。

　そして世界全てを憎むかのような闇をたたえた瞳。

　彼は少女に見つめられた時のことを思い出し、小さく震えた。

「お前が会ったその存在が破滅の王かどうかは分からん。だが間違いなく良くない存在だ。ワシも腹が満たされて魔力が少し回復してきたから分かる。この森は異常じゃ。早く気づくべきだったのかもしれん」

　もっと早くこの森の危険性に気づいていれば、彼らはこの事態を避けることができた。

　大呪界に立ち入るにしても、破滅の王に遭遇しないよう場所を選べたはずだ。

　だが現実はそうならなかった。

　ならなかったが故に、彼らの前にその危機はやってきたのだ。

　やってきて、災禍をもたらそうとしている。

「食糧の代償に何を差し出した？」

「何も差し出していない。ただ、一方的に食糧を授かった」

「ふんっ、悪しき存在が代償も無しに施しなど与えるものか」

「知らん。俺たちはただ聞かれて、自らの境遇を話しただけだ。それだけだ」

「では何故、破滅の王はそんな行動にでた？」

　無言の時が訪れた。

　ギアも理解できなかったのだ。少なくとも彼が今まで培ってきた常識とはまったく別の法則が働いていると考えていた。

　悪しき存在は生あるもの全てを憎む。

　憎むが故に、決して生ある存在にとって益となる行動はしない。

　例外としては何か代償を用いた契約が存在している場合。そして罠を仕掛けようとしている場合だ……。

　ただ、ギアは全く別のことを考えていた。別の可能性を、信じていた。

　だからこそ、自らが騙されているのかもしれないという不安を持ってなお、自らが感じた思いを言葉に乗せ、枯れ枝の老人に伝えた。

「慈悲だ」

「慈悲……だと？」

　モルタール老の瞳に警戒が浮かぶ。

　それはもはや敵意に近いもので、事実彼はギアに悟られぬよう地面に置いた杖に手をかける。

「ああ、慈悲だ。あの方は俺たちの境遇に同情し、施しを与えたのだ」

「貴様、今『あの方』と言ったな？　誑たぶらかされたか!?」

「断じて違う！」

「では何故『あの方』などと妄言を吐く！　それは敬意を持つ者に対する言葉だぞ！」

　怒りが爆発する。モルタール老の杖が地面から離れ、ギアに突きつけられた。

　老いたとは言え歴戦をくぐり抜けた魔導師だ。戦士長であるギアが飛び退くよりも、彼が魔術を放つ方が速いだろう。

　だがギアは自らの死がすぐそこにあるにもかかわらず、臆することなく怒れる魔導師へと言葉を返す。

「あの方は！　授けてくれたのだぞ！　飢えた我々に！　敬意を持つのは当然だ！」

「しかし相手は邪悪な存在だ！　お前はこの森に満ちる破滅の瘴気を感じぬのか!?」

「瘴気など関係あるか！　あの方は飢えた我々を『かわいそう』と言って下さった。それが真実だ！」

「まやかしじゃ！　耳触りの良い言葉で誑かそうとしておるのだ！」

「では！　ではどうすれば良かったのだ!?　いまこうやって俺たちが言い争いで無駄な力を使えるのも、あの方が腹を満たしてくれたからなのだぞ！」

　その言葉で、罵声にも似た問答は終わりを迎えた。

　モルタール老とて、とうにそんなことは理解していたのだ。破滅の王が施しを与えなければどのようなことになっていたかなど……。

　ただ、不安と恐怖が、得体の知れない闇に包まれた未来が、彼を激高するに至らせた。

　そして同時に、もはや自分たちは前に向かうしか、破滅の王と思しき存在と交渉する道しか残されていないことをここにきてようやく認めた。

　認めざるを得なかった。

「なぁモルタール老。俺は、どうすれば良かったのだ……？」

「そんなこと、ワシにも分からんわ……」

　疲れたように小さく呟かれた問いに対する返答もまた掠れた声であり、彼らに今までの威厳など何処にもなかった。

　誰も、どうすればいいかなど分からなかった。

　どうすることもできないから、目の前の現実を受け入れるしかなかった。

　ただそれだけだった。

「すまなかったな勇敢なる部族の戦士ギア。お前はよくやってくれた」

　ギアは小さく頷くことで、その謝罪を受け取った。

　彼とてマザラム氏族における次期氏族長に任命されている身だ。

　部族を率いるモルタール老が感じる重圧がどれほどのものであるかを良く理解していた。

「王との交渉はダークエルフの長としてワシが行う。かの存在が何を考えているのか分からぬが、これでも二百年生きておるのだ。なんとかしてみせよう」

「頼む」

　こうして話し合いは終わった。

　パチパチと薪が爆ぜる音だけが優しく二人を包み込む。

「いつになれば、ワシらは安心して夜を過ごすことができるのだろうな……」

　かの王が何気なしに生み出した食糧は大量に存在している。

　持てる限り持って帰った分はその一割にも満たず、残りも早々に持ち帰るようにと付き人の少女から言い渡された。

　翌日にでも早速会いに行かなければならぬだろう。

　ギアはそのことを長に告げ、いくつか今後の方針を話し合う。

　伝承に記されし破滅の王。少なくとも、そうであると納得させられるほどの邪悪なる存在。

　モルタール老は久しく忘れていた恐怖という感情を押しとどめるように、夜空に浮かぶ星を眺めた。

　………

　……

　…

　一方その頃である。

　モルタール老たちダークエルフによって恐れられている存在、破滅の王はといえば……。

「拓斗様、正座！　なけなしの魔力をなんであんなことに使っちゃったんですかー!!」

「だ、だってかわいそうだったから、つい……」

「だってじゃありません!!」

「ひーっ!!」

　自らの配下にその無駄遣いを説教されている最中であった。
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第五話　　交渉




　大抵において、怒れる女子を前に男子の立場は弱くなる。

　破滅の王とその配下でもそれは変わらず、男女の理ことわりの前には例外は少ないのかもしれない。

　新たなる世界でマイノグーラの指導者となった拓斗は、現在自らの不用意な行動によって機嫌を急降下させた配下の少女にひたすら謝罪の言葉を述べていた。

「ね、ねぇ……機嫌直してよアトゥ」

「つーん。別に機嫌悪くなってなんかないですよ」

　とは言いつつも彼女の全身からは不満のオーラがこれでもかと溢れ出ている。

　つまりは折角大切に使おうと二人で決めた魔力を、何故あのようなダークエルフ如きのために無駄遣いするのか？　といった不満である。

　さしもの拓斗もこの反応は予想外だったようで、今はひたすら謝って機嫌が上向きになってくれることを祈るしかできないでいる。

　目の前の少女が魔力の無駄遣いよりも、むしろ自分を蔑ろにされたことに機嫌を損ねていることに気づくことができればもう少し良い方向に向くのだが……。

　その人生の殆どを病室で過ごし、そも女性との接触が非常に限られていた拓斗には少々難易度が高かった。

　とはいえ拓斗の必死のご機嫌取りも功を奏するようで、ひたすら謝る態度にアトゥも徐々にばつの悪さを感じるようになってきた。

「よし、じゃあアトゥの言うことをなんでも聞こう！」

「な、なんでもは少々言い過ぎではないでしょうか？　そこまで言わずとも私は別に……」

　もごもごと言いづらそうにしながら上目遣いで拓斗を見つめるアトゥ。

　彼女自身、そろそろ仲直りしないと自らの主に見放されやしないかという不安が湧いていたのだ。

　何かきっかけがあれば、彼女は拓斗を許す腹づもりでいた。

「アトゥがいてくれないと、ダメなんだよ」

「た、拓斗様……」

　端的に言うのであれば、アトゥはチョロい。

　大体においてこの少女は自らの主第一主義であるので、拓斗が少し優しい言葉をかければコロッと落ちてしまうのである。

　そもそも彼女にとって世界とは拓斗の事を指し、ゲーム内の出来事であるとはいえ人生とは拓斗と過ごした日々のことを指すのであるから仕方ないのかもしれないが……。

「私も意地悪言って申し訳ありません！　偉大なる我が王の決定に異を唱えるなど、配下として失格です」

「いや、僕もごめん。アトゥと一緒にこの世界に来たんだから、ちゃんと君の許可を取るべきだったよ。許してくれるかい？」

　コクリと頷き、これで二人は互いのすれ違いを無かったこととした。

　結局のところ二人ともさほど今回の件に関して問題を感じていないのである。とりあえず、コミュニケーションの一環として少々大げさ気味に演じてみただけで、その信頼には微塵の揺らぎも存在していなかった。

　だが次に持ち上がる問題に関しては少々別であった。

「よかった。じゃあ早速相談したいことがおきたんだ。一緒に解決してくれるかい？」

「もちろんです我が王よ！　──それで、問題とは一体どのようなことでしょうか？　残り魔力に関してなら、食糧生産はコストが掛かりますがこの程度の量でしたら問題はないかと思いますが……」

「いやそのこととは違うんだ。全然違うんだ」

　神妙な面持ちで語る拓斗。

　若干言いづらそうなその表情にアトゥも気を揉んでしまう。

　敬愛する自らの主の悩み事は、自分のそれを優に凌ぐ事柄であるから当然ともいえよう。

「問題？　何か拓斗様のお気を煩わせることが？」

「いや、ダークエルフの人たちと会話をしたじゃん」

「はい……」

　先ほど彼らはダークエルフと突発的に遭遇し、いくらかの会話を行った。

　アトゥは頭の中でその出来事を再生してみるが、彼女の考える限りおおむね良い対応ができたと判断する。

　上手くごまかせたと思うし、上手くこちらの手札を隠して強者を演じることができた。

　何も問題無いはずではあるが……。

　だが拓斗が憂慮することは全く明後日の方向にあった。

「実はね。その、上手く喋れなかったんだよ……」

「え？」

「アトゥも気づいていたんじゃない？　僕もなんかおかしいなって思ったんだけどさ。アトゥならちゃんと会話ができるのに、他の人を前にすると途端に言葉が出てこなかったんだよ」

　アトゥの記憶の中で拓斗の言葉が何度も再生される。

　確かに拓斗の言葉は少しおかしかったように思う。アトゥはそのことに関しては、無駄に言葉を発してボロを出したり余計な情報を与えたりしない為のものと判断していた。

　加えて強者として多弁を嫌い配下に細かな交渉を任せるロールプレイかと勘違いしていたのだ。

　ゆえに「一瞬でそこまで判断できるとは。流石我が王です！」とまで内心賞賛していたのだ。

　彼女の額につつと汗が流れる。

　凄く嫌な予感が現実のものになろうとしていた。

「そう言えば病院でも看護師さんとかお医者さんと上手く喋った記憶無いし。そもそも誰かと会話をするって経験が少なくてさ。親しい人以外と会話ができないって、これなんか思い当たる現象だなって……」

「あ、あわわわ……」

　アトゥは震えた。ぷるぷると震えた。

　彼女は思い出したのだ。自らの主である拓斗の生い立ちを。

　そしてそこから導き出されるであろう、少しばかり厄介な問題を……。

　自らが犯していた盛大な勘違いを。

「なんというか、どうやら僕はコミュ障らしい……」

　告白する拓斗の目から涙が一筋走る。

　彼は他人との会話が上手にできない、些か厄介な病にかかっていた。

「我が王ーーーーーーっ！　泣かないでくださいーーっ!!」

　目にもとまらぬ速さで駆け寄り取り縋るアトゥ。今の彼女にはそれしか術がない。

　拓斗は泣いた。上手に話せない自分に。

　アトゥも泣いた。自らの主が他人と上手に話せない事実に。

　かつて無限の力を得、世界をひと撫でで破壊せしめた破滅の英雄たる彼女とて、この様な事態に対応することは難易度が高かった。

　そして破滅の王たる拓斗の哀しみが爆発する。

「やめてアトゥ！　何が王だ！　コミュ障な破滅の王だなんて、もうかっこ悪くて生きていけない！」

「いいのです！　いいのです我が王よ！　他人とお喋りできなくても、このアトゥとだけお喋りしていれば！　というかもうこのアトゥめが拓斗様専用お喋り係になります！　一生おそばにお仕えします！　ゆえに──いいのです!!」

「でもコミュ力ない王とかどうやって配下に命令とか他国と交渉とかするの？　必要でしょ？」

　アトゥは押し黙った。

　押し黙り、何も言わなかったことに「やってしまった！」と顔を青くする。

　拓斗の目から、また涙が流れ落ちた。

「もう人生ごとリセットしよう。新しい人生をリスタートだよ」

「いいのですーー!!　お気になさらずともいいのです！　王にコミュ力など不要です！　あれです！　孤高です！　王は孤高なんです！　信を置く配下としか話さない感じなのです！」

　かつてここまで大声を張り上げたことが彼女にあっただろうか？

　アトゥはこれでもかと大声で叫び、主の哀しみを押し流すかのように強引な論拠を押し通す。

　本来ならばなんら説得力の無い、勢いだけしかない言葉ではあるが、幸いなことに彼女の主である伊良拓斗という人間は、ことアトゥに関しては非常に甘い性格だったのだ。

　故に少女の必死の叫びが彼の心を慰撫するに至る。

「うう、アトゥ。そこまで僕を励ましてくれるなんて……」

「大丈夫です我が王よ。少しずつ、少しずつリハビリしましょう。きっと沢山の人と話せるようになります。このアトゥがおります！　おりますからどうかニューゲームだなんて、そのようなことは言わないでください！」

「ごめん、ちょっと弱気になっていたみたいだ。そうだよね、コミュ力なんて必要ないよね。アトゥがいればそれでいいよね」

「はい、はい。そうなのです。コミュ力とか必要ありません。財力と兵力さえあればどんな問題も殴り飛ばせる。そう『Eternal Nations』で学んだではありませんか！」

「うう、ありがとう『Eternal Nations』。そしてありがとうアトゥ。僕はなんて良い配下を持ったんだ……」

　なんら問題は解決していなかったが、どうやら二人の間で納得はいったようだ。

　加えて他者からみれば理解しがたいことだが、このやりとりは二人の絆をより深める効果があったらしい。

　見つめ合う二人、感動は激流のように二人を満たし、盛り上がりは最高潮に至る。

「アトゥーーーーっ!!」

「拓斗様ーーーーっ!!」

　やがて堰を切ったかのように熱い抱擁がなされる。

「ギギギェーーーーッ!!!」

　と同時に、二人だけの時間を邪魔するように珍妙なる奇声が高らかに上がった。

「「………………」」

　抱き合った状態の二人が無言で声の元へと振り返ると、ブルブルと奇妙なまでに震える《足長蟲》のギョロリとした瞳が二人を捉えていた。

　その瞳が何を語っているのかは分からないが、二人だけの空間を粉々に破壊する効果は十分にある。

「そういえば、拠点に呼び寄せていたんだった」

「ほんと、空気の読めない虫ですね。ユニット削除しませんか？」

「流石にもったいないからダメだよ」

　第三者がいると途端に冷める。

　否、覚めたと表現した方がよいかもしれない。

　拓斗は抱きしめたアトゥをさりげなく離し、いつものように石造りの台座の上で座り込む。

　少々名残惜しい気もしたが、それよりも刺すような足長蟲の視線が痛かった。

　もっともアトゥの方はと言えば、当然のごとく機嫌を損ねてしまっていた。

「というか何ですか虫。折角拓斗様と私が仲を深めていたというのに無粋な」

「ギギェ」

「んっと、ああなるほど。ダークエルフの人たちが近くに来ているらしい。残りの食糧を取りに来たみたいだね」

「ああ、そうだったのですね」

　プレイヤーたる拓斗は足長蟲の行動を把握することができる。

　足長蟲が持つユニット能力である《斥候》は、視界を拡張する効果がある。

　このような複雑に木々が入り組んだ森の中であってもそれは有効らしく、拓斗の視界には足長蟲のギョロリとした瞳を通じてこちらへと歩みを進めるダークエルフの一団が見えていた。

　同時に、不安が彼の胸中を占める。

　先ほどのやりとりの通り、彼はコミュニケーションに重大な問題を抱えている。

　二度目の交渉を上手く乗り越える自信などどこにもなかった。

　だが彼の危機に颯爽と助け船をだす存在がいる。もちろん彼の腹心たるアトゥだ。

　彼女は拓斗が見せた表情の変化をつぶさに感じ取ると、すぐさま対策を申し出る。

「良いことを思いつきました。今後あのダークエルフたちとは私が交渉を担当します。拓斗様はご覧になるだけで結構です!!」

「え？　いいの？」

「はい。どうぞお任せくださいませ。むしろあのような形で気軽にお言葉を下されない方が威厳が出てよろしいかと愚考いたします」

「うーん。うむむ……」

　申し出としてはとてもありがたかった。

　普通ならば拓斗もここで彼女に交渉を任せるところだろう。

　だが果たしてそれを許可して良いものか？　彼が王で、彼女が配下である。

　越権行為を懸念するつもりはないが、むしろその行為がアトゥの負担にならないかと不安になったのだ。

「それとも、このアトゥでは不足でしょうか？」

　胸に手を当て、任せろと言わんばかりに自信に溢れた表情を見せるアトゥ。

　その態度に拓斗も内心で安堵した。と同時に彼女を軽んじてしまったことを恥じる。

　何を不安に思うことがあろうか？

　彼女は偉大なるマイノグーラの英雄《汚泥のアトゥ》。

　万敵を薙ぎ散らし、万難を踏みつぶす破滅の英雄だ。

　無限の可能性と無限の力を有した彼女が、任せろと言っているのだ。

　拓斗の心に再び感動と興奮が沸き起こる。

　絶対の信頼と忠誠を向けられた王の答えは、ただ一つしか無い。

「いいやそんなことはない。じゃあお願いできるかな？　アトゥ」

「ふふふ、　御心のままに、我が王よ……」

　深々とした礼とともに、紅い瞳が向けられる。

　蠱惑的なまでのその表情には、世界に破滅をもたらす英雄に相応しき自信が満ちあふれていた。




[image: ]




「ご尊顔を拝す栄誉をお与え頂き誠に感謝いたします偉大なる御方よ。私は此度その寛大なる慈悲にあずかりましたダークエルフの一団、その長のモルタール＝コルダル＝マザラムと申します」

　拓斗が斥候から情報を得たとおり、暫くの時を置いてダークエルフの一団がやってきた。

　先頭で彼らを率いるのは枯れ枝のような老人だ。

　栄養不足で荒れてはいるが、立派な銀の長髪と鬚をたくわえ、薄汚れた杖をつきながらヨロヨロと拓斗達の前で膝をつく。

　隣には先日出会ったダークエルフの戦士長ギア。その他にも見覚えのある顔がチラホラと見受けられることから、人選としては先日とさほど変わっていないらしい。

　だがやはり統率者が違えば態度も違うか、それとも今回は予め対応を相談して来ているのか。

　適切な礼節をもって行われる挨拶にアトゥも満足げに頷く。

「ふむ。闇妖精にしては礼を弁えていますね。して、態度から分かります。何か言うことがあるのでしょう？　さっさと言いなさい」

「此度の件、我々の若人が無礼な振る舞いをしたと聞きまして。長として謝罪の言葉を述べると共に、我が部族に食糧を与えて下さったことに最大の感謝を申し上げます」

「……偉大なる存在を目の前にして矮小なる闇妖精がその威光に狼狽うろたえ無様な姿を見せるのも当然。我が王は──その程度の些さ事じで御心を揺らされるほど狭量ではありません」

　礼法は時として重要な意味を持つ。

　理由があれど無礼を働いた者には相応の罰を与えるのが強者たるものの義務でもある。

　ゆえに本来ならダークエルフたちが先に行った振る舞いに何らかの不快感を示し、忠告とするのが正しくはあった。

　だがアトゥはそもそも拓斗以外に興味を持っていない。

　チラリと彼女が拓斗に視線を向けると、彼も特に気にしている様子では無かった。そもそもが現代人で一般人の拓斗である。礼節に関してはさほど価値をおいていない。

　故に彼が良しと判断しているのであればそこに一切の私情を挟むことはない。

　この点だけに関して言うのであれば、アトゥは拓斗にとって忠実なる手駒そのものであると言えた。

　故にダークエルフ達が無断で大呪界に侵入した件は不問にされ、彼らの態度も些事であるとされた。

　もっとも、実際はそこまで彼らに強気に出られる権利はどこにもないのだが……。

　そんな事情をつゆ知らぬモルタール老はゆったりとした態度で頭を下げると感謝の言葉と共に話を続ける。

「寛大なお慈悲に我ら種族の矮小さを恥じるばかりでございます。どうかそのご尊名を我らにお聞かせ頂ければ、その大恩と共に未来永劫一族にて語り継ぎましょうぞ」

　首を動かしチラリと拓斗に視線を送るアトゥ。

　名を告げることについて裁可を求めているのだ。

　前回の遭遇では結局最後まで名乗らなかった。それは拓斗のコミュニケーション能力の問題もあったが、様々な部分が未知の状態にあって、余計な情報を相手に伝えて問題を起こしてはならないという判断でもあった。

　だが暫くの猶予を持ってその考えも転換される。逆にビクビクと怯えるような無様な生き方をするのなら、いっそリスクをとってでも好きに生きようという考えによるものだ。

　リスクを取らずして得るものは無い。

　かつてのゲーム経験で学んだことだ。

　よって先の問いの返答は了承。

　裁可はくだった。であればアトゥが行うことはひとつだけだ。

　すぅっと小さく息を吸い込み、彼女はその名を口にする。

「破滅を司りし終末の王、イラ＝タクト様。いと尊き、偉大なる名です。お呼びするときはイラ様、もしくはイラ＝タクト様と呼ぶように」

　自信に満ち溢れた堂々とした言葉がその口より紡がれる。

　アトゥが言葉を放ったと同時にさらに深く頭を垂れるダークエルフの一団。

　この世界に初めてタクトの名前が伝えられ、畏怖とともに彼らの心に刻み込まれる。

　その態度にアトゥは満足げに頷いた。

　こうして、拓斗の名前は初めてこの世界で知られることとなった。

　イラ＝タクトという終末の王の名、それについてあえてタクト呼びを許可しなかったのはアトゥの独断だ。

　彼女は下の名前で呼ぶことの特別さをよく理解していた。していたが故にちゃっかりとこの場で自分と主の関係性を固めようと画策したのだ。

　そのような企みを密かに考えていたためにアトゥは気づかなかったが、拓斗は頭を垂れる老人がアトゥによる名乗りを聞いた瞬間ほんの僅かに震えたことを見逃さず感じ取っていた。

「ああ、あと私の名前はアトゥといいます。できるだけ拓斗様と同じ敬称は使わぬように。拓斗様は常に崇め讃えられる至高の王、私とは身分が違います。まぁそもそも別に私の名前など覚えなくとも結構ですが」

「イラ＝タクト様にアトゥ殿……ご尊名、確かにこの老骨に刻み込みましたぞ。我が一族にも疾はやく伝え、魂の奥底まで刻み込むことをお約束致しましょう」

「良いでしょう。では早く食糧を持って下がりなさい。いくらか日持ちが悪いものもあります。我が王にとっては腕の一振りで無限に生み出せるものではありますが、だからと言って腐らせて良い理由は何処にもありません」

　もう飽きたと言わんばかりの態度だった。

　実際アトゥとしては彼らとの交渉に対して急速に興味を失っていた。彼女の全ては主である拓斗のために存在している。本人もそのことを良く理解しており望んでいる。

　他者との会話など拓斗のためでなければそもそも行っておらず、ゆえに早々に終わらせ主から褒められることを望んでいたのだ。

「お、お待ち下さいアトゥ殿。その、我々をお救い頂きました大恩にどのように報いれば良いのか皆で相談しておりまして、王は貢ぎ物などをご所望でしょうか？」

　だが、すでに想像の中で主に頭を撫でられている浮かれた彼女の熱を冷ましたのはダークエルフの長であった。

　どうやら彼らの用件はまだ終わっていないらしい。

　多少眉をひそめるもののこの程度のことでは機嫌を損ねることのないアトゥは、些いささか不自然に出された申し出に首を傾げる。

「貢ぎ物？　ふむ、貴方たちは何か我が王が満足できるものを用意できるのですか？」

「ははぁ！　まことにお恥ずかしい限りですが、偉大なるイラ＝タクト様がどのようなものでお喜びになるのか無知なる我々では想像を巡らすことすらままならず。まずは王の御言葉をもって何をご所望か──」

「そうですか。では必要ありません。そんな余裕もないでしょう」

　さっと手を振り、ため息を吐きながらアトゥは首を左右に振った。

　貢ぎ物とは言われたが、飢えた難民である彼らが資産を有しているとも思えなかった。

　もちろんアーティファクト等のレアアイテムを持っている可能性も否定できない。だとしてもアトゥは彼らを自らの王から引き離すことを優先した。

　ゲーム開始時……国家の基盤が脆弱な段階ではほんの些細なことが致命傷になる。アトゥは彼らが危機的状況を拓斗に持ち込むことを何よりも警戒していた。

　例えばそう……元いた土地より迫害されたという彼らに追っ手などが存在することなど、だ。

「いや、しかし……それでは」

「……？　いらないと言ったのです」

「いや、その……」

「何を煮え切らない態度を……？　我が王はお忙しいのです。それとも──何か良からぬことを考えているのか？」

「い、いえ！　そのようなことはございません！」

　アトゥの苛立ちが態度に表れた。

　同時に彼らに焦りが明確に浮かぶ。抑えようともしない漆黒の殺意がその鎌首をもたげたからだ。

　アトゥの保有能力である《英雄》《邪悪》《狂信》はそれぞれユニットの基礎戦闘力に倍率補正をかける効果を有している。

　さらに追加能力である撃破ユニットの能力奪取は、戦闘行為を繰り返せば繰り返す程彼女を強力にする。

　対するダークエルフたちは飢餓で全力を出すことが不可能な状態だ。この程度ならいくら現状のアトゥでも難なく対処可能である。

　故に、魔術ユニット、戦闘ユニットとみられる彼らを一瞬で殺害し、返す刀でダークエルフの一団を皆殺しにすることは容易い。

　そしてその暴虐な行為は、倫理的問題を考慮しないのであれば彼女にとっても拓斗にとっても非常にメリットの高い行為だった。




（うん！　なんだか凄く良くない雰囲気だ！）

　拓斗は早々にこの会談が無事終わればという希望的観測を捨て去った。

　そもそもアトゥは彼らに対して致命的な勘違いをしている。

　アトゥが彼らにとった態度は非常に拒絶的で、客観的に見れば自らの王の気まぐれ、その対処に追われる苦労人の配下といったところだ。

　本来ならば言葉を交わすことすら不愉快ではあるが、主の意向によってその仲介役をさせられている。だからこそ面倒ごとをさっさと終わらせようと会話を切り上げる。

　そのように見えて当然だ。

　反対にダークエルフたちにとってはそうはいかない。

　この哀れな集団にとって、今回の交渉が最初で最後なのだ。そしてそれは彼らの命運を左右する運命の分岐点であることを意味している。

　彼らは今回の一件で生きながらえたとしても次がないのだ。食糧の当てもないし、これより他に安住の地を見つけられる保証もない。

　故に少々不審な態度に見えても、彼らが積極的にこちらと交渉を持とうとするのは至極当然の行いであるといえた。

　もちろん全てを俯瞰的な視点で分析できる拓斗とは違って、アトゥが拓斗を思って近視眼的な思考をすることは責められたことではない。

　だが現状においてそのような争いごとを拓斗は許すつもりはなかった。

　何か手助けをしてやらねばと判断した拓斗は、遂に決心したのか喉をんんっと小さく鳴らすと、緊張に包まれる中精一杯の声を上げる。

「アトゥ」

「はい、我が王よ」

　アトゥはとても早かった。

　拓斗の言葉にくるりと振り返った彼女は疾駆するかの如き素早さで拓斗の側に立ち、石造りの台座に手をかけ彼に顔を寄せた。

　ダークエルフに見えないように拓斗の方へと向ける表情は童女そのもので、ぷっくりと膨れた頬には不満がありありと表れている。

　どうやら彼女も一向に進展しない会話にじれていたらしく、拓斗だけに聞こえるようにさらに口を寄せると途端に文句の言葉を並べ始める。

（たーくーとーさまーー！　アイツら交渉ものすごい下手くそなのですが！　それに何か企んでいますよ！　悪い奴です殺しましょう殺します！）

（まぁまぁ落ち着いて）

「君も大概あれだったよ」という言葉を拓斗はぐっと飲み込んだ。

　前半は良かったが、後半は少々いただけない。

　もっとも、会話ができずに全て配下──それも見た目年端もいかぬ少女に任せる彼は少々どころではないいただけなさではあるが。

　だとしてもアトゥとダークエルフ達の会話がすれ違いを見せていたのは変えようのない事実だった。

　アトゥとしては早く追っ払いたい様子ではあったが、このダークエルフの長としても引き下がる訳にはいかない。

　彼女の態度だと二度と近づくなと言っているのも同然ではあったし、そもそも強引に謁見を打ち切ろうとするその態度がより彼らの焦燥感を募らせる。

　それは拓斗にいらぬ心労をかけさせたくないという配慮からではあったが、互いのすれ違いを加速させるには十分な要素だ。

（このまま放っておいてもきっと拓斗様に害なすだけです。さっさと皆殺しにするのが良いです！　アイツらの首は柱の上で晒されるのがお似合いですよ拓斗様!!）

（いやいや、少し待って。あのね、彼らはきっと僕らと交渉したいんだよ。貢ぎ物にしてもそうだよ。ほら、僕らって邪悪属性の文明でしょ？　何か裏があると思って警戒しているからこそ、微妙に変な態度なんじゃないかな？）

（お、おお!?　なるほど！　えっと……）

（ここは彼らが納得する形で何か対価を貰おう。その方が彼らも安心するだろうし、恐らくもう少し突っ込んだ話を持ちかけてくるはずだ。やぁ、あのお爺さん、中々に面白い人だなぁ）

　まだ彼らとの交渉を楽しみたい。

　拓斗はそう考えた。人との会話に飢えていた可能性は皆無に等しいが、彼の興味を引いたことだけは間違いない。

　アトゥはスラスラと真実を言い当てる拓斗にキラキラとした尊敬の眼差しを向け、先ほどの不機嫌さはどこへいったのか自信に溢れた返答を返す。

（さ、流石我が王です！　そこまで見通されていらっしゃったとは！　そして委細承知いたしました。後は全てお任せ下さいでは行ってきます！）

（あっ、ちょ！）

　くるりと振り返り交渉に戻るアトゥ。

　絶対分かってないだろうな。

　拓斗はそう感じたが、コミュ障という最大級のペナルティを背負う彼である。基本的な交渉は彼女に任せる他に術はない。

「ふふ、なるほど。そういうことでしたか……」

　ゆるりと、蠱惑的な響きを持つ声でアトゥは嗤った。

「まったく。愚かなる貴方たちにも困りましたね」

　その声にただならぬものを感じたのか、エルフの一団はただ垂れる頭をより深く下げることしかできない。

「我が王の御言葉が無ければ私も気づきませんでした。まったく、拓斗様をそこらの一山いくらの邪霊・悪霊と同じ感覚で考えようとは」

「あっ、い、いえ！　そういうことではございません！　偉大なる方よ！」

「黙りなさい。我が王の言葉は絶対。そして喜びなさい。我が王は貴方がた闇妖精の下らない浅知恵を慮おもんぱかり、此度の施しを契約とすることで良しとされました。つまり交換として何らかの貢ぎ物を受け取ります。これで良いでしょう？　貴方たちも我々が言う契約の絶対法則を知っているはずです。安心しましたか？」

「は、ははぁ！　寛大なるお気遣い、大変感謝いたします」

　モルタール老はアトゥが述べた推測にそれ以上反論することなく、ただ感謝の態度を示した。

　それはともすれば自らが王を軽んじていたと認めたと判断される危険性もある悪手でもあったのだが、彼はアトゥを介した数度の会話でこちらの方がより彼らに反感を買わないであろうことを察したのだ。

「となると対価が必要ですね。ふむ、対価、対価……」

　くるりとアトゥは拓斗に振り向く。くりくりとした童女の瞳が拓斗を貫く。

　言葉にされずとも彼には手に取るように分かった。

　いわく「拓斗様たすけてー！」である。

（ポンコツぅ……）

　あれほど大言吐いたのに早々に匙を投げたことでアトゥの評価が落ちそうになるが、拓斗にとってアトゥはお気に入りなのでその失態も全て特殊な判定により無効化されてしまう。

　結局、やはりアトゥは会話のサポートとして助けてはくれるのだが、最終的なところでは拓斗が決めねばならないのかもしれない。

「外のこと」

「我が王は外界に興味をお持ちです。貴方たちは遠くから来たのでしょう？　外の世界について知っていることを全て話しなさい。それを食糧の代価とし、契約の成就としましょう。これで満足ですか？」

「おお！　それでしたらこのモルタール。老身にて見聞きした全てについて捧げましょうぞ！」

　モルタール老の表情に初めて喜びが浮かぶ。

　恐らく彼らは想像する中で一番安い代償で済んだと胸を撫で下ろしているところだろう。

　もっとも本来ならばそこまで苦慮する必要性はない問題だったので、彼らの完全なる勘違いであったのだが。

（なぜここまで察しがいいのに全部任せると途端にポンコツなんだ……）

　拓斗は違和感のあるアトゥの反応についてその理由を考えるが、どう足掻いても答えがでるものではないので、やがてそのようなものだと無理矢理納得することにした。

　こうして交渉も終わりに近づく。

　だが彼の内心に一つの引っかかりをもたらす出来事が起こった。

「では、契約の完遂をもって早急に森から出ていくように」

「は、ははぁ！」

（ふむ。動揺したね）

　アトゥは相変わらず気づいていなかったが、拓斗はモルタール老が明確な狼狽を見せたことを見逃さなかった。

　同時に彼の脳内でめまぐるしく情報の整理が行われる。

　彼らの態度を見る限り拓斗の推測はおおよそ当たっている、であれば先ほどの態度からもその答えを導き出すことはさほど難しいことでは無かった。

「滞在は──暫く許可しましょう。あなた方にも身体を休める時間が必要でしょうし。ですがそう長くはありません。覚えておくように」

（やはり流浪の身分は辛いか。食糧も今回の分が終われば当てが無いんだしね）

　ダークエルフたちは前回の突発的な会合にて「土地を追われた」と述べた。

　足長蟲からの報告では五百人ほどの集団ではあったが、あの規模で流浪の旅を行うのは並々ならぬ苦労がある。

　貢ぎ物を捧げるというのもご機嫌取りの意味合いが多分に含まれているのだろう。

　恐らく今回の出来事でこの地に居留する許可や定期的に食糧を確保する取り決めを交わしたかったに違いない。

（とは言え、僕らとしてもあまりここに長居して貰っては困る。国を作るに当たって所属が違う難民は邪魔にしかならない。それに厄介ごとを持ち込まないとも限らないしね）

『Eternal Nations』において種族の違いは様々な問題を引き起こす。

　もちろんそれは現実的な世界においても同様だ。文化、思想、善悪が違う者は必ずぶつかり争う運命にある。

　彼としても火種を先送りにするような愚行はするつもりはなかった。

「王がおわすこの森での居留を許可して頂ければ、これに勝る喜びはないのですが……」

「許可できません。この地は我が王イラ＝タクト様の所有地であり、我が王は平穏を望まれます。ああ、あと折角拾った命を捨てたくないのであれば、この地について他所でいらぬ口を開かぬ方が良いということを付け加えておきます」

（やはり居留を求めてきたか。けどそもそも邪悪な国家であるマイノグーラの領地は呪われるんだよね。ゲーム的には善属性、中立属性ユニットのステータスがマイナスになる効果だけど、実際どうなるか分からない）

　彼がダークエルフの一団を森から追い払おうと考えるアトゥを明確に止めないのもこれが理由だ。

　呪われた土地は邪悪属性の種族に有利に働く。様々な恩恵があるのだが、デメリットとして中立属性や善属性との交流に関して常にペナルティが発生する。

　もちろんゲーム通りのシステムになるかどうかは分からない。もしかしたらまったく問題が無いかもしれない。検証が必要な部分は確かにある。

　だが拓斗は何故かそれがこの世界でも適用されるであろうことを不思議な感覚に導かれるように確信していた。

　だからこそ、残念ではあるが彼らにはここから出て行って貰わなければならない。

（とは言え、あんまり見捨てるのも後味が悪い。折角食糧与えたんだし、行き倒れになられるのも、まぁ不愉快だ）

　戯れに食糧を与えたとはいえ、それは拓斗にとって現状補充のきかない魔力で生み出されたものだ。

　折角の行為によって命を長らえたというのに、その後彼らは目的地の無い旅に出てやがて朽ちるのだろうか？

　それはそれで不満ではあった。同情というよりは、自分の行為が無意味と化してしまうことに苛立ちを感じたのだ。

「で、では偉大なる王イラ＝タクト様。此度は我々の謁見をお許し頂き、感謝致します。──さぁ皆の者、王の御前だ、静かに食糧を運ぶように」

　何か解決する方法はないだろうか？

　もはや会談は終わろうとしている。モルタール老や同行したダークエルフの戦士たちも、これ以上何かを持ちかけてアトゥの機嫌を損ねるようなことは考えていないらしい。

　疲れ切った彼らの表情が何かを訴えかけてくる。

　無限の力を持つはずのマイノグーラの王。

『Eternal Nations』で最も素晴らしきプレイヤーと呼ばれた自分が、何故か無能のそしりを受けている気がした。

「ねぇキミたち」

　だから自然とその言葉が出たとき、拓斗は納得した。

　自分が持つ力と、マイノグーラと呼ばれる文明が持つ力の偉大さに。

　その気にさえなれば、この程度の問題など熟考にすらあたらないことに。




「ボクの国民になってよ」




　全てを解決する方法が浮かんだ。

　何もかも解決する素晴らしい方法だ。

　内にある己はそれが可能であると断じている。

　むしろ何故いままでそうしなかったのかと嘲笑さえしているようにも思えた。

　だが自信満々に口の端に笑みさえ浮かべて全員を見回した拓斗を迎えたのは、あんぐりと開かれた口と「何を言っているのだ？」と言わんばかりの瞳だった。

　ダークエルフはもちろん、アトゥですらそのような視線を彼に向けている。

　拓斗は刹那の時間で盛大にコミュニケーションを間違ったことを理解し、自らのコミュニケーション能力不足を再確認するとともにこぼれ落ちそうになる涙を必死で堪えた。
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　辺りはシンと静まりかえり、誰しもが王が告げた言葉の意味を測りかねていた。

　とうの拓斗は自らのなんとなく発した言葉がここまで注目を集めるとは思っておらず、絶賛自責の念に駆られている。

　人付き合いが苦手な者は他人と会った後に会話を思い出して憂鬱になるなどという話があるが、拓斗もその例に漏れず自らの発言を盛大に後悔していた。

「え？　えっと、拓斗様？」

　拓斗は無言だ。

　むしろ今の彼としては自分をそっとしておいて欲しかったのだが、アトゥとしてはそうもいかなかった。

　発言の真意を確かめないといけないし、その後の交渉の方向性も確認しなければいけない。

　彼女の予想とは大きく離れた拓斗の言葉に流石のアトゥも少女然とした困惑の表情を見せながら、慌てたようにモルタール老たちへと指示を出す。

「そ、その！　我が王の意向を伺います。貴方たちはそこで待っているように。くれぐれも余計な推測などせぬように」

　焦った表情でやってくるアトゥを見ながら、拓斗はもうすでにこのゲームをやり直したい気分になっていた。

　出だしから躓つまずいたのでリセット。それは今まで何度も繰り返されたやり方ではあったが、残念ながらこの世界はゲームとは少し違う。

　リセットは不可能だ。

　ゆえに当然のごとくアトゥからの詰問に似た問いかけが始まる。

（どどどどどどど、どういうことですか!?）

（い、いや。彼らを国民にすれば良いんじゃないかと思って。あの、あんまりびっくりしないで傷つくから。コミュ障でごめんね）

（い、いえそれは良いのです。……しかしあれらは中立属性ですよ？）

　ふむと拓斗は顎に手をやった。

　先ほどまではやらかしたと思っていた彼ではあったが、アトゥの驚いた表情は妙に滑稽で、それが彼の浮き足立つ心を不思議なことに落ち着かせてくれる。

　するとどうだろう。彼の中で高速に理論が組み立てられ、自分の発言が至極真っ当な理論を元に展開されているという自信が湧いてきた。

　不安げに疑問を口にするアトゥの瞳に映る自分を見つめ、拓斗は幼子に言い聞かせるように説明を始める。

（難民受け入れという形にしようと思っているんだ。システム的には可能だったでしょ？）

（はい。ですがその場合マイノグーラのメイン種族である《ニンゲンモドキ》をどうするかという問題が起きるかと愚考しますが）

　通常『Eternal Nations』の文明には様々な種族が割り当てられている。人間、エルフ、ドワーフ、悪魔、etc──。

　それら特徴ある種族は様々な志向や性質を持ち、移民や難民などの要素も含めゲームに彩りを与え花を咲かせていた。

　その複雑さがゲームの魅力でもある。

　よって当然の如くマイノグーラにも主となる種族は存在している。

　ニンゲンモドキと呼ばれるいわくありげな種族がそれであったが、名前以上に尖った特性を有していた。

（というかねアトゥ。良く思い出して欲しいんだよニンゲンモドキを）

　拓斗に優しく諭され、少々混乱気味だったアトゥにも根拠の無い安堵が生まれる。

　主の言葉で落ち着きを取り戻した彼女は、拓斗の言うとおりニンゲンモドキについて脳内の書架から資料をたぐり寄せ、そして顔を青ざめさせた。
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（あれは魂がないからね。繁殖力が高くて資源や食糧の生産力にボーナスがあるけど、反面魔力や技術開発力の生産性が低い。あまり拡張を積極的にできない現状ではデメリットが大きいんだ）

　拓斗が説明した内容はアトゥもよく知っていた。

　この特徴的な種族は非常にピーキーな性質を持ちながらも戦略を上手に組み立てると強力に作用する。

　とはいえあらゆる状況でプレイしてきた彼らだ。今後魔力による生産で彼らを生み出したとして、この世界での戦略に組み込み運用することはさほど難しいことではない。

　だが問題は別にあった。

（思い出して、アトゥ。ニンゲンモドキのグラフィックは──あんなのだよ）

　拓斗がチラリと一瞥しながら指さし、その先にいるダークエルフ達がビクリと反応を示す。

　だが実際のところ拓斗の指先はその背後で隠れるように警戒状態にある足長蟲に向けられているものだった。

　ぎょろりとした瞳が二人を捉える。アトゥはマイノグーラの初期種族の、かの斥候と同じくギョロギョロ瞳とバランスの崩れた体型、そしてブルブルと奇妙に震える動きを思い出した。

（ううっ、うー。確かにニンゲンモドキは人間を見よう見まねで模したまがい物という設定でしたよね。現実に存在すると非常に気持ち悪いかもしれません……）

　この世界では、元々ゲーム的だった表現が実にリアルに描写されている。

　現実なのだから当然ではあるが、それが二人の精神にどのような影響を及ぼすことになるかは推し量ることが難しい。

　少なくともアトゥとしてはあのギョロギョロ瞳の国民がひしめく国で、拓斗と共に国家運営するのは些か精神に悪いのではなかろうかと不安に駆られた。

（それにダークエルフを国民として迎え入れることにもメリットがあるんだ。知的生産施設の稼働効率の悪さについては毎回頭の悩ませどころだった。彼らならば研究速度の問題が解決する）

　マイノグーラの国家としての特徴の一つがその種族であるニンゲンモドキだ。

　高い生産能力と繁殖力、そして幸福度や衛生度によるペナルティが少ないニンゲンモドキを使用した爆発的拡張。

　そして邪悪属性のメリットである、工業汚染による幸福度低下を無視した強引な工業力拡充。これらがマイノグーラの特色であり強みだ。

　反面研究力のマイナス補正が高く、新技術の開発で大きく他国に遅れを取るというデメリットが存在していた。

　だがこの哀れなダークエルフを国家に招き入れることができれば話は変わる。研究に関するペナルティを実質打ち消すことができるからだ。

　もちろんそれ相応の魔力があれば拓斗の力でニンゲンモドキを生み出すことも引き続きできる。

　爆発的な繁殖力と仮初めの意思が生み出す生産力の確保も依然として可能だ。

　適材適所という概念を考えるのであれば、彼らを招き入れるのは非常に良い判断である。

　通常のゲームであればマイノグーラの邪悪属性が問題となり移民や別種族の受け入れは非常に難しかったが、これをイベントと考えるのであれば幸運な部類に属するだろう。

（まぁ国家運営におけるメリットもあるんだけど、それよりも……ね？）

（文明的な会話ができる種族は、偉大なるマイノグーラの国民として必須かと。というか私の精神が持ちそうにないです……）

（偶然だね、僕もまったく同じことを考えていた）

　当初は突拍子もない話だと思われていた拓斗の案も、吟味してみればこの通りであった。

　最初から拓斗の戦略に間違いは無く、ただコミュニケーションが少々拙かったことで驚きをもって迎えられたのだ。

　とはいえ、実際蓋を開けたところでどうなるかはやはり未知数だ。

　アトゥとしてもその点についての懸念は残っていた。

（しかし彼らは国民としてちゃんと仕えるでしょうか？）

（やってみないと分からないけど、どうやらゲーム的な縛りもあるかもしれない。少なくとも一定の幸福度がある限り面倒ごとは発生しない──と思う）

（この世界はゲームなのでしょうか？　それにしては少し感覚が違う気もしますが……）

　アトゥは主である拓斗の言葉に絶対の信頼を抱いている。

　自らの王がそうだと断じたのならば、そうなのだろう。

　だがこの世界はまだまだ彼女たちにとって知らぬ場所だ。未だ不明ではあるが、その差異が何か大きな問題を引き起こさないかを彼女は憂慮していた。

（まぁそれは今後でいいんじゃないかな？　どうせ彼らからいろいろ聞くことになるんだし。今は目の前にある問題を解決しよう。アトゥは賛成してくれるかな？）

（不確定事項は多いですが……うう、私では判断できません。申し訳ございません）

　拓斗はアトゥの態度に一瞬「ゲーム的だ」と思った。

　自らの意図を十分に理解して行動してくれるが、何かを決定することに関しては非常に鈍重になる。

　本人にその気はないだろうが、拓斗は違和感さえ覚える彼女の決断力の低さに何か根本的な作為が介入しているのではないかと感じる。

　だがそのことを悟らせるようなことはしない。そもそも彼にとってはさしたる問題でもなかった。

　彼にはアトゥがいれば良いのであって、付け加えるのであればアトゥも拓斗がいれば満足なのだ。

（いいんだよ謝らなくて。僕が王で、君が配下だ。決めるのは僕だよ。彼らを、国民として迎え入れよう）

（そう仰って頂けるのであれば憂いも晴れます。ではご采配を彼らに伝えて──あの、私が伝えてもよろしいでしょうか？）

　おずおずと尋ねる態度は、自分の不甲斐なさを恥じることから表われた態度だ。

　彼女にそんな態度を取って欲しくなかった拓斗は、言葉を上手く伝えられないもどかしさを感じながらも精一杯笑みを浮かべる。

　彼女だけに向けられた、親愛の表現であった。

（もちろんだよ。他に誰ができるかな？　よろしくね）

（お任せ下さいませ。我が王よ）

　やがて二人の密談は終わり、アトゥはダークエルフたちへと振り返る。

　どのような会話がなされていたのか見当もつかない彼らは、ただアトゥがこれからもたらしてくれるであろう王の考えについての説明を不安な表情で待つことしかできない。

「王の御言葉は先ほどのもので全てです」

「あ、アトゥ殿。王の御言葉について、どのようなお考えか無知なる我々にご教示頂きたいのですが」

「王はこれから国を興す予定です。その国民に貴方がたがなるのであれば、その慈悲と威光の下、貴方がたを保護すると仰っております」

　アトゥの言葉を聞いたモルタール老たちは、突然の提案に度肝を抜かれた。

　破滅の王との交渉に向けてあらゆる可能性を考慮し、その返答や対応も事前にシミュレートしていた彼らだ。

　だが王からの言葉はさらにその上をいったのだ。

「王の瞳は全てをお見通しです。貴方がたが置かれた状況を嘆き、慈悲の心をお見せ下さいました。それ以上でも、それ以下でもありません」

　ピシャリと言い放つアトゥ。

　その態度はそれ以上に意味はないと断言するかのようなもので、実際は余計な詮索をするなとの警告じみたものでもあった。

　だがモルタール老たちダークエルフは、そんなことよりも王が突如もたらした言葉にどのように応えるべきか頭を必死に回転させることで精一杯だ。

「偉大なる王による無限の如き慈悲、感激で胸が震えるばかりです。……あの、失礼ながら、王の国民になると我々はどうなるのでしょうか？」

「永遠の幸福が約束される……と言いたいところですが、貴方がたが知りたいのはそういうことではないでしょう？　──まぁ端的に言えば邪悪な存在になります」

　ぽかんと口が開かれた。

　あまりにも端的で、あまりにも当然の如く言われたからだ。

　意味は十分に理解できる。何を言わんとしているかはよく分かる。

　だがその内容があまりにも突拍子過ぎ、同時に重大すぎた。

「うんうん」

　モルタール老は思わず王に視線を向けたが、王もまた当然の如く、それどころか大きく頷きながらなにやら深い納得をしている様子。

　さしもの二百年生きた老賢人とて、邪悪な存在になると言われてなるほどそうですかとは納得しようがない。

「本来はもう少し詳しく説明すべきかもしれませんが、今の貴方がたにそこまでする義理はありません」

　アトゥはあえて説明を最小限にした。彼らはまだ国民では無いし、万が一拒否される可能性もある。

　もちろん彼女としては王の慈悲に否を突きつけた瞬間には皆殺しにして口封じする腹づもりであったが、余計な言葉で憂慮の種を蒔く愚行もまた無意味だと判断した。

　そもそも王である拓斗が国民に招き入れると言っているのだ。さっさと感激に泣き震えながら了承すればよいのであって、余計な説明など必要ないというのが彼女の考えだった。

「決めるのは貴方がたです。私は特に何も言いません。どちらを選ぼうとも、それが貴方がたの運命なのですからね」

　ダークエルフたちは気づいていないようだったが、運命という言葉には生きるも死ぬも今回の返答次第という意味が込められている。

　またそれによって国家運営に問題が生じても、拓斗がいれば何も問題は起きないという絶対の信頼がそこには存在していた。

　とは言え、王が興味を持っていることはアトゥにとって非常に重要なことだ。

　良き方向にことが運ぶのであればそれに越したことは無い。

　故に彼女は「うーん」と唇に軽く手を当て明後日の方向を見ながら少し考え込む様子を見せ、

「ただ個人的な意見を付け加えるのならば、　──こっち側も、存外楽しいですよ」

　と、不思議な優しさをたたえた笑みを浮かべた。







第六話　　建国宣言




　ダークエルフの集団は、三日三晩その件について話し合った。

　あまりにも突拍子もなく、あまりにも重大な案件だったからだ。

　授かった食糧は十分にあり、体力は全快とはいえないもののおおよそ回復している。

　戻った端から体力を消費するように、寝る間も惜しんで議論されたその内容は、当然『王の国民となるか否か』である。

　彼らに食糧を与えた者。それは破滅の王を名乗る伝承に記されし存在だ。

　彼らが窮地に立たされていたのは事実だが、だと言ってもホイホイと彼の言葉に頷き国民になってしまっても良いかという不安は当然のようにあった。

　それも其処らに山ほどいる、彼らが今まで仕えてきた凡百の王ではないのだ。

　モルタール老が語るにはやがて世界を滅ぼし、全てを無に帰す終末の王。

　その力は絶大で、人の身では抗うことは不可能。

　恐らく一度契約が成されてしまえば魂のレベルで彼の所有物となるであろう。

　死による解放すら存在しない究極の選択は部族の者殆どが参加し意見を求められている。

　それは集団において成人している者はおろか、ある程度の年齢に達している者すら例外ではない。

　言葉を覚えたての幼児すら決断を迫られ、唯一話し合いに参加しないのは母の胸で眠る赤子のみだ。

　結果長い議論の果て、全員一致で王の臣下となることが決まった。

　彼らには後はなかったのだ。

　このまま座して死を待つよりも、邪なる存在に堕ちたとしても生きながらえることの方がいくらか良いであろう。

　何より腹を満たしたその慈悲を、彼らは決して忘れていなかった。

　それが悪しき存在であるとしても、破滅をもたらす終末の王だとしても、彼らが受けた恩義の大きさに比べればさしたる問題ではなかった。

　やがて誰しもが、重大な選択を終えたことで肩の荷を下ろしたような気持ちに包まれてゆく。

　同時に、これからの人生は今までとはまったく違ったものになるだろうという確信めいた何かを感じ取っていた。

　………

　……

　…

　彼らにとって運命とも言える決断が、二日前のことである。

　そしてその結果が何をもたらすのかをその魂に刻み込まれるのが、今日という日であった。

　間もなく彼らの野営地に王がやってくる。

　本来ならば自分たちが行くべきではあるが、五百人もの集団にぞろぞろやってこられては流石に迷惑とのアトゥの提案により王自らやってくることが決まった。

　辺りは異様な空気に静まりかえっている。声に出す者はいないものの、不安と期待と、そして恐れが混ざった気配がそこかしこに満ちている。

　ダークエルフは全員が膝を地に着け、深く頭を下げている状態でただ時が来るのを待つ。

　王の不評を買わない為、加えて見ない方が良いこともあるというモルタール老の判断によるものだ。

　やがて小枝が踏み折れる音が何度か鳴り、足音が二つ彼らのもとへとやってくる。

「皆よ、王がおわしたぞ」

　モルタール老が一言告げ、やがて森の奥より二人の影が現れた。

　長や戦士長からは「王を直視してはいけない」と注意を受けていたものの、若い何人かのダークエルフが興味に負けてそっと顔を上げる。

　同時に、彼らは全身を襲う恐怖に自らの行為を後悔した。

　それは漆黒の闇だった。

　人の形をした何かがそこにいる。世界に異常が発生したような、溜まりに溜まった歪みを浄化できずに黒い染みが生まれるような。

　言葉に表せぬ不気味さを伴った何かがそこにいた。




　彼らがこれから王と崇める存在は、破滅の具現そのものであった。




　気の弱い者がヒッと小さな悲鳴を漏らし、隣の者に脇を肘で打たれている。

　幼子は……生存本能か、声を押し殺して母の胸に顔を埋める有様だ。

　集団の中でも武の心得のあるはずの者がガタガタと怯えを隠さず震えている。

　長の命を忠実に守っている彼らですらその様な状態だ。

　先の若者は既に失禁し、中には口から泡を吹いて気絶しているものすらある。

　何を考えているのかまったく理解できない。

　それが彼らから見たイラ＝タクトの全てであった。

　ただ彼らは決めたのだ。

　破滅の王が作る国、その民となることを。

　流浪の果てにここを新たな故郷と定め、漆黒の存在による庇護の下、新たな人生を歩むと。

　王の配下であるアトゥが一言二言モルタール老と言葉を交わし、何かの説明を受ける。

　やがて王はモルタール老に促され、今回の為だけに急ごしらえで作られたやや不格好な玉座に座ると隣に付き従う少女に小さく頷いた。

「ではここに、貴方がたダークエルフの一団を我が国マイノグーラの移民として受け入れます。我が王イラ＝タクト様。よろしいでしょうか？」

　少女が宣言する。

　凜と響く声は、さほど声量が大きくないもののよく通る声だ。

　やがてその声に再度頷くと、王は満足げに、

「『ＯＫ』よろしくね」

　と応えた。

　刹那、王からの言葉が彼らの耳から身体の中へと入り込み、途端に凍り付きそうな程の寒気と共にその魂を撫でる。

「おめでとうございます。貴方たちはもうマイノグーラの国民です。全ての幸福と安寧が、偉大なる王イラ＝タクト様の名の下に約束されるでしょう」

　アトゥによる見えない力の籠もった宣言が終了し、同時に張り詰めた空気がいくらか緩む。

　また彼女自身も多少緊張していたのか、顔をほころばせている。

　そしてシン──と、奇妙なまでに静かな時が訪れた。

「せ、戦士長。これで儀式は終わりでしょうか？」

「うむ。恐らく終わったと思われるが、動きが無いな──どうすれば良いのだろうか？」

　伝承好きな副官のエムルは自らの隊長であるギアにこっそりと尋ねる。

　この様な儀式めいた行いは余り経験がない上に、自分たちがマイノグーラの国民──すなわち邪悪な存在になったという感覚がなかったのだ。

　はてどうしたものか？

　前方に見える王と配下のアトゥにも特に動きがないようで、なにやら考え事をしている様子。

　もう少しこのままでいた方がよいのだろうか？　何かお言葉をいただけるのだろうか？

　少し足が痛くなってきた。

　そんな様々な考えがエムル含め、新たな国民となったダークエルフの一団に渦巻いたその瞬間だった。

　ドクンと心臓が高鳴り、彼らの胸の内に耐えがたいほどの怒りが湧いてきた。

　それは生きとし生けるもの全てへの憎悪。何より彼らを迫害し、傷つけ、価値の無い存在だとあざ笑ったその全てに対するグラグラと煮えたぎるような灼熱の憎悪だ。

　今ならば、王がやれと命じれば喜んで生ある全てを皆殺しにできるだろう。

　経験したことのない怒りは、彼らに混乱と共に強い苦痛を与える。

　同時に、煮えたぎる憎悪を掻き消すほどの強大な感情が彼らを包んだ。

　氾濫した大河の激流の如く胸を支配していた先ほどの思いは、その感情に比べればまるで小川のせせらぎだ。

　穏やかな感情は、ある場所からやってきていた。

　彼らの視線が一点に注がれる。そこにいるのは破滅をもたらす彼らの王イラ＝タクトだった。

「大丈夫？」

　ここに至り、ようやく彼らは真実を魂で理解する。

　王は彼らを心配していたのだ。食糧を与えたのも彼らの境遇に心底同情したからであり、それが何の裏もない無償の慈悲であったということを。

　最初から王は彼らを傷つけようとは露も思っていなかったことを。

　胸を押さえ、魂の変化に耐える彼らを今も案じて見守っていることを。

　その事実が、彼らに初めて庇護される喜びを与えた。

　それは深い闇から訪れる無限の安堵だ。

　偉大なる破滅の王が自分たちを見ているという歓喜。

　全ての敵は王の前にひれ伏し、屍を晒すのだという確信。

　苦難と悲劇の果てに、自分たちはようやく帰る場所を得ることができたのだという無限の喜び。

　あらゆる感情が、彼らの内に暴風となって渦巻き、やがてそれは狂おしい程の熱量へと生まれ変わる。

　それは狂信だった。同時に彼らが受けた大恩に相応しいだけの忠誠でもあった。

　彼らダークエルフはこの瞬間より生まれ変わり、邪悪なるマイノグーラの国民へと変貌したのだ。

「ば、万歳！　偉大なる王、イラ＝タクト様万歳！」

　感極まった若者の一人が手を上げ大声で叫ぶ。先ほど失禁していた情けない男だ。

　だが今の彼にはただただ誇りと感動が渦巻いている。

　興奮はすぐに隣の者へと伝染し、やがて集団全体が熱狂的な渦に包まれる。

　戦士長であるギアや、部族の長であるモルタール老までもが感激の涙を流しながら拓斗をたたえる言葉を口々に述べているのだ。

　横に立つアトゥはそれが当然であると言わんばかりで、満足げに頷いている。

　忠信が王に捧げられる。狂信が王に集まる。

　それらを一身に受ける偉大なる破滅の王はさも当然のように、

「おおー」

　と感嘆の声を漏らした。
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第七話　　技術




　国家の樹立もつつがなく終わり、無事新しい世界での第一歩を踏み出し始めた拓斗とアトゥ。

　ダークエルフ……彼らの国民たちが住まう集落から離れ、もう見慣れてしまった石造りの台座へと戻ってきている二人であったが、今の彼らの表情は見たことが無いほど暗く陰鬱だった。

「詰んだね」

「詰みましたね」

　石の台座に座る拓斗がぽつりと呟き、横に侍るアトゥが同じくぽつりと返した。

　はぁとどちらからともなくため息が吐かれ、少し遠くでギェェェと足長蟲の鳴き声が響く。

「アトゥ、君と一緒に過ごせて楽しかったよ」

「はい、私も拓斗様とご一緒できてとても幸せでした」

　視線を交わし、疲れを含んだ笑みで別れの言葉を放つ拓斗。

　対するアトゥも既に達観の態度で、拓斗の手をそっと握りながら儚い笑みを浮かべる。

「「…………」」

　しばしの無言。次いでなんとも言えない表情。

　どちらからともなくワッと感極まった二人は、服が汚れることも気にせず草の絨毯が敷かれた地面へと盛大に転がりこんだ。

「この大陸の二大国家がガチガチの善属性とかどういうことなんだよーー！」

「しかも善神を信奉する人間国家と、自然を崇拝するエルフ国家ですよ！　完全に見つかった瞬間殺しにくるパターンじゃないですかぁ！　『ごきげんよう、死ね！』　ですよこれ！」

　そう二人のやる気を急速に冷却させる問題がこれであった。

　国家樹立後にモルタール老から聞き及んだ周辺国家の状況があまりにもマイノグーラにとって不利なものだった。

　人間とエルフ。邪悪な存在に対する印象が非常に悪い二つの種族が存在しているだけにとどまらず、どちらも善属性の国家。加えて先行文明であり広大な国土を有する覇権国家と来ているのだ。

　付け加えるのであれば、彼らが全く知らない国家名と大陸名。

　見知らぬ世界の見知らぬ土地、そして見知らぬ仮想敵国。

　もはや難易度で表記するのもバカらしくなるほどに危機的状況であった。

「もうやだこのマップ！　クソ立地すぎる！」

「リセットしましょう！　リセットしましょう我が王よ！　私もこんなのイヤです!!　資源もしょぼいしやる気が下がります！　ってかこの森食糧も鉱物も魔力も、生産力ゼロなんですけどぉ!!」

　敵対度が最高値であろう国家二つに加えて、彼らが居を構える大呪界は資源生産量がゼロに等しかった。

　通常であれば土地の開発を行わなくてもある程度食糧や鉱物が産出されるものである。

　ゲーム中では資源アイコンという形で表示され、自然採取できる資源や食料を得る事ができた。

　通常はそれらを足がかりとして開発を進めていくのだ。

　普通ならばそうである。普通ならば。……だがこの土地はその様な資源が見当たらないのだ。

　流石大呪界と呼ばれるだけある。

　ダークエルフが飢えるのも当然であったし、拓斗とアトゥが泣きわめき地面でジタバタするのも当然であった。

「はぁ、さっそく死にたいけど、どっちにしろやっていくしかないか。ダークエルフの皆が折角国民になってくれたんだし、初期から別種族がいるのはある意味で凄いボーナスゲーなんだから……」

「そうですね。それにまだまだ聞いていない事もありますし……。おや？　どうやら彼らが来たみたいですよ」

　国民となった彼らの行動は逐一拓斗たちの把握するところとなる。

　彼らにはその情報を全て提供することを命じており、ここ数日は周辺国家の状況を含めて様々な話を聞いていた。

　今回もモルタール老がその続きを話しに来たのであろう。

　時間も朝日が昇り暫くした頃である。べったりと地面に寝そべって太陽の日差しを全身に浴びていた二人は、移動するモルタール老を脳裏に確認しながらお互い顔を見合わせる。

「起きるか」

「はい、そうですね我が王よ。汚れを払い落としますのでどうぞそのままで」

　相変わらずの病衣についた土汚れをパンパンとはたいて貰いながら、衣服などの調達含め、やることは山積しているなと考える拓斗であった。
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「おお！　ご機嫌麗しゅう王よ、それにアトゥ殿。此度は前回お話しできなかったこの世界についてご説明すべく馳せ参じましたぞ！」

　威勢の良い挨拶で仮の玉座へとやってきたのは、いくらか顔の血色を取り戻したモルタール老だ。

　悩みが晴れたのか、食糧事情が回復したのか、相変わらず枯れ枝のような体躯は変わらぬものの、以前に見られた死相じみた表情は一切失せている。

「王よ！　私もおります！　今回は私の配下であるエムルも連れて参りました！」

　同行してきたのは戦士長のギアと、その副官エムルである。

　食糧事情が改善してもなおスレンダーな体躯を有し、かけられた眼鏡が特徴のエムルは、諜報を担当していたこともあり他国の情報や伝承などにも詳しい。

　拓斗とアトゥの求めるものは大量の情報であるためこの場に最適ともいえる人物であった。
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　恭しく臣下の礼をとる彼らに満足げに頷くアトゥ。

　先ほどの情けない姿など存在していなかったかのような威厳に満ちた態度で、彼女がコミュニケーションが上手にできない王の代わりを果たす。

「はい、王は貴方がたの献身にとても満足しております。本日も期待していますよ。あとそこまで畏まらなくても良いです。王は堅苦しいのをお嫌いになりますし、儀礼じみたやりとりは興味がありません。それに、貴方がたはもう我が国の国民なのですから」

　彼らの忠誠心は強く、それに疑いはない。

　だがその忠信から生まれる畏まった態度が拓斗にとっては少々むず痒かった。

　そもそもが只の一般人である。家柄こそそれなりであるものの根が平民な彼にとってモルタール老たちの態度は些か居心地が悪い。

「しかしそれでは我々の忠誠を示すことが……」

　故にアトゥに伝えて彼らの態度を改めてもらうよう考えていたのだが、彼らにとっては驚きの提案で、自らの常識が崩壊する程の衝撃でもあった。

「忠誠とは態度では無く心に宿るものです。貴方がたが王をどれほど信奉しているか、王には手に取るように分かります。故に問題ありません」

「うんうん。知ってるよ」

「おお、偉大なるイラ様！　なんと慈悲深きお言葉！　では王がそのようにおっしゃるのであれば、儀礼的な言葉は控えさせて頂きますぞ！」

　どうしたものかと思案していたモルタール老であったが、王がそう言うのであればと得心する。

　彼らにとって常に正しいのは王であって、拓斗がそう言うのであれば間違っているのは今まで自分たちが信じてきた常識なのだ。

　それにアトゥが言うとおり言葉遣いがいくら変わったところでその忠誠心に揺るぎは一切ない。

　むしろ王の心遣いが彼らに無上の喜びを与えていた。

　きっと今回の話は前回以上に実りあるものとなるだろう。

　そう確信を抱いたモルタール老たちであったが、さて何から話そうかと思案する彼らに待ったの声がかかる。

「あっ、その前に本日は少し今後の方針を説明しておきたいと思います。丁度モルタール老と戦士長のギアもいますので、都合が良いですね」

　おやと思いながら彼らは頷く。

　同時にまったくもってその通りだと納得した。

　未だ集落と玉座が存在するだけだが、マイノグーラは国家なのだ。只の流民の集まりではない。

　強力な指導者の下、これから世界にその覇を唱えていくのであれば国家の方針を決めていくのは当然だろう。

　モルタール老もギアも、ダークエルフたちの中では指導者層に当たる人物である。

　当然彼らがすべきことは沢山あるだろう。

　自らの力その全てを捧げる決意を改め、彼らは王からの命を受けるため居住まいを正す。

「あなた方はそのままマイノグーラの国家運営要員として要職について頂きます。これは王の決定ですので覆りません。

　モルタール老は主に国家運営に関してですね。魔法も使えるようなので期待しています。

　ギアはそのまま戦士長としてマイノグーラの戦士団を率いて下さい。人員などは任せますが、特に問題無ければそのまま貴方の配下を用いれば良いでしょう」

　ダークエルフたちは大きく頷く。

　概ね予想通りの内容が通達された。もちろん、予想通りだからといって軽く受け止めるわけではない。受けた大恩を少しでも返すのだ。

　決意を瞳に宿しながら、戦士長ギアはドンと胸を叩いた。

「拝命いたしました。王の為ならば、すぐさま戦士に号令をかけ、敵とあればたとえ赤子であろうと喜んで殺してみせましょう！」

　ギアの宣言は森に響き、その気迫は彼方へ届く。

　彼の脳裏には大いに満足し頷く王と、激励の言葉を述べるアトゥが映っている。

　ここから始まるのだと彼は確信していた。王の尖兵として、数多の敵を屠るのだと戦場で武勇を誇る自分を夢見た。だが、

「なにそれ怖い」

「えっ！」

　勇み叫んだその言葉に、王はまったく反対の意見を述べてしまった。

　目をまん丸にして固まるギア。自分の考えと正反対の言葉を受けたので思考が一瞬止まってしまったのだ。

　もしかしたら何か失礼な言葉を言ってしまったのではないだろうか？

　自らの言葉や態度を改めて振り返ってみるが、怪しい点は見つからない。

「戦争とか野蛮」

「王は平和を好まれます」

　それもそのはず。根底から違っていたのだ。

　当然のように軟弱すぎる言葉を漏らす拓斗、その言葉に追従するアトゥ。

　一瞬「なんで破滅の王が平和主義なのだ!?」と疑問が湧いたが王には自らには計り知れない深遠なるお考えがあるのだと納得し、どうかそうであれと恐る恐る疑問を口にする。

「あ、あの──直接的では無く、間接的に世界に破滅をもたらすとか……そういうお考えでしょうか？」

「違うよ」

「王は内政を好まれます。覚えておくように」

「は、はい。畏まりました……」

　が、またしても不発。王から全力の否定が返ってきた。

　ますます混乱に拍車がかかるギア。

　チラリと横を見るとモルタール老は楽しそうに自らの白髭を撫でている。

　ギアを小馬鹿にしたようにウィンクする彼の姿に、冷静沈着が売りのギアは少しだけイラッとするが、王の御前である為に声を張り上げることなく押し黙った。

　結局、王がそう言うのであればそれが正しいのであろう。

　出鼻を挫かれた形にはなるが、ギアとしても性質が邪悪になったとはいえ根本的な部分は変わっていない。

　生きとし生けるものを何があっても皆殺しにしたい等という強い邪欲はさほど持っていないのだ。

　長らく彼らは辛い生活を強いられてきた。

　王が平和が良いと望むのであれば、それが一番なのであろう。全ては王の御心のままに。ギアはそのように納得した。

「当面の行動ですが、まずは十分休息を取り、その痩せ細った身体をもう少し見られるものにして貰います。その後は……まぁちゃんとした住居の建築ですかね」

　ギアが内心にある強大な疑問に自分なりの納得をつけている間にも、アトゥからの指示は伝えられる。

　当面身体を休ませるという提案は渡りに船だ。モルタール老たちはともかく他の者は酷く疲弊している。

　それらを癒やす時間が当然のように与えられる事に、彼らは更なる忠心を捧げる事を密かに誓う。

「ははぁ！　無限にも等しい慈悲の言葉、大変感謝致します。しかし他の者はともかく、我々は十分に行動できるかと。力だけが自慢のギアとは違い、ワシは様々な面でお役に立てますぞ！」

　ニヤリと、モルタール老がギアだけに見えるように挑発の笑みを浮かべた。

「おのれこのジジイ！　腹が膨れた途端張り切りやがって！」と心の中であらん限りの罵倒を放つギアであったが、この場においては些か分が悪く、いつか汚名をそそぐことを心に誓う。

「貴方たちもゆっくりしても良いと思いますが──拓斗様、彼らはどうやらワーカホリックらしいのです。資材集めや建築場所の選定でも命じておきますか？」

　予想外の申し出だったのだろう。少々困り顔ながらも嬉しそうに主へと意見を求めるアトゥ。

　拓斗はやる気のある彼らの態度にあんまり無理して欲しくないなぁと思いつつ、だがそのやる気を無下にするのもどうかとできる範囲で仕事をお願いする為ダークエルフの種族としての能力に考えを巡らす。

　種族の特性は様々だ。それら特性にあった施設を運用させたり役職につけたりすることがゲームを有利に進めるポイントとなる。

　それを思い出しつつ頭の中で様々な要素を組み立てていると、不意に閃きが彼に舞い降りてきた。

「あっ！」

　拓斗の声にアトゥがすぐさま反応する。「何か御座いましたか？」とでも言ったところか。小首を傾げ彼に瞳を向けて静かに言葉を待つ。

「森を破壊しない土地改善は？」

　王の言葉にアトゥがポンと手を叩く。一を伝えて十を知る。良くできた配下だ。

「ああ！　そう言えば彼らはダークエルフでしたね。モルタール老。確認したいのですが、貴方がたは森林を完全に伐採しない範囲で木材の調達や、各種施設の建築を行うことは可能でしょうか？」

　エルフといえば森、森といえばエルフ。

　それは『Eternal Nations』だけでなく一般的なファンタジー世界においてよく知られた法則だ。

　そしてこのゲームにおいてエルフという種族は、森を伐採せずに各種建造物を建築できるという特性を有していた。

　森は様々なものを生み出す。

　食糧、汚染の浄化力、木材資源──それらは国家運営において重要な位置を占める。

　だが通常、建造物を建てる為には森を切り開き土地を確保しなくてはならない。もちろん一旦伐採してしまえば森が生み出す様々なボーナスが消えてしまう。

　そんな中で森を維持して建造物を建築できるエルフは、ゲーム中で一、二を争う人気種族だった。

　その特性を期待しての質問だったが、どうやら拓斗たちの予想は当たりらしい。

「光の種族であるエルフほどではありませんが、我々も森を故郷としている種族です。巨木を利用した樹上建築物は、どちらかというと地べたよりも好む環境ですな」

「おお！」

「王は環境を破壊しない改善がお好みです。中々幸先良いですね」

　拓斗の顔に喜びが浮かぶ。

　それほどまでに森のボーナスは大きい。特に衛生状態を改善する効果は将来にわたって人口増加と維持に大きく寄与する。

　今後得られるであろう恩恵に思わず口が緩むのも仕方のないことだ。

「我らが持つ技能が王のお気に召したようで、ワシも誇らしいですわい」

「うぬぬ……」

　破滅の王なんだからとりあえず森は破壊するのではないのか？　と思っていたギアは思わずうなり声を上げる。

　だが暫く難しい顔をしていた彼であったが、自分の常識が間違っていたと再度納得させ、アトゥが語る王の言葉に耳を傾ける。

　まだまだ若いのか、些か自らが築き上げた常識外の出来事に弱いギアであった。

「では森を破壊し尽くさない程度に木材等の資材を収集しておいてください。もちろん無理をしない範囲で結構です」

「森は《侵食志向》の影響で凄いことになるから楽しみだね」

「ええ、そうですね我が王よ」

　王の言葉は終わる。

　アトゥとの会話で気になる言葉が出たが、自分たちに向けられたものではないためモルタール老たちは質問を控える。

　彼らとて立場を忘れた訳では無い。

　これから王の下で部族を再興させるのだ。まだ遠く離れた地には離散し別の地へと逃げた同族の者がいる。

　彼らを今後王の国へと迎え入れて貰うためにも、今は自分たちがいかに役立つ存在であるかを示さねばならない。

　モルタール老たちは、王の為に全てを捧げるつもりであり、その為にはあらゆる努力を惜しむつもりはなかった。

「頑張ってね。《植林》も忘れないでね」

　最後に、王が激励の言葉を彼らに向ける。

　底冷えのするその言葉だけで、天にも昇る気持ちになりながら、ギアは王から直接言葉を頂いた隙を逃さず質問を投げかけた。

「ははぁ！　偉大なる王よ！　一つお尋ねしたいことがございます！」

「どうしたのですか？」

　アトゥがすかさず間に入る。

　ギアとしてはもう少し王の言葉を聞いていたかったが、王が彼の話を聞いていることは確かなので良しとする。

　それよりも重要な点があった。自らの無知を晒すのは恥ではあるが、自らの無知を告白せずに理解した振りをすることは恥を超えて大罪である。

　故に彼は恐る恐る聞き慣れないその言葉について口にした。

「あの、《植林》とは……一体どの様な行為でしょうか？」

　あれ？　という表情がアトゥの顔に浮かんだ。

　今度は戦士長たるギアが、そのいたたまれない空気に肝を冷やす番であった。

　植林とは一体どういう技術か？

　無知は恥である。だが無知を覆い隠し取り繕うことはいずれ破綻を呼び起こす。

　そのため素直に質問をしたギアであったが、その言葉は予想以上に拓斗たちの心を揺らした。

「え？」

　王が驚きの声を上げた。

　その一言だけでギアは感じたことが無いほどの不安にかられたが、どうやら王は失望したというよりは本当に驚いた様子で、その漆黒の体躯を揺らし腕を組み、何か考え事を始めた。

「《植林》を知らないのですか？」

「……申し訳御座いません」

「いえ、良いのです。モルタール老、貴方は知っていますか？　後ろの貴女──エムルは？」

　アトゥの問いにモルタール老も副官であるエムルも首を横に振った。

　万が一にでもどちらかが知っていればどれほどの失望を受けるだろうと一瞬祖霊に祈りかけたギアではあるが、どうやら博識な二人が知らないとなれば本格的に認識の齟そ齬ごが発生しているらしかった。

「うーん。技術レベルは《精錬》《漁業養殖》《城砦建築》辺りだったかな？　おかしいな」

　珍しく拓斗が長く言葉を述べた。

　いつもは殆ど話さず、その全てをアトゥに任せる彼がここまで饒舌に言葉を述べたことにギアたちは少々の驚愕を覚える。

「拓斗様が仰った言葉を知っていますよね？」

　頷き、肯定とする。

　それらは彼らでもよく知る技術概念であった。市井しせいの民ならいざ知らず、この森へと逃げ延びる以前の彼らはそれなりの役職についていた。

　当然各国が有する技術も、名前やその性質程度であれば知識として有している。

　そのことについて言葉をもって説明しようかと考えるギアであったが、それより早くアトゥの言葉が続いた。

「加えてこれらは？　《四大元素》《軍事魔術》《六大元素》《特殊魔力源》《戦略攻撃魔術》《軍隊付与魔術》《浮遊兵器》《地質操作》《次元召喚》《魔導人形》《遺伝子改良魔術》──全て魔術系の技術です」

　それらはまったく理解の範疇外の言葉だった。

　魔術系統と呼ばれたがどれもこれもが聞いたことの全くないもので、中には彼らが全く知らない単語さえ含まれている。

　その言葉からどのような意味を持つかはぼんやりと理解できる。

　だがあまりにも絵空事じみた概念の為、どうにも現実に存在するものとは思えなかったのだ。

　モルタール老はその言葉がアトゥの口から出てきた事実に震えながら、自らが唯一知る、この世界の魔術について答える。

「よ、《四大元素》なら存じております。一般的に用いられている魔術の基本概念ですじゃ。ただ他は見たことも聞いたことも……」

「魔術についてはどのような認識ですか？　戦闘に関する一般的な話と、軍事関係について答えてください。魔術部隊などはありますか？」

「あっ、私がお答えいたします。えっと、個人であれば魔術師が戦士のサポートの下に攻撃魔術を使用しております。軍事上であれば後方の支援部隊に回復魔法の使い手を用意することが常ですが、護衛、射程距離、継戦能力の関係で魔術師のみを用いた部隊の編成はされておりません。検討はされているようですが……」

「そのレベルですか……」

　副官であるエムルの言葉を聞いたアトゥは一言漏らし押し黙る。

　世界の技術力があまりにも歪だった為だ。

　通常であれば科学技術と魔法技術は並行して研究される。

　以前の会合にてモルタール老から聞いた話では城砦建築や鉄製の装備が開発されているとの事から、魔法技術に関しても同程度のレベルである《軍事魔術》や《六大元素》程度は研究されていると予想していたのだが。

　蓋を開けてみれば、こと魔法に関しては児戯にも等しい技術力であった。

　であれば《植林》について不思議がることも一定の納得がいく。

『Eternal Nations』において植林は《農耕》技術と《六大元素》技術の開発によって解禁される土地の改善技術だ。

　魔術を利用しているため現実世界以上に高速な森林の育成が行われるのが特徴ではあるが、少し特殊な技術であることには違いない。

　ただ、魔法技術が稚拙であっても《植林》という概念や魔法を使わない範囲での技法に関してはあっても良いはずだ。

　にもかかわらず彼らは知らないと言った。

　アトゥはこの世界と『Eternal Nations』との奇妙な関連性に気づき、自らの主に報告するように視線を向ける。

　無言で返された頷きは、拓斗もまた同じ気づきに至ったことの証左であった。

「つまり、我々の世界における魔法技術は、王がお考えになるそれよりも遥かに低いという事でしょうか？」

「……ええ、その通りです。予想以上に低いですね。しかしながらこれは非常に面白い話でもあります。どのような理由で魔法技術の進歩が遅れているかは不明ですが、我々が先んじて魔法技術について開発を加速させれば、それだけで他国より大きなアドバンテージを得ることができるのですから」

　拓斗もアトゥの言葉に同意らしく、満足気にウンウンと頷いている。

　いつもよりも若干首を振る速度が速いことから、彼も興奮しているようだ。

　その様子を観察し会議が穏当に進んでいることを察したギアは、話題が止まった頃合いを見計らって先ほどからの疑問を投げかける。

「ではアトゥ殿。植林についてその目的などを詳しくお尋ねしたいのですが……」

「おっと話が脱線していましたね。──植林とは伐採した土地に木を植えて植生を保つことを言います。木材資源の確保もありますが、他にも様々な恩恵があるのですよ」

「ふむ。なるほど、なるほど。ワシの知る限り、一度伐採すると成木になるまでに数百年から時には千年もかかる樹木があるのですが、もしや？」

「ええ、貴方たちがまだ知らない魔法元素を利用することによって生育を加速させます」

　その説明でモルタール老は全てを理解した。

　そもそもこの世界における樹木の生育期間は長い。反面樹木自体は巨大化する傾向にある。そして森林は腐るほどあり、逆に農地を開墾するために伐採せねばならぬほどだ。

　エルフとて森林を保護するがあくまでそれはともに生きるという考え方であり、樹木をコントロール下におくという概念は存在しない。

　だが魔法で育成できるのであれば、そして王が何百年という長いスパンで国家に君臨することを考えるのであればまた話は別だった。

　森林は有限でありいつか枯渇する。そして樹木は建築に必要な重要資源だ。

　早い段階から樹木の生育に力を入れることは将来に向けての投資であり、何より魔法で育成を加速できるのであればそれは莫大な資源を生み出す国力増加の強力な武器となるのだ。

　自らが王と戴く存在の偉大さ、そして人間や長寿であるはずのエルフさえも超越した時を見据えたものの考え方に畏敬の念を抱く。

　だが同時に疑問にも思った。先に提示された魔法技術を含め、何故王はそれほどまでに卓越した知識を有しているのかと。

「しかし先ほど仰っていたワシらが知らぬ魔法技術、そして《植林》の性質。一体その知識はどこから……」

「全ては、偉大なる神であるマイノグーラの王、イラ＝タクトさまが生み出した知識であり、世界の真理です」

「なんとっ!!」

（えっ!?）

　モルタール老の疑問に、アトゥは誇りに満ちた表情で、まるで自分のことであるかのように自信満々に答える。

　拓斗は遅れて内心で驚愕の声を上げた。

　とんだでまかせを聞いたからである。

「貴方たちは王の慈悲に触れ、その国民になるという栄誉を賜りました。その過程で王がどれほど偉大かをよく存じているかと思います」

　ウンウンとダークエルフたちは大きく頷く。

　拓斗はわたわたと両手を振ってなんとか話を止めようとするが、全員が全員アトゥに集中しているため、彼のなけなしの努力は無駄に終わる。

「甘い。実際の王はその百倍凄いのです!!」

　ここ一番の大きな声で、アトゥは一から十まで嘘を押し通した。

　もちろん拓斗としてはさっさと声をあげて否定すべきところだが、残念ながらこういう時に限って言葉がでてこない。

　故にアトゥが暴走気味に自らの主自慢を始めるのを心配そうな瞳で見ている事しかできなかった。

　ちなみにアトゥとしては善意百％である。

　もしかしたら本当に全ては拓斗が作り上げたと思っているのかもしれない。

　ただ事実、技術の由来を彼が生み出したということにしておいた方が当たり障りがなかった。

　ともあれ、彼女が今とてつもない時限爆弾を平気でバラまいていることは間違いない。

　ちょいちょいとアトゥが指を自らの方向に向けて動かす。

「分からないことを何でも質問してみろ」の合図である。

　拓斗はそれ以上はやめて！　と思ったが、もちろんこういう時に限ってアトゥには届かない。

　そうこうする内にその合図に乗ってしまった副官のエムルがキラキラとした瞳で質問を始める。

「以前人間の国である聖王国クオリアでは疫病が発生し、大量の死者が出たことがあります。かの国の聖職者は悪魔の呪いであると言っていましたが、先ほどのお言葉、もしや王であればその原因をご存じなのでしょうか？」

「どうせ都市に住まう猫を狩りまくったとかいう落ちではありませんか？　それによってネズミが大量発生したとか……ネズミは疫病の宿主となります。疫病で人が死に、屍肉を食んでネズミが肥え太り増殖する。そして疫病が広がり人が死ぬ。素敵なループですね。王が発見しました」

　王が発見したらしい。

　もちろん拓斗は発見していない。どこかの偉人が見つけたのだ。

　彼は努力の末、真実に到達した偉大なる先達に謝罪の言葉を内心で述べる。

「……疫病の宿主？　ネズミの存在が人を死に至らしめるのでしょうか？」

「ネズミではなく、ネズミが媒介する細菌が原因です。目に見えない程の小さい生物がこの世には存在するのです。こちらも王が見つけた功績です」

（か、勝手に……）

　拓斗は自分が関知せぬままにどんどんと積み上げられていく逸話に頭をくらくらさせる。

　だが無理に割り込んでアトゥを注意することなどしない。

　正確には注意できるほどのコミュニケーション能力を有していないと表現した方が正しいのではあるが、どちらにしろアトゥに甘い彼が何も言えない事実は変わりなかった。

「ふむ。小さな小さな羽虫とでもイメージすればなんとかなりそうですな。身体の中に入って悪さをするその羽虫を退治することを考えなければならぬと」

「対処はいくつかあります。恐らく瀉しゃ血けつについて考えているのでしょうが結論を言います。血を抜いて細菌を出そうとするのは間違いですよ。体力が落ちるので逆効果です。祈祷は──魔法が存在するこの世界では意味がありますが、何万という人数にかけられるものではないでしょう、と、王は仰せられました」

　言っていない。

　が、そういうことになった。

　その後は疫病に対するもっとも効率的な医療行為及び予防法、対処法や初期対応などに関する技術が惜しみなく披露され、何もしていないにもかかわらず拓斗の株がドンドンと上がっていく結果となった。

　未知の技術と概念をこれでもかと頭の隅々にまでたたき込まれ、感嘆とともに尊敬の念を送ってくるダークエルフたち。

　その全てが拓斗の胃に地味なボディーブローとなって襲いかかる。

「ふふふ、我が王にかかればこれくらい片手間ですよ」

　拓斗はもうやけになれとばかりにとりあえず静かに頷くことしかできないでいる。

「王が生み出した知識。王が元々暮らしていた神の国には貴方がたが知らない様々な知識があります。卓越した技術故、現状ではその殆どが利用できませんが、それでも先ほどの知識のように様々な恩恵を与えるでしょう。自分たちがどれほど幸運か、理解できましたか？」

　実際のところ、アトゥの言葉は王の偉大さを盛った点を除けばさほど間違っていない。

　技術とは前提技術とそこに至る研究、そして文化的成熟さをもって初めて効果がでるものだと一般的に考えられている。

　それは事実ではあるが、同時に間違いでもある。霧の中を闇雲に突き進むよりも宝の地図をもった状態で進む道のりの方が圧倒的に早く結果を出せるからだ。

　確かにアトゥも拓斗もその知識は専門家に劣り、実践の経験すらない。

　だが、そんなものはさしたる問題では無いほどに、彼らの知識は黄金の価値を有していた。

「では王が生み出したあのリンゴも、王が神の国にて作り上げた食糧なのですね！」

　話題は次いで別のものへと移った。

　副官のエムルが挙げた内容は拓斗が生み出した果実に関してだ。

　あれらも現代の品であり、生前拓斗がよく食していたものが生み出されている。

　どのような仕組みでその奇跡がなされているのかは分からない。

　だが技術の進歩はあのような至宝のごとき食料を生み出せるという結果だけは、純然たる事実として存在していた。

「ええ、ええ、そうなのです。美味しいでしょう？　他にも沢山美味しいものがあるのです。私は葡萄が大好きですね」

　とはいえアトゥは少々調子に乗りすぎているようだった。

　しばらく彼女には罰として葡萄禁止令を出してお仕置きしなければ。

　そんなことを考える拓斗ではあったが、アトゥ本人はすでにテンションも上がりきっており拓斗の考えなどつゆ知らずと言った様子で饒舌にあれやこれやと口を滑らしている。
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　そんなご機嫌なアトゥの態度を見てエムルも気分が舞い上がっているのだろう。

　高い地位にいる隔絶した存在が自分と同じ位置まで降りて声をかけてくれるという喜びもあったのかもしれない。

　ニコニコと嬉しそうに笑顔を見せた彼女は、まるで仲の良い同性の先輩にでも話すかのようにアトゥの言葉に応えた。

「あの紫色のつぶつぶの果実ですね！　そういえば種があったので植えたのですよ。しかももう芽が出たんです！　成長が今から楽しみです！　王のお手を煩わせずともいつか沢山の果実が収穫できるようになるでしょう！」

「これ！　勝手にそのようなことをしていたのか!?　ワシに断り無く、ましてや王の許可を取らぬとは何事だ！」

「そうだぞエムル。それは良くない。なぜ勝手にそのようなことをした？」

　そして女性同士の姦かしましい語らいに口を挟むのは無粋な男子だ。

　拓斗はあんまり女の子の邪魔をしないほうがいいのではと思ったが、それ以上に気になる事があったのでそちらへと意識を移す。

　そう、先ほどの語らいには彼の心を揺らす何かがあった。

「きょ、興味に負けて、美味しかったしいいかなって……」

「神の国の、現代の果物の種を植えたのですか？」

　拓斗が気づいたことに遅れて、アトゥも気づく。

　彼女の驚きの籠もった瞳がエムルへと突き刺さり、その肩がびくりと震える。

　叱られた子供のようにシュンとした様子で萎縮するエムルはいっそ哀れであり、モルタール老やギアが思わず間に入って仲裁しようかと考えるほどのものであった。

　だがとうのアトゥ、そして拓斗はまったく違った点に思いを巡らせていた為それどころではなかった。

　緊急生産で生み出された食物は確かに現代のものだ。そしてその種も、この世界とは違う、拓斗がいた現代のものなのだ。

　すなわちそれは現代における卓越した技術で生み出された成果物をそのままこの発達段階の低い世界で利用できるということに他ならない。

　つまり未来に至る答えが、結果が、そこにあるのだ。

　食糧の生産量は国家人口に直結する。

　生物工学、遺伝子工学の粋を集めて生み出された高収穫量の現代食糧がどれほどの価値を国家にもたらすのか、考えるだけでも目眩がしてくる。

　それだけでは無い。

　拓斗はここに至って天啓を得る。

　現代の食糧が生み出せたということは、現代の資源も生み出せるのだ。

　この世界でも緊急生産では戦略資源を生み出せないのではなかったのか？

　──否、生み出せないのは〝ゲーム中に存在する戦略資源〟だ。

　拓斗が生きていた現代に存在する物資であれば緊急生産できることは今まで散々経験したではないか。

　試しに手のひらを虚空に出し、念じてみる拓斗。

　コロンと彼の手のひらに落ちたものは、その見た目に反して軽い重量を持つ金属、〝電気の缶詰〟とも呼ばれる──アルミニウムだった。

　拓斗の頬が緩む。

　アルミやスチールなどのベースメタル。レアメタルと呼ばれる希土類。リン鉱石やカリウムなどの肥料用栄養素。

　加えて黒色火薬はおろか無煙火薬。

　これら戦争の形を変えた最重要戦略資源すらも生み出せるのであれば、一足先に強力な軍隊を作り上げることも可能だ。

　更には魔法技術を習得することによって、現代技術の落とし子である様々な資源はさらなる可能性を生み出すだろう。

　もちろん、前提として大量生産を行えるだけの工業力と基礎技術力、そして人口が必要という問題点はあった。

　だがそれでも大量の魔力さえつぎ込めば資源産出地を気にすることなく用意できるというシステムには魅力を感じられずにはいられない。

　石油という資源を争って世界中で殺し合いをしている世界すらあるのだ。資源確保の手段を得られたことは何よりもマイノグーラを強力な国家にしてみせるだろう。

　となると必要なものは魔力だ。それも大量の、気の遠くなるような量の……。

　天文学的とも言える量の魔力を使用して強引に希少資源や重要資源を生み出すのだ。

　王たる彼がいなければ不可能である戦略だが、そもそも国家とは王であり、王とは国家である。なんら問題はない。

　拓斗は己の脳内でめまぐるしく駆け巡る情報を整理しながら、今後の戦略を組み立てていく。

　口角が自然とあがり、小さな笑いが漏れる。拓斗は珍しく企みの笑みを浮かべていた。

　同時に彼の腹心であるアトゥも拓斗が導き出した内容を理解し、クスクスと笑みを浮かべた。

「あ、あの……だ、ダメでしたでしょうか？」

「いいえ、盲点でした。実に良い仕事をしましたよ貴女は」

　おどおどと怯えるエムルに優しく微笑み、アトゥは満足げに頷く。

　存外自分たちはこの世界ゲームにおいてチートなのかもしれない。

　非現実感に溢れる感想を抱きながら、拓斗は今後の国家運営方針を修正していくのであった。
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第八話　　内政




　イドラギィア大陸はその説明に大雑把さを許容するのであれば、二つの円形の大地を南北に繋げた形を持つ大陸である。

〝暗黒大陸〟と呼ばれる南の大陸には大呪界を始めとした入植に適さない地域や蛮族がはびこる危険地域が数多く存在している。

　加えて先進国とは文化的にやや劣る途上国がいくつかあり、更に南方へ行くと未開地域と呼ばれる誰も知らない地域に接続しており、暗黒大陸の名にふさわしい混沌さを秘めている。

　一方、〝正統大陸〟と呼ばれる北の大陸を支配する国家は二つしかない。

　人間種が支配する光の国家、聖王国クオリアと、エルフ種が支配するエル＝ナー精霊契約連合である。

　国家の繁栄は様々な要素が絡み合っている。

　この二つの国家が繁栄を謳歌し、多少の緊張はあれど同じ秩序を信奉するものとして比較的穏当な関係に至ったこともまた一言で説明する事はできない。

　だがその成果に関して確実に寄与していると断言できる存在がいる。




　それが──聖女と呼ばれる決戦兵器だった。
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　聖王国クオリアはその広大な国土を効率的に管理する為に州制度を採用している。

　王都であるクオリアーネを中心とし、東西南北にそれぞれ独自の行政権限を持つ州を配置する特殊な国家だ。

　その北方州。寒冷地帯を多く含むため四州の中でもっとも発展が遅れているその地の更に最北端。

　もはやいくつかの寂れた漁村や農村が点在するだけの何ら価値を見いだせない土地で、その場におおよそ似つかわしくない白の装束に身を包んだ少女が雪の大地で眼前を見据えていた。

「聖女様、お時間でございます。伝令より蛮族の群れが予定通りこちらへ進軍しているとの報がございました。神の御心のまま、その奇跡をお示しなされ」

「──分かりました」

　豪奢な鎧に身を包み、純白外套を纏う聖騎士団。

　そして彼らに警護されながら同じく遠く大地の向こうに視線を向けて先の通達をよこしたのがこの地を治める州議会の枢機卿、その一人だ。

　抜け目のない鋭い視線を持つ彼に声をかけられた少女は、一歩足を踏み出す。

　すると程なくして遠くよりギィギィと不快感を催す叫び声が聞こえてきた。

　同時に雪煙が舞い、大地を踏みしめながらこちらに駆けてくる亜人の集団が見える。

　大きさは人間の半分程度、青色の荒れた肌に鋭い瞳、知性の感じられぬ相貌には鋭い牙が生えている。手に持つものは棍棒や尖った枝、石が括り付けられた簡素な斧。

　突如北方の領域に出現したスノウゴブリンの群れ。

　数としては数千。

　各州でそれぞれ万単位の軍勢を有するクオリアにとってあらゆる面で人間に劣るゴブリンの集団など羽虫程度でしかない。

　だがそれは国家全体から見ればの話であり、戦う術を持たぬ民にとっては恐ろしい脅威となる。

　事実彼らの出現によって既にいくつかの村が壊滅し、その住民たちの命が奪われていた。

　そのスノウゴブリンの集団が、次なる獲物を求めて移動を開始していたのだ。

　そして彼らの進行方向に立ち塞がる者が一人。

　白色に金の装飾があしらわれた法衣を身に纏い、全身に花の装飾をつけた儚い表情が特徴的な齢十七程度の少女。




　市井の人々称して曰く、神の慈悲・花の乙女・美しき人・世界の守り手──




　イドラギィア大陸救きゆう世せい七大聖女が一人、《華か葬そうの聖女ソアリーナ》。




　聖王国クオリアが誇る、奇跡の体現者である。

「万民を恐怖に陥れ、多くの悲劇を生み出したその罪。決して許せるものではありません。神の悲しみはつのり、もはや貴方がたが改心する猶予の時は過ぎ去りました」

　ソアリーナは滔々と語る。

　知性を有しているかどうかすら怪しいスノウゴブリンたちに果たして彼女の言葉が届くか？

　だがソアリーナは言葉を紡ぐ。まるで詠うように、救えなかった人々を慰めるように。

「多くの無む辜この民の苦しみが聞こえます。平和を望む神の声が聞こえます」

　ソアリーナが手を掲げ、手のひらを前面に押し出す。

　スノウゴブリンの動きが速い。もはやその脅威は目の前に迫っており、あと数秒もすれば花の如き少女はその大群に押しつぶされてしまうだろう。

　背後の枢機卿が慌て始め、護衛の聖騎士が抜剣し戦闘の準備を始める。

　だが聖女ソアリーナは静かに語り、

「聖王国クオリアの秩序を乱した罪、聖神アーロスに背く咎にて──華葬に処す」

　大地が業火により滅却された。

　事前動作が一切無い、ただただ全てを焼き尽くす火の渦がソアリーナの眼前に現出する。

　スノウゴブリンの集団が地面や草木ごと焼き払われ、無残な悲鳴と肉が焼ける不快な匂いが辺りに充満する。

　ギィギィと死にゆく者たちによる悲鳴じみた声がいくらか聞こえるものの、渦巻く炎に巻き込まれやがて消えゆく。

　先ほどまであれほど寒さを感じていた大地は今や常夏の様相で、屈強な聖騎士は耐えれども、枢機卿やその従僕に至っては外套を脱いで袖をまくらなくてはならぬ始末だ。

　数千はいると思われたスノウゴブリンの集団。

　彼女が参戦するまで数々の村を滅ぼし、暴虐の限りを尽くしてきた彼らの最後は、もはや原形も分からぬほど崩壊した消し炭であった。

　炎が消える。シンと辺りが静まりかえり、誰しもがその奇跡に言葉を発せずにいた。

　やがて変化が起きる。

　ポツリと、一輪の花が咲いた。次いで流れるように、そして怒濤の如く。

　やがて一面が花々に覆われ、先ほどの焼却の跡を覆い隠す。

　まるで葬送のように……。

　単体で軍規模──それらを優に超える規模の力を有した存在。

　これこそが、聖女が決戦兵器と言われる所以であった。

「……枢機卿」

　北の大地に突如出現した花畑、吹雪く風によって舞い散る花弁をゆっくりと瞳で追いながら、聖女ソアリーナは振り返らずに背後へと声をかけた。

「いかがされました、聖女様？」

「──先日お伝えした話は、どうなりましたか？」

「先日？　はて、どのようなお話でありましたか？」

「暗黒大陸にある大呪界、そちらで災厄ありとの予兆がありました。調査の聖騎士を派遣していただきたいという、話です」

「暗黒大陸は我が国家の領域外です。派兵するとなると国への申請と、通過する地域を治める領主との調整が必要ですな。また軍費と恩賞も考えなければなりませぬ。そもそも、聖騎士団はおいそれと動かせぬことは聖女様もご存じのはず。本当に予兆があるのですか？」

　クドクドと嫌みたらしい反論が返ってきた。

　言外にそんな面倒なことはやりたくないと言っているのが明らかに分かる。

　周りで待機している聖騎士が誰にも見られていないのを良いことに首を振る。

　果たしてどのような意味かは本人にしか分からなかったが、このようなやりとりが初めてではないことだけは理解できた。

「はい、間違いなく災厄の予兆はあります。……なにも聖騎士団を動かさなくともよいのです。私が自ら赴くことも……」

「聖女様はご自身の立場を分かっておられない！」

　枢機卿の怒声により、側に仕えていた見習い聖職者の少年が震える。

　聖女は振り返り、枢機卿を静かに見据えた。

　その瞳に感情は感じられない。

　枢機卿はまるで人形のように感情を見せないソアリーナに更に苛立ちを募らせると、大きくため息を吐きながら侮蔑の瞳を向ける。

「まったく、そのような考えでどうするのです？　御身の重要さをもっとご理解ください。田舎で百姓をしていた頃とは違うのですぞ？」

　明らかな侮辱に聖女ソアリーナは黙った。

　言い返せず歯がみするというよりは、はなからその程度の暴言で動く程度の心は持ち合わせていないようにも思える。

　ただそれは達観にも似ていたし、諦めにも似ていた。

「ちっ……私が個人で動かせる者が幾人かおります。その者に命じましょう」

　とはいえ、立場で言えば聖女の地位は隔絶している。

　たかだか枢機卿如きが口を挟める理由はどこにもないのだ。やがて彼は諦めたかのように代替案を提示する。

　ソアリーナはその返事に初めて少女らしく小さな微笑みを浮かべて頷いた。

　これで一つ、彼女の憂慮が消えた。

　そうして、最後に枢機卿が小さく「田舎娘が」と吐き捨てたことをその超常的な能力による聴覚で把握した彼女は、いつものように聞こえないふりをする。

　……聖女は孤独である。

　隔絶した身体能力と奇跡の力を神より与えられた彼女たちは、秩序の徒として絶対的な献身と忠誠が求められる。

　たとえその地位を羨む者の下劣な嫉妬に晒されようとも。

　全てを救うために、全ての笑顔を守るために。

　彼女は救えなかった者たちのために、今日もひたすらその奇跡を行使するのだ。

「ありがとうございます。その方たちにアーロス神の祝福がありますように……」

　彼女の言葉を待たずして、さっさと枢機卿は撤収の準備に入ってしまう。

　その背中を無感情に眺めながら、華葬の聖女ソアリーナはポツリと呟く。

「私が、救わなきゃ……」

　言葉は極寒の大地へと溶け込んでいく。

　秩序の軍勢は世界に訪れる変革、その予兆を確かに感じつつあった。

　………

　……

　…

「楽しい楽しい建築時間ですよーーー！」

　大呪界の森にアトゥの元気な声が響き渡る。

　国民も参加し、形ばかりではあるが国家運営要員も配置された。

　国家としての最低限の体裁が整い、いよいよ拓斗たちが心待ちにしていた内政の時間がやってきたのだ。

「偉大なる拓斗様の国家はまだまだ生まれたばかりの赤ん坊です。これより遍あまねく大地を統べるほど強大にし、天をつくほどに強力にせねばなりません。その第一歩、皆さんには期待していますよ」

　拓斗がこの世界に来てからもはや定位置と化した石造りの台座は、現在その様相を大きく変えていた。

　ダークエルフたちが心血を注いで作り上げた玉座が台座を補強する形で完成し、草で編み上げた敷物、そして何より屋根のある簡易の建物が出来上がっていたのだ。

　もっともそれはいくつかの木を適当に組み合わせたあり合わせのものであったが、それでも拓斗の気持ちはうなぎ登りだ。

　更にはその衣装だ。現在拓斗は病衣とは違いダークエルフ達によって作られ献上された服を着用している。

　その独特で趣のあるデザインもさることながら、着々と物事が進行しているという事実が彼に満足感を与える。

　今も玉座の前に置かれた簡易のテーブルにて会議が行われている。

　座る者はアトゥとモルタール老だけだがいずれはここも賑わうのだろう。

　その様を夢想しながら、拓斗は喜びに震えていた。

　全ての状況は順調に進んでいる。

　静かに目を閉じ、国内全ての情報に目を向ける拓斗。

　国家が保有する魔力は順調にたまっている。

　それらは特殊な施設や土地から産出されることもあるが、基本的に国民から一定割合を毎月徴収するという税に似た性質を持っている。

　そして重要な要素として、この徴収額は国民の幸福度と関連性があるということだ。

　強制徴収という制度や、強引に魔力を絞り出させる人権を無視した手段も確かにある。

　だが最終的には幸福に満ち満ちた国民で国家を満たすことが、もっとも魔力を効率的に得る事ができる最良の方法だった。

（僕の手で、皆を幸福の絶頂に導いてあげよう！）

　つまり国民の幸福こそがマイノグーラの発展に繋がるのだ。

　邪悪な文明の指導者らしからぬ決意を抱きながら、拓斗は満足気に玉座を撫で自らの臣民が作り上げた成果を楽しむ。

　コミュニケーションに難ありで、もはや玉座を撫で上げる置物と化した拓斗を放って会議は順調に続いていく。

「してアトゥ殿、まずはどの様な建物を作れば良いのでしょうか？」

「ふむ、そうですね」

　顎に手をやり考え込むアトゥ。

　この辺りの話は既に彼女としているため、拓斗も安心して任せることができる。

　今考え込む素振りを見せているのも予め行った運営方針について確認しているだけであろう。

　事実アトゥはすぐさま納得したように頷き、拓斗が求める当初の予定をダークエルフたちに告げる。

「食糧生産施設を作ります。腹が減っては戦はできぬ。もっとも腹が満ちても戦はしませんが」

「確かに食糧は重要ですな。しかしその、食糧は王のお力によって無限に生み出せるのでは？」

「もちろんそうですが、なんで王がそんな面倒なことをしなければならないのですか？　それに今後、より領土が広大になったときに物流の問題も生じます」

「おっしゃるとおりかと、我が浅はかさ、どうかお許しを」

「いえいえ──とりあえずそうですね。さしあたっては食糧アイコンを生み出す施設を作りましょう」

　気にしていないとばかりに手を振り、なにやら懐から取り出すアトゥ。

　モルタール老は時々行われるアトゥの独特な言い回しに苦慮しつつもその意を十全に理解し、彼女に手渡されるままその奇妙な物体──なんらかの苗木を受け取った。

「この木を植えて、育ててください。後は管理する小屋や、食糧の集積場所、保管小屋などを建てて完成でしょう。詳細は追って伝えます」

「一体何の木ですかな？」

　大きさは手のひらよりも少し大きいくらいだ。

　根があり、奇妙なくびれた枝がついている。

　残念ながらモルタール老の知識にはない苗木だった為、これがどのように成長しどのような実を結ぶのかは分からない。

　ただギアの副官であるエムルが個人的に植えている種とは違ってわざわざ命令として発する程である。通常のものとは違うであろうことは明らかであった。

　だが、

「《人肉の木》です」

「え？」

「《人肉の木》です」

　通常のものとは違いすぎた。

　アトゥは凄いだろ、と言わんばかりにもう一度同じ言葉を発している。自慢げだ。

　対するモルタール老はどうリアクションして良いか分からない。ただ、この世界の植物でないことだけは理解した。

　むしろこんな物騒な植物がこの世にあって欲しくはない。

「その、アトゥ殿。えっと、もう少し詳しく説明を頂きたいのですが……」

「我が文明における食糧生産施設の一つですね。人肉の木とは言いましたが、正確には人肉みたいな味がする謎肉を実らせる木です」

「邪悪っぽいよね」

　すかさず拓斗が間に入る。玉座を撫でるのに飽きたらしい。

　とはいえとうの拓斗さえこの様子だ。どうやら二人にとってさして驚くべきことでもないらしい。

　ぬぅ、とモルタール老が唸る。

　確かに食糧は重要で、特に穀物や野菜だけを食べるより肉があった方がより力がつくし、多くの民を養える。

　だが邪悪になったからといって食の嗜好まで変わる訳ではない。事実モルタール老は相変わらず家畜の肉より魚の肉の方が好みだ。中々難しいものがあるのでは？　と不安でならない。

　さらに彼らは人肉に対しては思うところがあった……。

「かしこまりました。ただ流石に人肉となるといくらか慣れるまで時間がかかるかと。なんというか、いやはや……少々人肉には嫌な思い出がある者もおります故」

「まぁ全部が全部この施設でまかなえるとは思ってはいませんので、そこは大丈夫ですよ」

「好き嫌いもあるしね」

　ほっと一安心するモルタール老。

　ともあれ、食糧問題に関しては順調に解決しそうであった。

　飢えの苦しさは何よりも理解している。もう部族の者にあのような苦しみと決断を与える必要がないことに心から王に感謝の念を送る。

　だがその解決策の一つが人肉の味がする植物の実とは、非常に皮肉な話であった。
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　人肉の木を建築することによって食糧の生産に関してもある程度の見通しが立った。

　並行して農地の開墾なども行わせている為、人口が急激に増加でもしない限りはとくに問題は起きないだろう。

『Eternal Nations』とこの世界では勝手が大きく違ってくるが、国家の繁栄を考えたときに注視しなければならない点はおおよそで同じである。

　つまり、拡大計画、国内開発計画、軍備計画、研究計画である。

　このうち拡大計画は国力の増進を優先する為一旦保留、国内開発計画は人肉の木を中心とした食糧生産力増強となっている。

　残るは軍備と研究である。

　いつものメンバーである国家運営要員を交え、拓斗たちはその日もマイノグーラの方針を決めるために会議を行っていた。

「では本日の議題は研究に関してですな。現状あまり割ける労力は多くはありませぬが、それでも重要かと……」

「はい、研究をする事によって新しい技術が生まれます。新しい技術は何時だって国家の力を大きく飛躍させます。未だ小国である我らにとって先進的な技術を手に入れる事は急務な訳です」

「まさしく仰る通りかと。してアトゥ殿、どのような技術から研究させるのでしょうか？」

「そりゃあもう、魔法技術に決まってるでしょう！」

「わくわく」

「ふっふっふ、わくわくしますね、我が王よ」

　待っていましたとばかりにアトゥが嬉しげに宣言した。

　拓斗とアトゥは内政に並々ならぬ思いを寄せている。ゆえにこのような異世界転移という急変した事態にあっても常に内政を行おうとする、ある種の狂気じみた性格を有している。

　その狂気の源泉がどこにあるのかは今もって不明であったが、とかく世界征服や全生命体の抹殺などと言い出さないことはモルタール老たちダークエルフにとって幸福といえた。

「おお！　ワシも魔法には少し造詣がありまして、新しい魔法技術となると少しワクワクしてきますのぅ。して、研究するのはどのような技術なのですかな？」

　モルタール老も最近では王を前にしてもあまり緊張はしなくなってきた。

　もちろん変わらぬ畏怖と畏敬は感じているのだが、何よりも自分が邪悪となり、そして王の臣下となったことで初めて会ったときのような底冷えのする恐怖を感じることはなくなったのだ。

　故にこの場でもやや砕けた言葉遣いで喋っている。

　王たる拓斗が喋らず、比較的話しやすいアトゥがメインで話をしているという理由もあったかもしれない。

　こうしてますます孤独と会話力不足に拍車がかかる拓斗。

　とはいえ会議は進む。もちろん拓斗も了承済みの内容だ。

　それは魔術の研究に関してであり、もっとも彼らが重視する項目でもあった。

「《軍事魔術》ですね。通常貴方がたの魔術はあくまで個人間や多くても数十人程度の集団戦で利用されているものかと思われます。《軍事魔術》はこの範囲を拡大し軍同士の衝突による大規模戦闘や、大規模な土地への影響力を行使することを可能とします。これにはマナ源が必要になるのですが……まぁ細かい点は後で説明します」

　饒舌に語るアトゥにモルタール老も思わず聞き入ってしまう。

　もともとは彼も魔術の最果てを目指す者だった。部族の長になったときから様々な仕事に追われて魔術の研鑽はおろそかになっていたが、それでも魔導の深淵を覗きたいという欲求は今でも有している。

　彼もそれなりに魔術を扱えると自負しているが、それは個人間の戦闘においてだ。

　もちろん彼であればアトゥの言うとおり火炎系の魔法で数十人のならず者を一気に焼却することも可能だが、奇跡でもなければその範囲を軍勢規模まであげることなどできない。

　王が知る魔の世界とはどのようなものなのか？　まだ見ぬ世界の叡智が、今から楽しみでならなかった。

「では研究に伴い皆さんの中で魔術に長ける者を何人か選んでください。彼らに新しい技術を開発させましょう。なぁに、さほど難しくない技術です。すぐに開発できますよ」

「ははぁ、それでは早速人員の選定と研究所の建設に移らせて頂きます」

「良いでしょう。さて、忙しくなってきましたね……」

　ポツリと呟くアトゥ。

　彼女の言葉を耳にした拓斗は、ウンウンと頷きながらまたいつものように玉座をなで上げた。
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　こうして研究に関してもあらかた方針が決まった。

　国家の規模が小さい現状ではあまり先進的な科学技術を研究しても効果が薄いわりにかかる労力が膨大なものになる為、現状としてはもっとも無難な選択であろう。

　そのことを理解しながら、モルタール老はあれやこれやと人員選定に関する細かい点をつめていく。

「して、のこりは軍事ですな。アトゥ殿はどのような方針をお考えですかな？」

「まぁもちろん増やすことは当然として、現状ではあまり積極的に力をいれませんね。軍隊って資源と魔力と維持費ばっかりかかって何も生み出さないんですよ。なんであれ存在してるんでしょうかね？」

「とはいえ、軍隊がなければ外敵から身を守ることができませぬ。現状の戦士団の人数は十数名程度。正直王をお守りする軍勢としては力不足……僭せん越えつながら王のお力で何か強力な配下を生み出すということは可能でしょうか？」

　モルタール老の言葉ももっともであった。

　軍隊が金食い虫とはいえ、全く持たないという選択肢はない。

　アトゥはモルタール老の提案を正しく受け取り、いずれ必要となった時のために対策を吟味する。だがパッと思いつく限りでは兵力拡充に関する良い案は浮かんでこなかった。

「ふむ。国民を兵役で拘束しないという意味での配下ですね。

　一応それなりに手段はあるのですが、どちらにしろ魔力や食糧を大量に消費しますし、何より軍勢を作り上げると目立つ可能性があります。その余裕は正直なところありませんね」

「まずは国力の増加が急務……ですか。戦士団全員に鍛錬を厳とすること、通達いたします」

　少しばかり難しげな表情で戦士長のギアが答えた。

　現状ではそこまで軍事に注力する必要もなく、わざわざ積極的に戦力の増強をする必要性もないと判断していたアトゥはその態度におや？　と首をかしげる。

　だがやがて思い至る点があったのか、なるほどと得心した表情でギアに言葉を向けた。

「ああ、あなた方は追っ手を気にしているのですね。聞いたところによると賞金稼ぎなどの集団が来る可能性があると？」

「はい、流石に連合が保有する軍の派兵はあり得ませぬが、戦士長としてそれなりに名が知れている私、そしてモルタール老などは賞金がかかっております。それに、人権のないダークエルフは金になります」

「ふむ……」

　アトゥは少し考え、拓斗に判断を仰ぐため視線を送った。

　彼らに追っ手が来ることは予想の範囲内である。

　そしてそれらの対処をすることを含めて良しとし、彼らを国民として受け入れた。

　故に今更追っ手についてどうこういうつもりはない。

　問題は対処だ。現状の戦力でも問題ないと思われるが、将来的な面も含めて今後の戦力増強方針を決めた方が彼らは安心するだろうと考えたのだ。

「英雄を作るよ」

　王の言葉を受け取ったアトゥが大きく頷く。

　確かにその方法であれば一番コストが低く、何よりもリスクが少なかった。

　王の言葉がどのような意図を持つのかはかりかねているダークエルフたちに、アトゥは王に代わって説明を行う。

「アトゥ殿、英雄とは一体？」

「マイノグーラには王の配下となる英雄が存在しています。みな強力で頭のネジが全部抜け落ちたバケモノたちです。様々な制限があるので現状で彼ら全員を召喚するには何もかも足りませんが、それでも一人くらいは可能でしょう」

「英雄とは……それほどまでに強力な者なのでしょうか？　いえ、偉大なる王とその配下を疑うわけではありませぬが」

　英雄とは『Eternal Nations』に存在する特殊なユニークユニットだ。

　アトゥも英雄に属し、拓斗のお気に入りであることは言わずもがな、である。

　彼らは非常に強力なため、ゲームではその運用いかんによって勝敗を決するほどの働きをしてくれるのだが、もちろんそんなことを知らないダークエルフたちはただ頭に疑問符を浮かべるばかりである。

「英雄はチート」

「はい、英雄はチートなのです」

「ち、チートとはどのような？」

「英雄は初めから強力な力を有しています。それに加え彼らは時間経過とともに強くなる性質を持っており、放っておけば放っておくほど強大になるのです」

「放っておけば放っておくほど強くなる……」

　その言葉にモルタール老は驚愕する。

　しばしば戦いの場では戦争と幸運の女神に微笑まれたものが運良く戦果を上げて生きながらえることがある。

　そういう人物はその功績を讃えられ英雄と呼ばれることがあった。

　だが生まれ持ってその素質を有し、更には何もせずとも経験を積みより強力になるのであればそれこそまさしく英雄と呼ぶに相応しき存在だろう。

　そしてそのような戦士が指揮を執れば、どれほど軍隊の力を底上げするかもはや計り知れない。

　放っておくだけで強くなる。常識から外れた能力をもつ英雄に、その場にいたダークエルフたちは隠しきれない興奮を感じてしまう。

「つまり隠密性が必要とされる現状、そして軍勢を維持できるだけの国力に不足する現状では、英雄を生み出すことこそが国家防衛の要となるのですよ」

　通常、軍を編成するとなると膨大な費用と時間、そして人員を必要とする。

　だが『Eternal Nations』が誇る英雄を準備すれば、その問題も簡単に解決する。

　彼らが持つ強力な能力ならば国家を防衛するには十分であるし、コストもゲームとは違って一人分だ。忠誠度も高く何より目立たない。

　そして目立たないということは時間稼ぎができるということだ。

　時間は彼らに有利に働く。時間があればあるだけ英雄は強力になる。

　つまり国力の乏しい小国でありながら大国に等しい戦力を有することが可能となるのだ。

　様々な面でこの世界とゲームとの差異を感じていた拓斗であったが、この点においては『Eternal Nations』のシステムが有利に働いているといえた。

「おお！　なんと頼もしき者ですな！　そのような強者が軍におれば、士気は最高潮にまで高まり兵士は普段の何倍もその力を発揮するでしょう！　のぅ、ギアよ！」

「うむ！　その通りだモルタール老。陣頭に立つものの力量は、すなわち軍の力量！　強く勇猛な指揮官が数の劣勢を覆し勝利した例は過去枚挙にいとまがない。そのような者を召喚することができるとは、流石我らが国、我らが王だ！」

　英雄がいれば他国に一目置かれ、ある程度渡り合える。少なくともイドラギィア大陸南部に存在する複数の国家なら迂闊に手出ししてくるようなことはなくなるだろう。

　戦争時における強者というのは戦場の士気を大きく左右する。

　例えば相手の強者との一騎打ち。戦場での武勇。高らかに響き渡る鬨ときの声。

　それらが相手の軍勢に与える精神的ダメージは少なくない。

　一騎当千とはよく言ったものだ。英雄が軍にいれば、その力を何倍にも増やしてくれる。

　そのようにモルタール老と戦士長ギアは判断した。

　そのように、勘違いしてしまったのだ。

「あっ、言い忘れましたが私も《英雄》の一人です。そして貴方たちはちょっと勘違いしているようなので訂正しますが、我々英雄というのは──」

　しれっととんでもない言葉を放つアトゥ。

　皆が驚きながらも、偉大なる王の側に仕える彼女が英雄であるのは当然だと納得する。

　すると何故か不思議なことにアトゥはテーブルの席から立ち上がり、スタスタと王宮の外にある森の方へと歩く。

　玉座と会議テーブルがある場所は壁などもない簡易の王宮だ。

　面積も広くないため王宮から出たアトゥの姿もしっかりと確認できるのだが……。

　やがて静かに立ち止まった彼女は、突然その背中から不気味な触手を伸ばし始める。

　ギチギチと奇っ怪に動くハリガネムシに似たその細長い触手。

　それを見たダークエルフたちが、アトゥと呼ばれる少女が闇の存在に連なるものであることを再度思い出したその瞬間……、




　彼らの前方にあった木々が、文字通り薙ぎ払われた。




「単騎で軍勢を滅ぼす力を有するからこそ、《英雄》と呼ばれているのです」

「「ぬおおおお!?」」

　バキバキと重なりながら折れていく木々。

　彼女が放った触手の一振りで十数本の木が根元からへし折れたのだ。
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　モルタール老はその驚異的な攻撃力に思わず唸り、ギアは先ほどの一振りに込められたその力を瞬時に理解しあんぐりと口を開ける。

　彼らは勘違いしていたのだ。英雄という存在をあくまで個人の範疇で考えていた。

　武勇に長けた個人であると、天下無双の存在であると。

　英雄とはそのような生易しいものではなかった。

　一軍と匹敵するだけの化け物。戦場を歩く一人の精鋭軍。戦況を覆す極大戦力。

　それが、マイノグーラが誇る英雄であった。

「この調子で力を蓄えることができれば、大呪界周辺地域程度の国家となら問題なく渡り合えます。そして二大国家はこの地よりはるか北。現状大規模な軍勢を送ってくる理由はありません」

　どのような仕組みになっているのか、先ほどまでゆらゆらと揺らしていた触手を収納し、また同じようにスタスタと戻ってくるアトゥ。

　彼女の力量を知った面々は、驚きをもって彼女を迎える。

「これでもまだ全盛期の百分の一にもなりませんが……英雄の力、思い知りましたか？」

「な、なんと……なんと素晴らしきお力！」

「こ、これほどまで強大とは！　改めてアトゥ殿のお力、そしてなによりイラ＝タクト様の偉大さを理解いたしました！」

「ふふふ！　拓斗様の敵は私が全部滅ぼします。なので軍事に関しては安心してください。打って出る気がない以上、現状は私がいればなーんにも、問題がないのです」

　椅子に座り胸を張る。

　どうだと言わんばかりの表情だ。だが確かに彼女がいればマイノグーラの戦力に関しては安泰だろう。

　それどころかどのような追っ手が来ても彼女なら楽に撃破してしまうだろうという確信がある。

　ダークエルフたちの瞳に歓喜の色がともる。彼らが持つ憂いが偉大なる王の力によってまた一つ晴れたのだ。

「アトゥ」

「はい、我が王よ！」

　自慢げにふんぞり返っていたアトゥに王から声がかかる。

　それだけで更に機嫌を上向きにさせたアトゥは、童女の如き無邪気さでぱぁっと笑みを浮かべると自らの敬愛する王に振り向き元気な返事をする。

　だが褒美の言葉をもらえると思っていた彼女の思惑とは裏腹に。

「ちゃんと片付けてね」

「…………ふぁい」

　王からの言葉は「なんで勝手に森林破壊してるの！」だった。

　ここにいたって全員が冷静になる。

　正直、森を破壊する必要はどこにもなかった。

　むしろ片付けの手間を考えると余計な仕事が増えたと言ったところだろう。

　しょんぼりしながら自らが破壊した木々へと歩いていくアトゥ。

　あまりにもいたたまれないのでモルタール老とギアは戦士団を呼び寄せ一緒に片付けをすることにした。

　せっかく褒めてもらえると思ったのに叱られて涙目になりながら木々を片付けるアトゥ。モルタール老はそんな彼女の背中を見つめながら思う。

　この少女一人で国家の一軍と同等の力を有し、さらにそれは日々増大していっている。

　その事実を頭の中で反芻しながら、ダークエルフたちはなんともいえない表情で木々の片付けを行うのであった。
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　マイノグーラの王都──とは名ばかりの小さな集落の集まりは、だがようやくその威光を遍く知らしめるため動き出したと言わんばかりに活気に溢れていた。

　その日街の視察に来た拓斗は、わずかな期間しか経っていないにも関わらず作り上げられてゆく町並みを感嘆の瞳で見つめる。

「おお、凄い」

「ゲームの中で見るのとは違って、実際に目でみるとやはり違いますね」

「うんうん」

　ダークエルフ達の栄養状態も改善したことにより、彼らの活動にも精が出てきた。

　かつてみすぼらしい集落があった場所には今では建築用の木材が所狭しと並べられており、今も他と比べ一回りほど年齢が上のダークエルフが覇気に満ちた声で指示を出している。

　また木の上を見上げると、頭上高くに作りかけの建造物が見える。

　木の幹を囲むように作り上げられたそれこそがダークエルフやエルフが得意とする樹上建築物だ。

　転移前の世界では存在しなかった巨木によって支えられている建物は地上の建物と何ら変わらぬ程の大きさで、木々同士を繋ぐ橋によってさながら空中都市とでも言わんばかりの様相をみせている。

「どうやって登るのかな？」

「案内役がいるはずですが、どこですかね？」

「偉大なる王よ、本日は視察にお越し頂き誠にありがとうございます」

　ぼんやり頭上を見上げていた拓斗に声がかかる。

　聞き知った声に振り返ると、そこに居たのは副官から国家の運営要員へと出世したエムルだった。

「本日のご案内、僭越ながら私が務めさせていただきます」

　比較的知った間柄である彼女が出てきたことで人見知りの激しい拓斗もほっと一安心する。

　もっとも、エムル自身は王の案内役という大任に緊張しっぱなしであったが……。

「ああ、貴女が案内してくれるのですか。それではよろしく頼みますよ。では拓斗様、行きましょうか」

「うん、そうだね」

　ともあれ視察は始まる。

　待ちに待った樹上建築物──ファンタジー世界の建物だ。

　高い場所からの景色はどのようなものだろうか？　拓斗はウキウキした気分でエムルの後を追いかけるのであった。
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　樹上建築物から見下ろす景色は絶景の一言であった。

　当初は「高いところに登って怖がったりしたら皆に幻滅されるかも？」などと心配していた拓斗だったが、実際登ってみればそんな問題は起きず、むしろ初めて見る光景に興奮しっぱなしだった。

「あれは？」

「あちらは建築中の住居ですね。現在は人肉の木の建築を主に行っているため、さほど進んではおりませんが」

　すでに建築が終わった建物に登り、案内を受ける拓斗とアトゥ。

　木と木を組み合わせる音とかけ声を聞きながら、建築中の建物をしげしげと眺める。

「人肉の木は？」

「あちらに見えるのが建築中の人肉の木です。併設されている食料庫も建築が完了し、育生も順調に進んでおります」

　エムルに促され建物の縁から下を見下ろすと、ひときわ目立つ歪な木とそれを囲むように建造された貯蔵庫が目に入った。

「木々を切り倒してできた空き地には物資の集積場所や農地などを作っております。今後更に大規模な建築を行うことを想定し、ある程度場所を確保しておく予定です」

　指示していないことも含めて考えを巡らせ、対応をしている。

　細やかな命令をせずとも気を利かせ行動に移すその献身に、拓斗は感動すると共に自らの負担が必要以上に増えないことに少々安堵した。

「水資源に関しては近くに湧き水を見つけておりますので当面は問題無いかと。将来は井戸を掘る予定です」

　説明の内容を必死で覚えたのだろう。

　ペラペラとよどみなく語られるエムルの説明に、拓斗も一字一句漏らさぬ勢いで耳を傾ける。

　元々が内政重視のプレイヤーである拓斗だ。普段ゲーム内で描写されないこういった細かい部分を観察し把握するのは大好物であった。

「なお現在王がいらっしゃる建物は、民間用の書類手続きを行う為の役所とする予定です」

　眼下を見下ろしていた拓斗が後ろを振り返る。

　ちょうど建物の周囲に作られたバルコニーの様な場所にいる彼にはその施設の大きさがよく分かった。

　住居としてはやや大きく、行政施設としてはやや心許もとないといったところだ。

「本来であればマイノグーラの威光を万民に示すため行政機関はもっと威風堂々としたものであるべきですが、現状では手に余るとの判断によりこの規模となっております」

　良い判断だと拓斗は納得した。

　現在重要なのは機能である。

　過度な装飾や無駄な大きさはコストがかかるばかりで益が少ない。

　満足気に頷く拓斗に、アトゥも賛同するかのように彼に代わって言葉を紡ぐ。

「そうですね。後でいくらでも増築すれば良いのですから、現状は最低限の機能さえあれば十分です」

　その後も様々な施設に関して説明が行われた。

　もっとも、ほとんどが建築途中かつ主要な部分は説明が終わっているために補足的な部分が大きかったが……。

　ともあれ当初の予定も全て終わったようでエムルは役所予定地の前で拓斗へと頭を下げてダークエルフ達の献身を視察したことへの感謝を示していた。

「いかがでしょうか？　我らダークエルフ一同、王より賜った大恩に報いるべく、粉骨砕身の努力にてその命を忠実に実行しています」

　どこか晴れがましい表情で自分たちの行いを伝えるエムル。

　彼女の中に強い信念と自分に対する狂信的なまでの畏敬を感じ、拓斗は何とも言えない感動に包まれる。

　自然と首が動き、辺りを見回す。

　人々が行き交い、今も忙しく作業を続けている。皆々が自分を見つけるや否や臣下の礼をとり、深い畏敬の念を送ってくる。

　つい少し前までは痩せ細り、今にも死にそうだったか弱い命。

　かつて絶望を浮かべていた彼らの顔に浮かぶのは、今や誇りと希望だ。

　自分がそのきっかけを与え、そして彼らの魂がそれに応えた。

　魂の輝きが、意志の強さが、人が持つ可能性が、全てが拓斗を魅了していた。

「……うん、凄いよ」

　言葉は自然と漏れた。

「本当に凄い」

　それは簡素で簡潔。だが過不足なく拓斗の思いを示しており、故にエムルの心にすっと入り込む。

　エムルは瞳の奥からじわりと熱いものがこみ上げてくるのを感じ、思わず目頭をこする。

　そして拓斗は、心の底からこの言葉を彼らダークエルフ全てに伝えた。

「──君たちを国民に迎え入れて良かった」

「あ、あっ……ありがたき幸せです!!」

　もはやエムルは溢れる涙を抑える事ができなかった。

　今までの苦労が全て報われるようで、あらゆる過去の苦しみが全て消え去るようで、心の中から沸き起こる温かさにただただ瞳を濡らす。

「王による直接の賞賛です。みなに良く知らせるように」

「はいっ……はい!!」

　ボロボロと涙がこぼれ落ち、地面に染みを作る。

　醜態は見せまいと必死に涙を止めようとしているのか、時折嗚咽じみた声を上げるがそれでも滂沱の涙は止まらない。

「もうっ、気持ちは分かりますけど感動しすぎですよ……」

「泣かないで」

　流石にこういった状況への対処は経験したことがない拓斗とアトゥ。

　二人はただ困った表情を見せながら、エムルが落ち着くのをゆっくりと待つのであった。

　………

　……

　…

「ぐずっ！　申し訳ございません！　見苦しい姿をお見せしました」

「いいんですよ。王も寛大な心であなたを見守っております」

「うんうん」

　ようやく落ち着いてきたエムル。

　本来ならば理由はあれど立場が上の者がいる場でこのような失態は褒められることではない。

　だが拓斗とアトゥは無駄に優しい態度をもってエムルに接していた。

　むしろ拓斗に至ってはかなり気を遣っていた。

（ってか女の子に泣かれたの初めてだからめっちゃ動揺した……復活してくれて良かった！）

　そう、拓斗は決して穏やかな心持ちでエムルを見守っていたのではない。

　突然泣き出した彼女にどう対処していいか分からずただ混乱していたのだ。

　優しい言葉の一つもかけられぬ自分に対して少々自己嫌悪に陥る拓斗。

　時として女性をそっとしておくことも重要であり、その行動は決して間違っている部類ではないことに彼はまだ気づいていなかった。

「に、日用品はどう？」

　ともあれ万事つつがなく元に戻った。

　エムルも落ち着いたようで、すでに気持ちを切り替え自らの職務を引き続き進める。

　ごまかし気味に尋ねられた日用品に関する情報も完璧に記憶していた。

「全体的に不足しており、また供給も追いついておりません。日用品は未だ王の手を煩わせてしまう形となっております」

　人が生活するには様々な物資が必要だ。

　特に着の身着のまま流浪の旅を続けていたダークエルフたちには不足している物も多い。

　衣服や食器、調理器具。

　生活に必要最低限のものだけでも多岐にわたり、それらは全て拓斗が緊急生産によって生み出していた。

「ふーむ。日用品が不足している理由はなんでしょうか？」

「単純に人手が足りないといったところです。綿の服を用意するだけでも綿農家、機はた織り職人、服飾職人が必要となりますし、彼らが生産するための道具なども用意せねばなりません。職能を持つ者が限られる上、現在は食料生産と住居等の建造に注力しているため余裕がなく……」

　よくよく考えれば容易に考えられることであった。

　現状のマイノグーラは明らかにマンパワーが不足している。

　ダークエルフ達の人数はおよそ五百人。

　赤子や病人等の働けない者を省くと更に人数は減るのだ。

　日用品まで手を回せというのが無理な話であった。

「安定した生産には未だ届かず……といったところですか。拓斗様、いかがでしょうか？」

　アトゥが拓斗に近づき、彼だけに聞こえるようやや小声で語りかける。

　エムルもその姿を察したのか頭を下げて少し距離を取る。

　エムルが離れたことを確認した拓斗はようやくいつもの調子を取り戻してアトゥへと返事をした。

「人口が少ないのはどうしようもないよね」

「食物と違って、人は畑から穫れるわけではありませんからね」

「ニンゲンモドキを緊急生産するのもコスト的に見合わないし、そもそもアレをいくら生産しても二次産業にはほとんど使えないしなぁ」

　とはいえ人口の増加は急務だ。

　住居や食糧生産などの問題が一段落したらこちらにも手を付けねばと拓斗は脳内のメモ帳に記録を残す。

「まぁしばらく日用品は僕が出すから大丈夫だよ。無理して作っても品質が不安だし」

「鋼鉄製の道具が緊急生産できるのは正直かなりチートですよね」

　実のところ、これほど素早く建造が進んでいる理由が拓斗の緊急生産だった。

　道具の品質は生産物の量・質に直結する。

　想像もできぬほど隔絶した技術で作られる道具類は、ノコギリ一つとっても段違いの結果をもたらす。

　転生前の世界──神の国から呼び出すツールを用いた作業が、ここまで素早い建造を可能としていたのだ。

「ほんと序盤の立ち上がりが全然違うね。チート過ぎてゲームだと使うの躊躇ためらうレベルだよ」

「でもここは現実なので？」

「使っちゃうんだよねー」

「拓斗様ったらわるーい！」

「チート使って蹂躙とか、めっちゃ楽しいよね！」

「ですよねー！」

　エムルが離れた途端にいちゃつく二人。

　残念ながら足長蟲は探索に出ているため二人を止める者はいない。

　だが二人が気を抜くのも仕方ない部分はあった。

　ここに来てようやく安定した国家運営を行える目処が立ったのだ。

　緊急生産を行う為の魔力は基本的にダークエルフ達から産出されている。

　彼らの幸福度も上がり、産出魔力も順調に増えてきている。

　少なくとも彼らを満足させる量の食料や日用品を生み出す程度なら問題なく行えるだろう。

　つまり魔力収支がマイナスからゼロ以上になり、問題が発生しない限り国家の破綻は免れた事を示している。

　国家の運営において最も危険なのは序盤の立ち上がりだ。

　ここでの失態が後まで大きく尾を引き、結果亡国さえ引き起こす。

　だからこそ順調に進んでいることに拓斗は強い満足感を得ていた。

　もっともまだ安堵はできない。

　世界は危険に満ちており、常に自分たちの平和を脅かそうとしているのだ。

　拓斗は平和を愛する国家指導者である。

　であればこそ、国難を排す為にあらゆる努力と実力行使を惜しまないつもりであった。

「とりあえず日用品の緊急生産に関してだけど、魔力に余裕ができたとはいえあまり無駄遣いせず行おう。その上でまずは国家の基盤を整えるのが先決だ」

　いちゃつきにも飽きたのか、それとも満足して冷静さを取り戻したのか、拓斗は急に真面目な表情を見せるとアトゥに告げる。

「ですね。かしこまりました我が王よ。──さてエムル、王のお言葉を伝えます。生産力に乏しい現状ではできる事が限られます。まずは一次産業と生命活動の保障を最優先としこれに注力します。基本方針は変わらずですね」

　アトゥも拓斗の意思を受け取ったのか、エムルを呼び寄せると指示を伝え始める。

「また安定した入手手段が確立されるまで日用品に関しては王がその奇跡の御業にて生産します。ただ理解しているとは思いますが、王の手を煩わせている形となります。その慈悲に甘えることのなきように」

「服のリクエストがあったら言ってね」

「特別に服飾の希望などもお受け頂けるとのことです。感謝にむせび泣きながら欲しい意匠のものがあったら私まで申請してください」

　しれっとのたまう拓斗と、乗っかるアトゥ。

　エムルは「どこにそんな恐れ多いことできる人がいるんですか……」と内心呆れかけたが、その考えすら王の慈悲に対する不敬であると内心で己を戒める。

　彼女たちが想像する以上に、王は寛大で、偉大で、無限の如き慈悲を有しているのだ。

　そこに異を挟む権利などどこにもない。

　エムルの想像や常識など容易く超えてしまう存在。

　それが彼女たちが崇め讃える破滅の王、イラ＝タクトなのだ。

「あっ、宮殿もまだいらないんじゃない？」

　だから拓斗がなんとなく発したその言葉もすんなりと受け入れることができた。

　できた上で、エムルは血相を変えた。

「と、とんでもないです！　王が住まう宮殿を作らずに私たちが住居を持つなど前代未聞かと愚考します！」

「じゃあ皆と同じ家で」

　なにげに高い場所の住居が気に入ってしまった拓斗。

　本人も生来の日本人気質のため広い住居というものに興味がない。

　むしろ木の上の小さな住居など秘密基地みたいでカッコイイのでは、などと考えている。

　だがその内心を伝えられたとしても納得するわけにはいかないのがダークエルフたちだ。

　エムルは拓斗の考えにいよいよ進退窮まったのか、その端整な顔立ちを青ざめさせながら拓斗の前に躍り出ると片膝をつく。

「い、偉大なる破滅の王イラ＝タクト様！　謹んで献言いたします！　どうか、どうか我らダークエルフに王の居城を作る栄誉を賜りますようお願い申し上げます！」

「でも宮殿の建造コストが……」

「だったら私たちも地面で寝ます!!」

「う、うう……」

　宮殿のコストは膨大になる。

　現状の国家生産能力ではその建築は大きな負担となる。

　拓斗自身宮殿にはあまり興味は無く、国家の運営においても優先順位は低い。

　故に特に気負い無く行った発言ではあったが、事はそれで終わる程度ではなかった。

　更に拓斗はエムルの瞳に涙が浮かんでいるのを見つけ、激しく動揺してしまう。

（このままでは泣かれる！　それはマズい！）

　世界を滅ぼす破滅の王イラ＝タクトの弱点が女性の涙であることは先ほど嫌というほど理解した。

　すでに拓斗の中では自らの敗北が確定し、先の提案を撤回することが決まっている。

　だがそれをどのように伝えるかが問題であった。

　下手に伝えては逆に気をつかわせてしまうし、しくじれば泣かせてしまう。

　それだけはどうしても避けたかった。

　チラリと自らの腹心に助けを求める拓斗。

　だが残念なことにアトゥはエムルの言葉に思うところがあったのか何か考え事をしている。

　孤立無援という言葉が拓斗の頭の中で繰り返される。もはや退路無しかと思われたその時であった。

　意外なところから助け船はやってきた。

「ほっほっほ。我らが王よ。流石にそのお話についてはワシもお諌め申し上げねばなりませぬな」

「あ、モルタール」

　思わず喜びの声を上げる拓斗。

　彼の中でモルタール老の株がぐんぐんと上がる。

「ご機嫌麗しゅう、王よ。偉大なる王のしもべ、モルタールですじゃ。──して、先ほどのお言葉。我らが持つ王への崇敬を考えますれば、受け入れよと命じられるのは些か酷ではございますぞ」

「うーん」

「戴く王の住まいが皆と同じと言われ、納得できる忠臣がどこにおりましょうや？　深遠なるお考えからの発言、異を唱える我らの厚顔を承知の上でどうかご再考を」

　正直ここまで忠誠を捧げられるとむずがゆくもある。

　だが現実として彼らダークエルフが拓斗に対して強い崇敬の念を抱いているのは確かだ。

　ゆえに拓斗はどこかで読んだことのある、為政者が都合の悪いときに使う切り札を使うことにした。

「よきにはからえ」

「ははぁっ！　全て王の御心のままに……」

　チラリとエムルを窺う拓斗。

　どうやら峠は越えたようだった。

「まぁ確かに拓斗様の宮殿はコストが膨大でそれは無視できるものではありません。しかしながら私としても拓斗様には立派な宮殿にいち早く住んで欲しいですね」

「そっか」

　思考の海から戻ってきたアトゥがようやく自らの意見を述べる。

　最初からそう言ってくれればもう少し丸く収まった気もするが、ともあれ身からでた錆なのでなんとも言えない。

「それに王宮は様々な資源を生み出します。負担は大きけれど、将来を見据えて早めに建築しておくのはありかと」

「確かに……」

　マイノグーラの宮殿は存在するだけで様々な資源を生み出すという効果がある。

　特に魔力やマナを生み出す効果は非常に魅力的だ。

　加えて宮殿を増築し強化していけば更なるボーナスが見込める。

　いつか作らねばならぬものなら、早めに作っておいた方が総合的に見て負担は少ないともいえる。

　将来余裕が出る保証などどこにもないのだから……。

　故に拓斗は方針を変更したことに納得する。

　当初はもう少し余裕が出てから宮殿の建築を行う予定だったのだが、ダークエルフやアトゥの意見を受け入れ建築時期を前倒しすることを認めたのだ。

　論理だけでは物事は進められぬ。当然ではあるがゲームとの違いがここにも現れていた。

「皆も喜ぶし、少し苦しくても宮殿作っておいた方がいいね。いつか《浮遊城》も欲しいし」

「そうですねぇ。都市レベル最大で生産できる国家遺産《浮遊城》は攻守共に最強の都市ですからねぇ」

「そしてロマンがあるよ」

「ロマンは大事ですよね王よ!!」

　ぼんやりと未来に思いを馳せる拓斗。

　都市レベル最大となるとほぼゲームも終盤となり優勢が決しているのだが、それでも《浮遊城》が持つロマンには抗いがたい魅力と強さがあった。

　この世界でそれを再現することができればどれほど素晴らしいだろうか。

　そんな考えが彼の脳裏によぎる。

　だがそれどころではない人物もいた。モルタール老である。

「あ、あの……王よ、つかぬことをお伺いしますが、その浮遊城とは一体？」

「空飛ぶ城だよ？」

「空飛ぶ城ですか……」

　今まで散々拓斗らの非常識さを見せつけられた彼であったが、それでも未だに驚きが絶えない。

　加えて当の本人がこの様子だ。

　あっけらかんと、まるで当然の様に告げられる言葉に長き時を生きた老ダークエルフも流石に困惑の表情を見せる。

「正確には空飛ぶ都市ですけどね。移動速度は遅いものの、都市機能そのものを動かすことができます。そのまま敵の首都にぶち当てて最終決戦とかも可能ですよ？」

「ロマンだよね」

「ロマンは大事ですよね拓斗様!!」

「最終決戦でございますか……」

　チラリと辺りを見回すモルタール老。

　マイノグーラの王都は未だ成長途中といえどすでに広大な広さを持っている。

　これに加えて国家が繁栄すればさらに巨大なものとなるだろう。

　それら全てが飛ぶ？

　非現実的過ぎて想像もつかない。だが王が言うのであればそうであろう。

　破滅の王たるイラ＝タクトは決して嘘をつくような存在ではない。

　ただあまりにも突拍子もないことを当然のように語るので、常識がそれらを受け入れられないだけだ。

　であるのなら都市がまるごと飛ぶのも事実なのだろう。

　王は事実を事実として語っただけ。

　矮小なる自分たちがそれらに驚き、狼狽うろたえているだけなのだ。

　モルタール老は自らの王が持つ無限の如き力をまざまざと見せつけられ、内心の興奮を隠せず震える。

　どれほど巨大で、どれほど計り知れないのだろうか。

　その感動は横で同じくあんぐりと口を開けているエムルも同じだ。

　二人のダークエルフは自分たちがいかに強大で慈悲深い王を戴くことができたかを痛感する。

　同時に更なる忠誠を誓うことを堅く決意した。

「できる事はまだまだありますね。ともあれ、まずは皆の住居と食料生産施設の建築が最優先でしょう。皆には期待していますよ」

「よろしくねー」

　アトゥと拓斗が言葉をかける。

　それはいつものように気軽で、ある程度知った仲である二人に対しふさわしいものと思われた……。

　だが。

「「ははぁっ！」」

　なぜかモルタール老とエムルの二人は突如仰々しい態度で深々と礼を返したのだ。

「このモルタール。老骨の身ながら全身全霊で我らが王に仕えること、改めて誓いまするぞ！」

「私も頑張ります！　イラ＝タクト様万歳！　マイノグーラ万歳！」

「えっ!?」

「ちょっ……い、いきなりどうしたんですか？」

　何を思ったのか突然自分たちを礼賛し始めたダークエルフ二人。

　その態度に若干引き、同時に盛大に混乱しながら、それでも上に立つ者として醜態を見せることなくなんとかその場を収めた拓斗とアトゥであった。
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第九話　　予兆




　聖王国クオリア南方州。州機能が集中するとある大都市。

　肥沃な土地を活かした穀倉地帯が特徴的なこの街で、一人の聖騎士が不機嫌そうな態度で聖堂内部を歩いていた。

「おいローニアス！　ローニアス！　いるか!?」

「はい、何でしょう聖騎士ヴェルデル様」

　バンと扉を乱暴に開け放って礼拝所に入室したのは一人の男だ。顔に品がなくあからさまに粗雑。

　反して身なりは華美で豪奢──。

　聖王国には一般の兵士の上位に聖騎士と呼ばれる役職がある。

　教主である聖王が国を導くという宗教国家であるここクオリアでは、すべての国民が同一の宗教を信奉し神への祈りを日々捧げており、国民の三割が何らかの聖職につくとさえ言われている。

　その様な国だ、当然として国家が保有する戦力も宗教色を深める。その様な中にあって根強い人気と信頼を寄せられるのが彼ら聖騎士だった。

　上級から下級まで存在する彼らは厳しい訓練と試験をくぐり抜けた選りすぐりのエリートであり、武芸はもちろんのこと様々な学問や技芸への精通、そしてなにより家柄が重視される。

　事実として聖女ほどではないにしても、奇跡の御業を使うことができる聖騎士は国家にとってなくてはならない精鋭だ。

　通常は国家全域に配備され、武力を必要とする国内諸問題の解決や、時折現れる魔獣や亜人の討伐、要人警護などを行っている。

　それが聖騎士という存在だった。

　そんなたゆまぬ鍛錬と鋼の如き精神力、聖職者として人民を導くに足る人徳、なにより神の洗礼が必要なはずの聖騎士にあって、粗暴な振る舞いが特徴のこの男。

　名をヴェルデルという上級聖騎士であった。

　ガシャガシャと騎士鎧を鳴らしながら歩いてくるヴェルデルに、礼拝所で祈りを捧げていた聖騎士ローニアスは静かに面をあげて振り返る。

「神への祈りを捧げる場所です。どうか静かに願いますヴェルデル様」

「暗黒大陸だぞ！　北部とは言え暗黒大陸！　野蛮人が住まう地になんで俺が行かなくてはならん！」

　聖騎士ヴェルデルは開口一番不満の言葉を汚らしく喚いた。
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「しかし今回の任務を成功させれば議会からの覚えも良くなるはず。なにより華葬の聖女ソアリーナ様自ら授かったご神託というではありませんか、これほど名誉なことはありませんよ」

「ふんっ、どうだか……」

　聖騎士の風上にもおけない品の無さが特徴的なヴェルデルとは違い、対するローニアスはまさしく優雅。穏やかさの中にも芯の強さを感じさせる顔立ちとビシリと着こなされた団指定の制服が特徴的な、聖騎士のお手本のような男だ。

　そんな聖騎士ローニアスはヴェルデルから向けられた言葉になるほどと得心する。

　イドラギィア大陸南部、その一部に存在する呪われし森──大呪界。

　聖女ソアリーナがその地に災厄ありとの神託を受け調査指令を発した話は先日彼のもとにも届いていた。

　当初は彼が中心として調査団を編成する予定だったが、急遽戦力不足から聖騎士を追加で編成するとのお達しが上から来たことで疑問を感じていたのだ。

　素行不良と問題行動が多く、聖騎士として許されざる行為に関する疑惑のあるこの男がここに来てねじ込まれて来たというのは一定の思惑が働いていることの証左だ。

　聖王国では様々な思惑がうごめいている。

　普段は品行方正な神父や、清廉潔白なシスターでさえ一度裏に回れば何を考えているかわからない。巨大化した組織ゆえの問題か、それとも人の業か……。

　今回の調査任務も無事成功したとしてその誉れはヴェルデルにすべて持っていかれるだろう。何らかの問題が発生したり万が一にでも失敗したりした場合はもちろん自分の責任だ。

　実力はあれど家柄が良くなく、未だ下級聖騎士止まりなローニアスは内心歯噛みする。

（とはいえ聖騎士ヴェルデル様が参加されることはそこまで悪いことではないな）

　彼が参加することによって生存率が上がるのであればそれに越したことはない。曲がりなりにもヴェルデルは上級聖騎士なのだ。実力は保証されている。

　国外地域での調査任務は初めてであり、かつ聖女案件ということで不安を募らせていたローニアスは自分の心が少々軽くなったのを感じる。

　何よりも我が身が大切だ。功を焦って命を失っていたのでは話にならない。

　ローニアスの脳裏に愛する妻と生まれたばかりの娘の姿が浮かぶ。

　これも神の思し召しなのだろう。彼は信心深い性格であった。

「それで、どの程度の戦力を調査に向かわせるのでしょうか？　ヴェルデル様のご協力がいただけるということは、南方州の兵士をそれなりの数お借りすることができると思いますが……」

「いや、それが俺たちだけだそうだ……後は傭兵団を雇い入れることで兵の代わりとせよとの議会のお偉方からのお達しだ」

「……は？　なぜそのような」

「知るか！　くそっ！　傭兵団に伝つ手てなんてないぞ！　それに今はどいつもこいつも北方州の騒乱にかかりっきりだ。どうしろっていうんだよ！」

　全くもって同意見だった。だが理性という鎖でがんじがらめに縛られたローニアスはヴェルデルと違って喚き散らすようなことはしない。

　代わりに、急速に頭を回転させ己ができる最大限の努力をするまでだ。

「それについては私におまかせくださいヴェルデル様。古い友人に傭兵団と親しくしている者がおります。なんとか手配できないか当たってみましょう」

「ん？　ローニアス、お前は伝手があるのか？　なんだやるではないか！　それは助かった。では頼むぞ！」

「ええ、おまかせください」

　バシンと勢い良く背中を叩かれ咳き込むローニアス。

　ヴェルデルはそんな彼を気遣うことなく豪快に笑いながら去っていく。

　品性には問題があるが、悪いやつではない。

　彼が一部の聖職者に気に入られている理由もわかった気がした。

　しかし……。ローニアスは今回の件について考えを巡らす。

（聖女ソアリーナ様は現在クオリア北方州の管轄。神託による調査指令が出たとすれば北方州発になる。しかしながら対象である大呪界はイドラギィア大陸の南部地域──通称暗黒大陸だ。準備は最も近いクオリア南方州の担当……なるほど、南方州議会の横槍か）

　さらに黙想を重ねる。

（華葬の聖女ソアリーナ様が北方州の有事にあたっている以上、国家防衛の点から他の聖女様もおいそれと動けない。それどころか北へ《顔かお伏ふせの聖女》様が増援として向かわれるとの噂もある程だ。……こんな内輪もめをしてる場合ではないんだがな）

　北方州で発生した騒乱は日に日にその規模を増していっている。

　害ある亜人、魔獣、そして様々な異変。聖騎士団の主力はおろか、聖王国クオリアが保有する聖女四人の内半数である二人も必要になるなどとは、歴史を紐解いても異例だ。

　その事実に言い知れぬ不安を感じるローニアス。

（神託による災厄の到来。聖女案件か……。無事に帰ることができればよいのだが）

　聖騎士ローニアスは胸のうちに抱えた不安を掻き消すかのように、再度神への祈りを捧げ始めた。




[image: ]




「《人肉の木》は予定通り完成しました。食料庫も併設してありますので、この地……我らがマイノグーラ王都の住民が必要とする食糧をこれで安定生産することができます」

　戦士長ギアの元副官であり、現マイノグーラの文官であるダークエルフの女性エムルは、林立する不気味な木を目の前にアトゥへと建設計画の進捗を報告していた。

　先日の視察より数ヶ月が経過している。

　人肉の木はすでに完成を迎えており、併設する食料庫や管理棟、行き交う労働者などを見るにその運営は順調であった。

　唯一問題なのはその不気味すぎる見た目と、食べただけで「人肉を食している」と理解してしまう嫌がらせにも等しい性質であったが、生き物というのは意外と慣れるもので当初混乱は起きたものの現在では特別大きな問題は起こっていない。

　それら現状の報告に加え施設の細かな改善点についての意見伺いや、今後の運営方針などを相談及び報告されたアトゥは、何度も頷きながら満足げな表情を見せる。

「よいですよいです。農地における食糧の生産も順調みたいですし、食糧に関してはこのまま軌道に乗せる形で問題ありませんね。では予定通り住居の建設が完了したら、本格的に王宮の建設に着手してください」

　基本的に王である拓斗とアトゥは常に意思の疎通を図っている。

　王は国家全体を見渡す能力を有しており、その気になれば個々人に直接連絡を取ることができる。

　だが二人が同時に転移したからであろうか？　拓斗は特別アトゥとの繋がりが強く、たとえ離れていても無意識的に意見のすり合わせや情報共有ができるのだ。

　だからこそこのような施設の監査や指示等はアトゥがメインとして行っていた。

　ダークエルフたちも彼女に聞けばほとんどのことは解決するし、逆に王に対して様々な些事を尋ねるなど不敬に値すると考えていたのだ。

　ともあれ、王の意志を十全に理解する完璧な従者であるアトゥもうっかりをする。

　むしろ彼女は比較的うっかりをするタイプだった。

　今回もそうだ。

　チラリと辺りを見回し、エムルは意を決する。

　戦士団の元副官でありながら、その知識量と立場から秘書や伝達調整役の立ち位置にいた彼女は、己がずっと気になっていた疑問を恐る恐る口にする。

「あ、あの……アトゥ殿？」

「はい、何でしょうかエムル？」

「私達、これについて何も聞き及んでいなかったのですが……」

　すっと、血色を取り戻した白く細長い指が、ただの集落からある程度文明的な建造物が増えた街並みを指差す。

　計画的に伐採された木々、残された巨木とその枝を利用し蜂の巣のように建設された空中住居群。

　地面には区分けされた農地と、そこに植えられた食物が芽を出している。

　簡易的な防御柵や井戸なども作られ、より街としての体裁が整ってきた居住地域だったが、あまりにもおかしい点があった。

　そう。以前の森は消失し、そのかわり邪悪としか表現しようのない光景が広がっていたのだ。

　計画的に残された巨木は歪なねじれを有し、葉にはなぜかおどろおどろしい色彩が混じっている。

　地面も同様で草木は嫌悪感を催す造形を手に入れ、何やら街全体に薄い煙のようなものが充満している。

　井戸から湧き出る水は明らかに飲むに適していない色合いで、若いダークエルフが平然と水浴びをしている姿を見ると不安にすらなってくる。

　有り体にいえば、彼らの新たな故郷は恐ろしく変質していたのだ。それもおぞましく。

「え？　そうでしたっけ？　うふふ、それは失礼しました」

　あらやだとばかりに笑ってごまかすアトゥ。

　エムルもこの邪悪なる王の従者のうっかりには慣れっこなので今更驚くようなことはないが、それでもこの森がどのような状況になっているかだけは聞かなければいけない。

「いえ、それは良いのですが。なんで森がこんな有様になっているのでしょうか？　というか、大丈夫でしょうかこれ……」

「はい。皆さんはマイノグーラの国民となることによって邪悪な存在となりました。まぁ正直あまり差などは感じていないでしょうが、その変化はご存じの通り王の御威光によるものです。そしてその力は国民だけではなくその土地にも伝わるのですよ」

「そ、それがこの景色……」

　端的に説明された答えがそれだった。

　つまり国民が邪悪になるのだから、当然土地も邪悪になる、といった論法だ。

　今まで自分たちが邪悪になった実感がなかったエムルは、唖然としながらもその事実をなんとか受け入れようとする。

「《呪われた土地》といいます。基本的に邪悪属性の存在に有利に働き、中立属性や善属性の存在にデメリットを及ぼします。防衛にうってつけの、素晴らしい土地ですよ」

「ふわぁ……あれ？　でも。邪悪属性に有利に働く、ですか？」

　彼女の疑問も当然だった。

　自らが邪悪な存在になったのであれば、この土地も何らかの好影響を及ぼさないといけない。

　にもかかわらず彼女の感想は「なんだこれキモい」であり、正直なところあまり好印象は感じられない。もちろん、好影響もだ。

　その疑問もすでに想定内だったアトゥは柔らかく微笑みを浮かべる。

「では試しに深呼吸してみてください」

「え？　は、はい！　すーっ、はーっ！」

「いかがですか？」

「雰囲気に反して凄く爽やかな気持ちになります……なんだか力も湧いてくるような？」

「それがあなたが邪悪な存在であることの証なんです。まぁ自分の変化なんてあんまりわからないものですよ」

　はえーっと感心した表情で自らの手をグッと握ってみるエムル。

　そういえば先日人肉の木になった実──謎肉を食べたが、想像していたよりも嫌悪感は湧いてこなかった。

　むしろ「ちょっと筋張っているからじっくり煮込んだほうが美味しくなるんじゃない？」なんて感想を抱いたくらいだ。

　意外と邪悪な存在になっても自分ではわからないとアトゥは述べた。

　確かにそうかもしれない。

　よくよく考えればこの景色も案外いけるのではなかろうか？　むしろある意味で何者にも侵されない静かな雰囲気は実に彼女好みだ。

　こういうものなのかと納得したエムル。

　いろいろと彼女も毒されているようであった。

「ただ、問題がありまして……これ、明らかに目立つんですよねぇ……」

　納得した彼女に新たな問題がのしかかる。それはアトゥの口から今しがた語られた内容だ。

　エムルは思わず「そりゃそうでしょう！」というツッコミが喉まで出かかって、強引に飲み込む。

　これだけ大規模に異質な空間になっていれば、外から見て目立たないはずがない。

　幸いこの地は大呪界の中にある。しばらくは巨大な森が隠れ蓑となってくれるだろうが、それも国家が繁栄して領土が増えればその限りではない。

　外界に自分たちの存在が露呈することはそれだけ危機が増すことを意味する。

　こんな邪悪ななりをしていれば尚更だ。

「ともあれ、いずれ我々の存在が外の世界に知れ渡るのは必然。細かいことをあれこれ考えて悩むより、目の前の人生を最大限楽しみましょう！」

　どうにもならないからってぶん投げたでしょう……とは言えないエムル。

　相手は曲がりなりにも上位の存在であるし、なにより王の腹心だ。

　気軽に話をしてくれるからと言って不敬を働いていい理由はどこにもない。

　それにいくら彼女の言葉を否定したところで、エムル自身解決策など浮かんで来ないのだ。

　ならばアトゥの言うとおりスパッと諦めて他のことに目を向けたほうがいくらか上等だろう。

　先の言葉通り、いずれ自分たちの存在は公になる。

　少なくとも偉大なる王、イラ＝タクトの存在は秘して無事過ごせるほど小さなものではない。

　ただ、エムルに不安はなかった。

　世界を滅ぼす終末の王イラ＝タクト。

　その存在が彼女に無限の安堵を与え、その配下であるアトゥがマイノグーラの敵が滅ぶ未来を彼女たちに幻視させてくれる。

　なんと自分たちの種族は幸運で、なんと幸福なのだろうか。

　笑いながら目の前をかけていく子どもたちを、労働に勤しむ若者を、訓練に励む戦士団を──自らの仲間たちを眺めながら、彼女は無限の信頼感に身を委ねる。

　とはいえ自分には国家と王のためにやるべきことが山積している。

　エムルはいずれ来る日のことに思いを馳せながら、今は自分ができる限りのことをするよう再度己に強く誓うのであった。
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第十話　　激突




　聖王国クオリアより出立した聖騎士ローニアスとヴェルデル。

　二人は首尾よく契約することができた五十名ほどの傭兵団を率いて大呪界へと向かっていた。

　この世界には傭兵や冒険者という存在がいる。

　未だ大陸の全てが調査されておらず、魔獣や野獣などの危険生物が数多く跋ばっ扈こするイドラギィア大陸。

　必然的に戦いを生業とする者たちの需要は増え、官民問わず様々な場面で重宝されている。

　今回彼らに同行したのもそのような傭兵の一団だ。

　戦よりもむしろ魔獣退治や国土拡張時の先行調査などで生計を立ててきた彼らは、今回の調査にうってつけだった。

　順調にその行程を消化していく一同。だが問題は当然のように発生する。

　聖騎士ローニアスの人脈と調整能力の高さに当初は満足していた上級聖騎士ヴェルデルだったが、森への行軍が進むに連れてその機嫌が斜めになってゆくのだ。

「あー、ダルい。なんで俺がこんな任につかないとだめなんだ？　ったく、帰りてぇ。これなら中央でお偉方の糞つまらん説法聞いていたほうが何百倍もマシだったわ」

「北方州騒乱のせいでしょう。本来ならばもう少し大規模な調査団が編成されてもおかしくはないはず。にもかかわらずこの規模ということは、それだけクオリアに余裕がないということの証でもあります」

「あー、まぁそういうことにしておくわ」

　ふらふらと手を振りながら心底気だるそうに歩くヴェルデル。

　重厚な騎士鎧を身に着けながらもその足取りが未だ確かなのはやはり聖騎士といったところか。

　たゆまぬ鍛錬とその才能が生み出す常人を逸した力。

　一人で兵士数百人と同じ働きをすると言われる騎士の力をまざまざと目にしながら、彼らに同行していた傭兵団の団長であるバルゴと呼ばれる男が話題に加わってきた。

「北方州騒乱ですか、あっしらとは関係ない話ですが、向こうは大変みたいですねぇ……」

「ん？　お前たちは行かないのか？　かなりの給金が出るらしいぞ？」

「金払いが良くても命あっての物種、まぁ相当ヤバいって話ですし、あっしらみたいな半端もんじゃあ流石に厳しいですわ」

「まぁそうだよな。傭兵はただでさえこき使われる立場なんだ、その位危機意識が高くねぇとやってらんねぇわな」

「それに……北方州では魔女が出るらしいですからねぇ」

　言葉遣いは互いに粗雑。気は合うようだがもはやどちらが騎士でどちらが傭兵かわからない台詞の応酬にため息を吐くローニアス。

　だがその言葉の中にふと聞き慣れない単語を見つけ首をかしげる。

　──魔女。

　確かにバルゴはそう言った。ローニアスが初めて聞く言葉である。

　何か自分の知らないことが北方州で起こっているのだろうか？　興味が湧いた彼は話の腰を折ることを承知で話に割って入る。

「魔女？　バルゴ団長、それはどういう話なのだ？　私は聞いたことないんだが……」

「あくまでも噂なんですがぁ……」

「おいやめろ！　ただでさえダルいのにそんな辛気臭い話をするんじゃねぇ！」

「す、すいやせん……」

「さっさと調査を終わらせてこんなところからはおさらばしたいんだよ」

　突然、ヴェルデルが激高した。

　この気分屋の男がその時々によってあれこれまわりを振り回すことは常だったが、それにしてもあからさま過ぎる。

　ローニアスはヴェルデルがあえて遮った魔女という言葉に不審なものを感じるが、無理に聞いても答えが返ってこないことは分かりきっていたので口を閉ざす。

「ま、まぁまぁ聖騎士の旦那。幸い暗黒大陸と接続する場所には中立国との交流の為の、比較的でかい街がありやす。そこで休憩できるってことで良しとしましょうや。野宿にならないだけマシって話でさぁ」

「ちっ、そうだな……」

「ささ、こんな辛気臭い依頼はさっさと終えて、あとは適当にやりやしょう！」

　どうやら団長のおべっかによってヴェルデルの癇かん癪しゃくも収まるらしい。

　だが肝心の魔女については分からずじまいだ。この場で団長に問い直すことも不可能。

　もやもやとしたものを感じながら、ローニアスは場の雰囲気に流され続ける。

「ローニアスの旦那もそれでよろしいですね？」

「ああ……そうだな」

　魔女とはどういう存在なのだろうか？

　もしかしたら聖騎士ヴェルデルは何か知っているのであろうか？

　聖騎士はその序列によって開示される情報に大きな隔たりがある。

　下級とは違って上級であるヴェルデルなら中央から極秘の話を聞かされていてもおかしくはないが……。

　結局、魔女についてなんら情報を得ることなく疑問だけが募る中、ローニアスは最後の街へと歩みを進めることとなった。
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　調査の行程は決して楽なものとはいえない。

　行く先々に立ち寄れる村があるとはいえ、暗黒大陸に近い地域では蛮族と呼ばれる敵性体の危険などもあるため人が寄りつかず、必然的に物資の補給も満足できるものとはいえなくなっている。

　加えて暗黒大陸そのものが不毛の大地となっており、人の往来に厳しい制限がかかっている。

　悪路や厳しい気候程度ならまだしも、立ち入るだけで死に至る毒性の大地や、未だ治療法が判明していない未知の病気に罹かかる森などその脅威は枚挙にいとまがない。

　故に暗黒大陸への侵入は専門の案内人と細心の注意が求められ、聖王国クオリアが誇る聖騎士といえどそれなりの覚悟を持って当たらねばならぬ任となっていた。

　そのような状況の中、暗黒大陸に存在する中立国家──フォーンカヴンやサザーランドといった国と交流するための中継地点となる最後の街にて、ローニアス一行はこれからしばらくお預けとなるであろう温かな食事を楽しんでいた。

「かぁーっ！　酒もこれでお納めかよ！　ありえねぇぜ！」

　さほど上質とはいえないエール酒を一気に飲み込んだヴェルデル。

　酒に強いのか頬を赤らめることなく、だが酩酊しているかのように乱暴な態度でジョッキをテーブルへと叩き置く。

「……ヴェルデルの旦那。聖騎士様が酒を飲んでいいんで？」

　聖騎士は主として邪悪なる勢力との戦いを任じられる戦士ではある。だがそれと同時に聖神アーロスを信仰する敬虔な信徒でもある。

　クオリアでは公の場における聖職者の飲酒は好ましくないものとして受け取られる。

　まさしくその聖職者であるはずのヴェルデルが酒場に入ってくるや否や酒を浴びるように飲み始めたことに団長のバルゴは冷や汗をかきながら尋ねる。

「かっ！　小さいこと言うなよバルゴ！　神は民の苦しみを慮おもんぱかり、自らの家、そして家族の前で法衣を脱ぐことを良しとされた──つまり仕事が終わったらハメを外してもいいってことだ！」

　どうにもうさんくさく、生臭坊主特有のごまかしを感じてしまうバルゴ。

　だが彼とて雇われ人だ。

　直接の雇用者はローニアスとはいえ、その上司にあたるヴェルデルに対してこれ以上無理に問い詰めるような事はしない。

　傭兵団に最も重要なことは何か？　その点について問われるならば間違いなくバルゴはこう答えるであろう。

　それは雇い主を不機嫌にさせないだけの口のうまさである、と。

　結局のところ傭兵団も商売人だ。

　所属する団員はそれこそ犯罪者崩れで人の機微に疎い者が多いものの、団長という地位にあるバルゴがヴェルデルを追及してその機嫌を損ねるような愚を犯すはずはない。

　とはいえそれは彼ら傭兵団の処世術である。

　同じ聖騎士であるローニアスは流石にヴェルデルの行いを看過するわけにはいかなかったようだ。

「聖神アーロスの教示、第三典四章の三……ですか。しかしそれは家族の前では聖職から一時的に解放されることを説いたもので、飲酒を許可するものではなかったはずですが」

「んっん〜。解釈違いだなローニアス。聖討論が必要だな！　はっは！」

　ややキツイ表情で飲酒を咎めるローニアス。

　だが残念なことに彼の言葉も酒が回ってご機嫌なヴェルデルには効かなかったようだ。

　彼らの宗教において飲酒は完全に禁じられているものではない。

　だが時間と量について節度をもって嗜むようにとは教えられている。

　自宅で晩酌程度に少量楽しむならなんら問題はないが、ヴェルデルのように酒場で笑いながら飲むとなると流石に品性と信仰を問われる。

　ローニアスはなぜこのような不信心者が上級聖騎士の称号を叙勲されたのか疑問に思いつつも、どうせ言っても聞きやしないと内心落胆しながら話題を変える。

「それにしてもヴェルデル様。聖女様の神託とは一体、大呪界にて何が起こったのでしょうか？」

　大呪界への道のりは長い日程を要する。

　それまで朝から晩まで歩きづめになるため体力は極力温存しておかなくてはならない。

　このような場面でしか深い会話ができないと考えるローニアスは、ここぞとばかりに自らの内にあった疑問を口に出した。

　だがその言葉を聞いたヴェルデルは途端に嫌そうな表情を見せる。

　明らかに余計な詮索をしてしまったことは確実だ。

　隣でちびちびとつまみの燻製を囓っていたバルゴがそうと分からぬようにうへぇと嫌そうな顔を見せた。

　ぐいっと椅子の背にもたれかかるヴェルデル。

　彼はぐるりと周りを見回し、本日の来客が傭兵団だけであることを確認すると小さく言葉を発した。

「おいバルゴ」

「……あっしらは傭兵団。ご存じかとおもいやすが、こういうあこぎな商売は信用が一番大事なんですぜ？」

　その言葉だけで察しのよい傭兵団長はヴェルデルが求める答えを返した。

　つまるところ、これ以上は機密に関わる。

　故にその秘匿には細心の注意が必要となり、バルゴへ口外しないことを言外に確認したのだ。

　そしてバルゴもその問いに完璧をもって応える。

　実際傭兵団は信用を重んじる。

　万が一顧客からの信頼を損なう醜聞が流れてしまえば、いずれ職にあぶれて野盗に落ちるのは目に見えているからだ。

　その様な事情も十分理解しているヴェルデルはしばらく腕を組みながら黙想する。

　ローニアスもあえてそれに言葉を挟むことなく彼を待った。

　上級である彼から何か情報を得ることを今のローニアスは必要としていた。

　やがて閉じられていた目が静かに開かれる。

　再度辺りを見回したヴェルデルは、テーブルに少しだけ顔を寄せるとローニアスとバルゴの二人だけに聞こえる声でこう伝えた。

「魔女に関係している」

　その言葉だけで、テーブルの温度が明らかに下がった。

　実際は分からぬが、確かにローニアスはそう受け取ってしまうほどの底冷えを感じた。

　それは昼間にも聞いて、そしてはぐらかされた言葉だ。

　この場をおいてもはや機会はないと判断したローニアス。彼はなりふり構わずに間髪いれず尋ねる。

「魔女とは一体？」

「知らんなぁ〜」

　そう言いながらまたジョッキに口を付けるヴェルデル。

　だが中身がなくなってしまったようで面倒臭そうに店主へと替わりを頼んでいる。

　ローニアスとヴェルデルの関係はさほど長いものではないが、かといって短いものでもない。

　その態度からこれ以上聞いてもはぐらかされるであろうことを理解したローニアスは、歯がみしながら先ほどの言葉の意味を考える。

　そんな彼を見かねたのか、それとも雇い主の好感を得ようとしたのか、バルゴが控えめに自らの知っている情報をローニアスに伝える。

「いま話題の北方州の騒乱なんですが、あれの原因が魔女と言われてるんでさぁ」

「魔女──個人なのか？」

「俺たちは何らかの邪教集団か、魔獣の隠語だと考えてますが、実際どうだかまでは……」

　バルゴがこのような情報を知っている理由は、ひとえに彼が傭兵団の団長だからである。

　暴力の世界に身を置き、それで生計を立てている彼らだ。情報は何よりも重要なものとなり不足している場合の対価は命をもって支払われる。

　その収集には細心を払うが故に下級聖騎士であるローニアスですら知らない情報を有しているというカラクリであった。

「傭兵の中で確認した者はいないのか？　君たちの仲間で詳しい情報を持つ者は？」

「ローニアスの旦那ならご存じかと思いますが、北方州は想像以上にヤバいことになってやす。あっしも知り合いが向こうにいましたが、もう連絡すらつきやせん」

　聖王国クオリア北方州。現在その地は突如出現した魔女の脅威によって混乱と破壊の渦に見舞われている。

　すでに多数の傭兵団が通常では考えられないほどの報酬によって招集され、その対策にかり出されていた。

　とはいえ全ての傭兵団が金に目がくらむわけでは無い。

　目先の金よりも安全と命を取れる者。

　それがローニアスが雇った傭兵団であった。

「そんな状況です。自分の目で見に行くわけにもいかねぇし、びびっちまったあっしらは尻尾を巻いて逃げて南方州でお仕事させて貰っている訳でさぁ。まっ、安全第一ってことですぜ」

　この決断ができるからこそ、死亡率が高いと言われる傭兵の中にあって、彼らは今まで生きながらえることができたのだろう。

　自らを臆病者と断じてなお生きることに執着する強い意志がその言葉からは感じられた。

　その信念に感服したのか、それとも口を閉ざすのに飽きたのか。

　なみなみとエールが注がれたジョッキを店員より受け取ったヴェルデルが機嫌良く話題に入ってくる。

「まぁ命は大切だからな！　アブねぇ橋は渡らないに越したことはないぜ」

「いやぁ、実はそれだけじゃねぇんですヴェルデルの旦那。実は地元の街でコレができちゃいましてね。商売女なんですがこれがまぁいい女で」

　顔を赤らめて小指を立てるバルゴ。

　その仕草で機嫌を良くしたのか、ヴェルデルはその厳めしい顔をこれでもかと緩め笑いながらバルゴの背を叩く。

「なんだなんだぁ！　お前女がいるのかよ！　じゃあさっさとこんな危ない仕事は辞めろよ！　なんなら俺が仕事の口利きしてやってもいいぞ！　南方州ではそれなりに伝手があるんだ！」

「へっへ。本当ですか？　もう少し金が貯まって団の後継ができたらと思ってたんですが、こりゃあ旦那のお世話になった方がよさげだ」

「そうしろそうしろ！」

　あれほど気難しいところがあったヴェルデルと距離をつめて会話に花を咲かせるバルゴ。

　人心を掌握することに長けている、とローニアスは感心する。

　実際この傭兵団長に恋人がいるのかどうかは分からない。

　だがその言葉だけでヴェルデルは心を幾ばくか開き、仕事の斡旋まで請け負うと言い出したのだ。

　おそらく目的は情報の収集だろう。

　ローニアスが予想を付けた通り、バルゴは茶化すヴェルデルに向かって恥ずかしそうに頭をかきながら、本題を切り出した。

「しかしヴェルデルの旦那。魔女の可能性があるとなると流石に俺たちもホイホイついて行くわけにはいかねぇですぜ？　その、なんて言いますかね。地元の女、サラサっていうんですが……いやぁ、この歳になって命が惜しいんですわ」

「むっ？　ああ、そうだな。──いや大丈夫だ。一応目星はついているんだ」

　一瞬の逡巡。だがヴェルデルはついにその口を開いた。

　おそらくクオリアでも最重要にあたる機密事項。

　ローニアスはその一字一句を聞き逃すまいと耳をそばだてる。

「目星ですかい？　と言いますと？」

「あの地域にはダークエルフ達が逃げ込んでいる。おそらくそいつらが何らかの問題を起こす可能性についての神託だと俺は踏んでいる」

　ダークエルフの情報はローニアスも聞き及んでいた。

　曰く聖なる存在から目を背け、邪なる思想に傾倒したと。

　神の愛を拒む愚挙と短慮に、話を聞いたときには、ローニアスも大変憤りを感じたものだ。

　そして神託がダークエルフに関するものであるのなら、確かに全ての説明は通った。

「ダークエルフですか。エル＝ナーより放逐されたと噂に聞きやしたが、まさか大呪界に逃げ延びているとは……」

「あの地域は昔からうさんくさいからな。何らかの邪教でも起こそうとしてるんじゃねぇか？」

　その先までは流石のヴェルデルも把握してはいないらしい。

　だがそれだけで十分な程の価値ある情報だった。

　ダークエルフの危険性はローニアスも知るところであったから……。

「邪教ですか？　普段なら笑うところですが、確かにその可能性はありますぜ。ダークエルフと来りゃあ、お得意事は呪いに暗殺。それに名のある首がまだ逃げているって噂だ。集まって何するか分かりゃしねぇ」

「呪賢者モルタールと暗殺者ギアか。どっちも一級の賞金首だ。昔モルタールとやりあった事があるが相当な手練れだった」

　ローニアスの目が見開かれる。

　その危険性の高さがここにきて明らかとなったからだ。

　呪術と暗殺を得意とするダークエルフが隠れてその力を蓄えれば、いずれその刃は聖王国クオリアやエル＝ナー精霊契約連合の善属性国家へと向かうだろう。

　そのような事態になった時、どれほどの被害が罪なき人々に降りかかるか。

　ローニアスは知らぬうちに自らの拳に力を入れる。

「まぁ、あくまで今回の指令は調査についてだ。ダークエルフどもが出てきても事を荒立てようとするなよ。あと万が一ヤベェ事態になったらすぐに逃げるんだぞ」

「その言葉を頂けたんなら俺たちも安心ですぜ」

　そう言いながらへコヘコと頭を下げるバルゴ。

　彼の会話術は実に見事なものだった。

　魔女の情報こそ得られなかったものの、自らの安全を担保するだけの情報をヴェルデルから引き出している。

　その手腕に目を見張るローニアスだったが、同時に彼の魂に刻み込まれた正義感と信仰が、ヴェルデルの言葉を許さなかった。

「お待ちくださいヴェルデル様。神の先兵たる聖騎士がそのような考えでよろしいのか？　もしそこに邪なる危険があれば徹底して抗うべきでは？」

　それと分かる脅威があるのなら、すぐに対処すべきというのがローニアスの意見だった。

　彼は聖騎士という職務を通じて、鈍重な意思決定が重大な悲劇をもたらす場面を今まで数多く見てきた。

　彼は聖王国クオリアの複雑な政治システムが持つ弊害が邪悪なる者達に猶予を与えることを嫌ったのだ。

　若さ故の無鉄砲さがそこにないとは言い切れない。

　だが確かに彼の主張は一定の見識と正しさを持っていた。

　だからこそ、ヴェルデルは真剣な表情でローニアスの疑問に答えた。

「ローニアス」

「はい？　なんでしょうかヴェルデル様」

「いいか、若い時ってのは功を焦りがちだ。功というのは教会のジジイどもがくれるおべっかや勲章のことだけじゃねぇぞ。目先の結果だけを追い求めると、いずれ大きな過ちを犯す。いいか、大局を見る目を養うんだ」

　答えになっていない。

　ローニアスはそう断じた。

　彼の耳にはヴェルデルの言葉はさほど響いていなかった。

　功を焦っていないと言えば嘘になるが、それでも神の信徒としての役割を忘れたことはない。

　その矜持が、ヴェルデルの言葉を素直に受け入れることを拒否していた。

「神の忠実なる僕として、時には命を賭けて邪悪に立ち向かわねばならん時もあるだろう。だがそれは簡単に決断していいもんじゃねぇ。俺にもお前にも、死ねない理由があるはずだ。そこのバルゴにもな。だから──」

　ややあって周囲を見回し、ローニアスとバルゴがなんともいえない表情を見せていることにようやく気づいたヴェルデル。

　彼は大きく首を左右に振ると、酔いすぎたとばかりにジョッキの代わりに水の入ったカップを呷った。

「けっ！　歳を食うと説教臭くなってダメだな！　こういうのは教会のジジイどもに任せておけばいいんだ！」

　こうして、ヴェルデルの説法は最後まで続くことなく夜の喧噪へと消えていった。
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　翌日。調査団はいよいよ暗黒大陸へと足を踏み入れる。

　神の祝福があるとされる聖王国クオリアの領土、その生命溢れる大地とは正反対の景色に彼らも険しい表情を隠せないでいた。

　辺りは赤く荒れた大地が遠くまで続き、ゴツゴツとした巨大な岩石が行く手を阻むようにそこかしこに生えている。

　空は一見して青空が広がっているが、これもいつ変わるか分からない。

　明らかに水はけの悪い大地だ、雨でも降れば洪水すら起こるだろう。

　その地のあり方は人類を拒絶しているようで、まさしく暗黒大陸の名が相応しいものだった。

「見渡す限りの不毛の土地。草木も多少生えているようですが、生命の息吹がほとんど感じられませんね」

　初めて暗黒大陸を経験するローニアスが地面の砂に軽く触れながら呟く。

　反面、遠くを見つめながら何か考え事をしていたヴェルデルは視線を正面に向けたままその言葉に答える。

「他の場所も似たようなもんだ。少しマシなところがあるかと思ったら大呪界だの、毒蛇草原だの、酩酊沼だの、人間の住む場所じゃねぇよ」

「それでもいくつかの中立国家はあるんですよね？」

「まぁな。ただ苦労はしているみたいだがな」

　このような地なら当然であろう、とローニアスは判断した。

　軽く見回しただけでも農作物が育つとは思えない。

　他もこの有様だとしたらどうやって生活をするのか。

　それよりもなぜこのような地で生活をしているのか？　という疑問があった。

「他国も我々に恭順の意を示せば神の加護が与えられるというのに……」

　その言葉に返答はなかった。

　ローニアスが視線をあげるとヴェルデルはバルゴと何かを話しておりローニアスの言葉を聞き漏らしていた。

　どうやらバルゴと大呪界への道のりについて何らかの相談をしている様子だった。

　その後、傭兵団にいる案内人との打ち合わせも終わった一同は道なき道を進み始める。

　分かりやすい目印も無く、ともすれば方向もあやふやになるほどの場所だ。

　その中でしっかりと道を歩めるのはひとえにその能力と準備のたまものだった。

「……それにしても、良い傭兵団じゃねぇか」

　無言の時間がしばらく続いた頃だった。

　言葉を発したのはヴェルデルだった。

　本心から言っているのであろう。満足げな表情を横目で見ながら、ローニアスは自らが契約した傭兵団の評価に大きく頷いて見せる。

「優秀な者たちです。本来であれば州軍で活躍していてもおかしくはない力量を持っております。ただ、あまり組織に属すことを好まないらしく、このような生活を続けているのです」

「ふん。たたき直せばなんとでもなるんじゃねぇか？　俺が直々にやってもいいな」

　ニヤニヤと傭兵団を眺めながら、そう本人達のあずかり知らぬところで勝手に話を進めようとするヴェルデル。

　確かに苛烈な指導で有名な彼が訓練を行えば、一ひと角かどの兵士として活躍できるだろう。

　だが兵の調練は聖騎士の役割ではない。

　加えて聖騎士の業務は多忙の一言。

　そもそも各州軍における所属が十数人程度しかいない上級聖騎士を傭兵団の調練などに無駄使いする余裕などどこにもない。

　本人の意思はどうあれ、ヴェルデルの考えが実現する事は不可能に近かった。

「聖騎士が為すべき事は山積しています。そんな簡単な話ではないでしょ──」

　ため息を吐きながらローニアスが小言を言いかける。

　だがその言葉を遮るように……。

「ヒルジャイアントだ!!」

「「──っ!?」」

　先行する傭兵から警告の声が上がった。

　瞬時に抜剣するヴェルデルとローニアス。

　先ほどの気の抜けた表情はすぐさま鳴りを潜め、鋭い眼光と全ての敵を威圧する剛気に満ち始める。

　傭兵団全体が示し合わせたように動きを止め、傭兵団長のバルゴがヴェルデル達が警戒する場所まで下がって来た瞬間だった。

　巨石の陰から巨大な人型の怪物がのっそりとその巨体を現す。

　ヒルジャイアント──それは主として暗黒大陸に住まう蛮族と呼ばれる敵対的種族だ。

　大きさにして数メートル。

　二階建ての建物を優に超える怪物は、その巨大な体躯から繰り出す一撃で人類に対して致命的なダメージを与えてくる。

　またその肌は岩石の様に堅く、並の手段では傷一つつかない。

　国家の正規軍ですらこの凶悪な怪物を撃破するには損害を覚悟しなければいけない。

　いわんや傭兵団程度では荷が重いことは明らかだった。

「ちっ！　面倒なのが出やがった！　おい！　野郎ども！　戦闘の準備だ、馬車を下げて弓を用意しろ！」

　バルゴが声をあげた瞬間、まるで一つの生き物の様に傭兵団が動き出した。

　物資を乗せた馬車が後方へと下がり、騎兵がけん制の為に前へ出る。

　歩兵がヒルジャイアントの眼前で剣を構え、弓兵が岩肌を登り高台へと移動する。

　名のある軍師でも目を見張るような洗練された動きを確認しながら、ローニアスは自分たちを見つけ喜悦の表情でやってくるヒルジャイアントを睨みつける。

「流石暗黒大陸と言ったところですか。悪しき者が我が物顔で跋扈しているとは」

　ローニアスとて下級とは言え邪悪を滅する役割を聖王より賜りし聖騎士だ。

　このような脅威に怯えや動揺を見せるほど心も覚悟も弱くはない。

　だが事実としてヒルジャイアントが持つ脅威は楽観視できるものではなかった。

　聖王国クオリアが有する聖騎士は、その位階によっておおよその強さを推し量る事ができる。

　聖騎士ともなれば下級といえど戦力としては申し分ない。だが同等とされる蛮族はオーガクラスだ。

　更に凶悪とされるヒルジャイアントは彼の手に余る強さだった。

「聖騎士様がた、すいませんが手伝って貰えやすか？　あっしらじゃあちと厳しい相手だ」

「もちろんだバルゴ。君たちは弓矢でけん制してくれ。その間に我々がとどめを刺す」

　ローニアスの予想通り、団長であるバルゴが助力を求めてきた。

　元々の契約では傭兵団は大呪界への案内と護衛を行う事になっている。

　道中のつゆ払いも契約内容に含められているため、本来は聖騎士が戦う必要はない。

　だがこの状況は想定を超えている。契約違反などと悠長なことを言っていられないのが現状であった。

　予想している以上に暗黒大陸の蛮族は凶暴かつ凶悪だ。

　最悪でもオーガクラスの蛮族しか出現しないだろうと踏んでいたローニアスは、人知れず冷や汗を流す。

　だが。

「いや、俺がでる」

　ガシャリと騎士鎧のこすれる金属音が鳴り、一人の男が前へ出た。

　それが自らと共に大呪界調査の任を受け、先ほどまで沈黙を保っていた上級聖騎士ヴェルデルであることに気づいたローニアスは、己の感情を表に出さぬよう問う。

「……よろしいのですか？」

「かまわねぇよ。この程度の雑ざ魚こに時間を取られる訳にはいかねぇからな」

　身勝手かつ面倒くさがりなヴェルデルがやる気を出していることに驚くローニアス。

　協力を申し出ようとも思ったが下手に機嫌を損ねられたらどうにもならないので押し黙る。

　ヴェルデルの実力を把握しておきたいという考えもあった。

「ヴェルデルの旦那。まずはあっしらがけん制の弓を放ちます。同士討ちはマズいんで、合図するまで前に出ないようお願いできますか？」

「いや、弓もいらねぇ。というか敵の注意が弓兵に逸れても困る。バルゴ、お前らはなにもしなくていいぜ」

「そ、それは流石に……」

　大丈夫か？　と問おうとしてバルゴは口をつぐんだ。

　聖騎士の強さは噂によく聞いている。

　一騎当千の猛者であり、そこらの武芸達者程度では遊び相手にすらならない。

　特に上級聖騎士は人の範疇を超えている。

　それが一般的に伝わる聖騎士の情報だ。

　だがそれであっても一切の助力無しはあり得なかった。

　傭兵団長としての危機管理能力の高さが、ヴェルデルの行いを無謀であると判断していた。

　今は緊急事態だ。昨日の酒場とは違って悠長に会話で譲歩を引き出す時間的余裕もない。

　下手にことを荒立てたくないバルゴは、なんとかしてくれと言わんばかりにローニアスへと視線を向ける。

　だが残念なことに彼の願いとは裏腹に、ローニアスは目をつむって小さく首を振るばかりだった。

「いいんだバルゴ。ヴェルデル様の言うとおりにしてくれ」

「しかし……、いえ。分かりやした」

　もはや言うべきことはなにも無いと諦めるバルゴ。

　所詮彼らは雇われの傭兵だ。雇い主たちに逆らってまで戦闘に口出しする権利はない。

　万が一の場合は逃走も視野に入れ始めた傭兵団長は事態を見守ることにする。

「神よ！　我に邪悪を打ち倒す力を！」

　ヴェルデルが言葉を発した瞬間、彼の周囲にそれと分かる神聖な何かが発生する。

　ヒルジャイアントもその異変を感じ取ったのか、完全に目標をヴェルデルへと定めている。

　そうしてヒルジャイアントと対峙するヴェルデル。

　彼は手に持つ両手剣をくるくると独特の仕草で回し始める。

　少し離れた場所でその様子を見守っていたバルゴは隣にいるローニアスへと尋ねる。

「あれが噂に聞く、聖剣技ですかい？」

「ああ。剣技の中に神への祈りを意味する所作を取り入れ、神力による身体強化をはかるクオリアの秘技だ。戦闘能力の強化はもちろん、邪悪なものに対する特効も有している」

　クオリアが強大な宗教国家であると同時に、強大な軍事国家である理由が、この聖剣技にあった。

　一般の兵ですら簡単なものを扱うこの技術は、達人級の腕前を持つ聖騎士ともなると邪悪なる勢力に対して絶大なる効力を発揮する。

　事実中立属性の蛮族であるはずのヒルジャイアントでさえ、ヴェルデルがその内に持つ力に攻撃を躊躇ためらっているようであった。

「けど本当に大丈夫なんですかい？　ヒルジャイアントといえば軍の出動が必要な蛮族ですぜ？　いくらヴェルデル様が上級とはいえ、聖騎士一人では……」

　だがバルゴはそれでもなおヴェルデルの力を測りかねていた。

　傭兵という職種は慎重さを求められる職業だ。特にバルゴはその性質が強い。

　その慎重さが、一人でヒルジャイアントに対峙することの危険性を危惧していた。

　しかしながらその考えは覆されることになる。

「見ていたまえ、始まるぞ」

　その言葉で慌てて視線をローニアスからヴェルデルへと向けるバルゴ。

　ほぼ同じタイミングで、ヒルジャイアントがその巨大な手で拳を作りヴェルデルへと振り下ろす。

「危ないっ!!」

「いや、問題無い」

　刹那の攻防であった。

「──ハッ!!」

「グォォォォォ!?」

　重厚な騎士鎧からは想像できぬ程俊敏な動きでヒルジャイアントの一撃を避けたヴェルデルは、くるりと剣を回し最小限の動きでその身体に傷をつける。

「あめぇな！　そんな大ぶりじゃあ俺はやれねぇぜ！」

　自らの腕から巻き上がる血しぶきに激高するヒルジャイアント。

　その醜悪な表情をハッキリと分かる怒りに染め、再度拳を振り下ろそうとする。

　だが。

「ガッ!?」

　ガクリと膝が崩れ落ちる。

　果たしてどのタイミングで為されたのか。

　ヴェルデルはその洗練された絶技によってヒルジャイアントの腱をいつの間にか切り裂いていた。

「ゴオオオォォォ!!」

　それはまさしく一方的な蹂躙であった。

　ヒルジャイアントの攻撃はことごとくがかわされ、そのたびに岩石の如き強靱さを誇ると言われる肌に傷がついていく。

　それもただの傷ではない。

　すでに片腕は切断され、腹からはかすかに内臓がこぼれ落ちている。

　暗黒大陸の凶悪な怪物を屠る力が、確かにその斬撃には宿っていた。

　やがて勝敗は決す。

　足首を切断され膝をついたヒルジャイアントが失血による目眩から頭を下げた瞬間だった。

　ヴェルデルは目にもとまらぬ疾駆でその巨体を駆け上がり頭へと聖騎士剣を振り下ろす。

　……聖騎士はその位階によっておおよその強さが判断できる。

　下級でオーガと同等。

　中級でリッチと同等。

　そして上級聖騎士は……。

「オラァ！」

「グギャアアアアアアアアア！」

　上級聖騎士は、下位のドラゴンと同等とされている。

「すさまじい……」

　ローニアスが思わず感嘆の声を漏らす。

　崩れ落ちたヒルジャイアントの脳天に見舞われた一撃は、今までのどれよりも強烈だった。

　小さな人間の小さな剣による攻撃にもかかわらず、まるで巨大な破は城じょう槌ついで打ち砕かれたかのようにヒルジャイアントの頭が破裂し、その中身が大地に撒かれる。

　上級聖騎士が持つ人を超えた膂力と神の加護によるブーストは、怪物が持つ鉄の如き強固な頭蓋を容易く割って見せ、刹那のうちにその命を刈り取ったのだ。

　くるりと両手剣を回すヴェルデル。

　刃についた血糊がビシャリと大地に線を描き、戦闘の終わりをその場にいる全員に知らしめた。

「すげぇですぜヴェルデルの旦那！　あのヒルジャイアントをこうも簡単に！」

「おいおい気を抜くな。喜ぶ暇があったら移動の準備をしろ。血の匂いに誘われて魔獣がやってきても面倒だ」

　興奮した様子で駆けてくるバルゴに眉をひそめながら答えるヴェルデル。

　冒険譚に等しい戦いを見た傭兵団も感激の叫びを上げている。

　その迂闊な様に更にしかめっ面を見せるヴェルデルだったが、文句を言っても興奮は収まらないであろうことは確実であったため舌打ちをするだけで黙る。

「お見事ですヴェルデル様。そのお力があれば、大呪界の異変も問題なく解決できるでしょうね」

「けっ、どうだかね……」

　ローニアスからの賛辞にも反応がにぶい。

　何がそんなに気にくわないのか、ヴェルデルは終始不機嫌なままだった。
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　拓斗たちの住居である王宮建設予定地とダークエルフたちの住まう居住区。

　二つの場所の間には森を切り開いて作られた儀式場がある。

　アトゥが持つ膂力で強引に木を根こそぎ引っこ抜いた後に地面をならし、そこらにあった巨石を適当に並べただけの簡素な場所だ。

　だが今のマイノグーラにとっては重要な戦略施設でもあった。

「拓斗様。準備が完了しました。食料はきっちり必要分です」

「うん、ありがとうアトゥ」

　儀式場の中央には食料が積み上げられている。

　基本は人肉の木に実ったおどろおどろしい肉塊ではあるが、いくらか新たに作られた農地で穫れた作物も見て取れる。

　拓斗はそれらの山の近くまで歩むと、そっと手のひらをかざす。

　瞬間、ぐにゃりと食料が中心部より歪み、まるで中央に凝縮するように奇妙な脈動を開始する。

　ドクンドクンと痙攣しながらひとかたまりになる食料。

　色を変え、形を変え、今やソレは一つの肉塊と化している。

　同時に拓斗の手のひらから青白い魔力の迸りが走る。

　線状に流れるそれらは肉塊に絡み、ぐるぐるとお互いを撹拌しながらどんどんと形を作っていく。

　何かが生まれる。

　明らかに生命の鼓動を感じさせる光景を見ながらアトゥは感動の眼差しで拓斗が行う作業を見ていた。

　やがて魔力が放つ淡い光が止まり、ボトリと粘性を帯びた何かが地面に生まれ落ちる。

「ギェェェ」と一声。

　聞き覚えのある声で鳴くそれは、マイノグーラの斥候ユニットである足長蟲であった。

「お疲れ様でございます拓斗様。無事新たなユニットを生み出されましたこと、お喜び申し上げます」

「うんうん。うまくいってよかったよアトゥ。ちゃんとできるか心配だったんだよね」

　ほっとした表情で胸をなでおろす拓斗、彼を気遣うようにアトゥがパタパタと駆け寄ってくる。

　マイノグーラの国家としての地盤がようやく固まり生産力に余裕が出てきたため、実験として行われたユニットの通常生産。

　何もかもが初めてのことで少々緊張気味であったが、彼の脳裏にある不可思議な記憶の導きによってそれも大した問題なく完了することができていた。

「ゲーム中ではわからなかったけど、こうやってユニットを生産していると考えると少し面白いね」

「ええ、まさか必要な食料と資源を集めて魔力を放り投げれば生産完了するだなんて……どういうシステムなんでしょうねこれ？」

「そこまでは脳内エタペディアには記載されていないなぁ……」

　拓斗は現実の世界で死んで、この世界で『Eternal Nations』の指導者として生まれ変わっている。

　様々な点で相違があるはずのこの世界で問題なくゲームシステムと同じ行動ができているのも彼の脳裏に浮かぶ不思議な情報によるものだった。

　何故か疑問点を少し考えただけで浮かび上がってくるその情報を、拓斗は『Eternal Nations』に搭載されたヘルプ機能〝Eterpedia〟をもじって脳内エタペディアと称している。

　先の実験──つまりユニット生産に関しても同じ要領で手法を知った。

　ゲーム上では必要とするユニットをリストから選択して生産アイコンをクリックするだけだったのだが、この世界では一定の儀式が必要となってくるらしい。

　一から十まで儀式のやり方は載っているにもかかわらず、なぜそのようなシステムになっているのか？　そもそもなぜ自分たちはこの世界にやってきたのか。

　それらの情報は一切記載されていない──つまり情報として浮かび上がってこない、極めて限定されたシステムだった。

「そうですか。手法は分かれど仕組みは分からない。ということは実証実験含め、様々な調査や考察が今後も必要になってくると……」

「うん。そうなるねアトゥ。それじゃあ新たに生まれた足長蟲くん。他の個体と協力して今後は森の外も順次調査していってね」

「ギェェェェ!!」

　相変わらず神経質そうな鳴き声を上げながら、足長蟲が森の奥へと消え去っていく。

　その姿を眺めながら、アトゥは今回拓斗がすでに有しているはずの斥候をもう一体作り上げた意図を推測するため質問を重ねる。

「ちなみに拓斗様。今回は足長蟲を生産しましたが、個体ではない集団規模のユニットに関してはどのようになっているのでしょうか？」

「こっちは脳内エタペディアに載っていたけど、どうやら集団ユニットの場合は大抵ベースとなる国民が必要みたいだね。例えば騎兵を作ろうと思ったら一ユニットあたり馬千頭、志願兵千人、その他装備用の資源及び魔力、そして調練時間。加えて維持に食料が毎月どん！」

「わかってはいましたがバランスおかしいですね。というか個体ユニットの使い勝手が良すぎるってことでしょうか？　やはり英雄を中心とした少数精鋭で固めるのが現状ベターではありますね。ああ、なるほど！　だから足長蟲ですか！」

「うん、足長蟲くんは技術開発によって首狩り蟲にアップグレードできるからね。そうなると戦闘力としてはさっき言った騎兵よりやや劣る程度。コストパフォーマンスとしては最高だよ」

　足長蟲を含め一部のユニットはアップグレードが可能である。

　これは新たな技術や資源を入手することによってユニットをより強力なものへと作り変える方法のことだ。

　足長蟲もこのアップグレード可能ユニットに属しており、技術の解禁によって都合二回アップグレードが可能となる。

　もちろん一ユニット一個体なのでコストは低いまま。加えて昆虫系ユニット。

　アトゥはそれら情報を組み合わせて見えてくる戦略に瞳を輝かす。

「おお!?　ということは──見えてきました我が王よ！　つまり次に生産する英雄は……」

「迷ったけどね、《全ての蟲の女王イスラ》を呼ぼうと思う」

「やっぱりイスラですか！　あれも大概チートキャラですからね」

《全ての蟲の女王イスラ》──。

　マイノグーラが誇る英雄ユニットで、非常に強力な特性を有している昆虫型の英雄だ。

　その一つが全昆虫系ユニットの永続的強化。

　強化値が＋２という破格さであり、かつデメリット無しで効果を得ることができる。

　斥候ユニットである足長蟲を一線級の戦闘ユニットに変えることができるこの能力は、序盤どころか終盤でも通用する武器だ。

　他にもいくつか存在する昆虫系ユニットにボーナスを与える為、その恩恵は計り知れない。

　実は『Eternal Nations』においては、マイノグーラを選択するプレイヤーの殆どは初手でアトゥではなくイスラを召喚する。

　それほどまでに強力であり、かつマイノグーラの特性と合致したプレイスタイルをこの英雄は可能としていた。

「昆虫系ユニットの強化に加えて、イスラは様々な子蟲ユニットを生み出せる。本体の戦闘能力自体はさほど高くないけど、それでも戦争と内政どちらにも転用できる《子蟲産み》の能力は強力だ」

「素晴らしい選択ですね拓斗様！　これで労働問題も解決することでしょう！」

　イスラが生み出す特殊ユニットである子蟲は、効率が悪いものの労働者の代替として土地の開墾や生産などが行える。

《子蟲産み》の発動と子蟲の維持に大量の食料を必要とするが、国家の人口増加を待たずに労働者が生産できることは長い目で見ればプラスとなる。

　拓斗による生前のプレイスタイルではイスラはあまり用いていなかったので気づかなかったが、このタイミングで召喚する英雄としては最高に分類された。

　他の英雄もいるが、どれもピーキー過ぎて使いにくい。

　記憶を掘り返しながら存在する複数の英雄の特徴に思いを巡らせたアトゥは、拓斗の選択に両手で喝采を送った。

　拓斗もアトゥから賛同を得られたことに満足し頷く。

「序盤の立ち上がりとしては『Eternal Nations』におけるマイノグーラの一般的な定石ですね。多くのプレイヤーに採用されているだけあって、信頼性は高いです」

「個人的には少し面白くないけどね。まぁ現実でマニアックなプレイとか縛りプレイやってもあれだし使えるものは使わなきゃ」

「確かにおっしゃるとおりです。ちなみにその後の方針はどのようにお考えですか？」

　未だイスラの召喚すら行っていない状況だがアトゥは拓斗に将来の方針について尋ねた。

　拓斗と国家運営について意見を交わすのが楽しいという理由もあったが、何より彼の考えを聞くことで自ら先んじて役立つ行動を取ろうと考えているからだ。

　従者のそのような献身的な考えに気づかぬ拓斗はただ純粋に国家運営を楽しまんと自らの考えを披露する。

「後はそうだね。イスラの子蟲で生産能力を確保してからは《ミ＝ゴ》も少数作ろうと思う」

「ああ、衛生ユニットですね。平時でも国家の衛生状態を改善しますし、戦争でもユニット回復に使えます。何より単体ユニットなので維持コストが少ないのが素晴らしいですね」

　衛生ユニットは戦場において負傷したユニットを回復する能力を持つ。

　加えて都市に駐留することで衛生状態を改善することができる。

　邪悪な勢力故に衛生状態をさほど気にする必要はないとはいえ、ゲームのシステム外──住民の治療などに役立つため、選択としては非常に効果的なものだった。

「衛生ユニットと首狩り蟲が居れば当面の戦力としては問題なさそうですね。ただイスラの能力があっても足長蟲シリーズでは少々戦力的に心許ないかと」

　イスラを用いた昆虫戦略。この戦略は序盤でこそかなり強力ではあるが、中盤以降で戦力が不足する問題があった。

　マイノグーラが有する昆虫系ユニットだけではインフレ激しい終盤の戦いについていけないのだ。

　その問題点ももちろん把握している拓斗。

　彼は自らの内にある知識を再確認するようにアトゥの問いに答えていく。

「そうだね。マイノグーラで作製できる一番強い蟲系ユニットは首狩り蟲の上位である《ハラヘリ青蟲》くんだけれども……。このユニットは保有制限があるし滅茶苦茶鈍足だから使い勝手が悪いんだよね」

「私は好きですけどねハラヘリ青蟲くん」

「僕も好きだけどね。──ともあれ、魔導弓騎兵か精鋭騎士を大量に用意するのが定石ではあるけれども……ここは《ショゴス》かな？　個人的にも気に入ってるし」

　拓斗の言葉にアトゥがしばし考え込む様子を見せる。

　彼が言うとおり定石なら比較的大きな生産コストがかかるショゴスではなく、安価でそれなりの強さを持つ上級ユニットを生産するのが常だ。

　だがそもそも軍隊ユニットはその生産と維持に論外のコストがかかる事に気づき手を打つ。

「なるほど！　ゲームとは違ってこちらの世界では単体ユニットであるショゴスの方が総コストとしては安いんですね！」

「その通り。軍隊ユニットにお金がかかりすぎるとも言えるけど、維持費に大きな差がある分段違いだよ。今計算してみたら圧倒的にお得だった」

「以前は少し無理して生産していたある種のロマンユニットであるショゴスが使い放題。維持費もお安くお買い得……」

　アトゥの瞳が潤みをおび、うっとりとしたものとなる。

　ショゴスと呼ばれる戦闘ユニットが足長蟲以上に奇っ怪で見るに堪えない見た目をしていることはすっかり忘れている様子だった。

「最終的には三体しか保有できない国家ユニットの《ショゴスロード》を作り上げて防衛は完璧って感じだね。その頃には英雄もほとんど召喚できているでしょ」

　ショゴスは中盤から生産できるユニットである。さらに技術の解禁でその力を増幅させる特性があり終盤まで使える便利なユニットだ。

　反面生産コストと維持コストが高いという問題がゲームでは存在していたが、その問題も今解決した。

　まるで誂あつらえたように用意されたイカサマじみた戦略にアトゥも興奮を隠せない。

「ああっ！　あの頃の思い出が蘇るようです！　暴力的なまでの生産力で浮遊城から無限に湧き出て敵都市に攻め入るショゴス！　笑えるほどの勢いで溶けていく敵防衛ユニット！　どさくさに紛れて敵市民を食べるハラヘリ青蟲くん！　圧倒的力を持つ善勢力を、更に上回る超越した力で破壊し尽くして回るのはなんと胸がすく思いだったか！　……和平交渉？　キャンセルしかありませんね」

　わーっとアトゥが童女じみ、興奮で手をパタパタ振りながら拓斗に語りかける。

　その楽しそうな様子に拓斗まで興奮が伝染し、興奮した様子で過去の記憶に思いを馳せる。

「うんうん。アトゥが敵の主力を破壊して更に強くなり、他のユニットが草木一本残さず敵を殲滅する。継戦能力の高いユニットで作り上げた無敵軍隊は一瞬で世界を破滅へと追いやったよね。あれは楽しかった！」

「ユニット作りすぎてパソコンがフリーズすることまでありましたからね！　この世界もそうしましょう！」

「流石にショゴスまみれでフリーズするような世界は嫌だけど、全世界を敵に回しても勝てるくらいの戦力は欲しいね」

　早口で好きなゲームについて語り合う男女。

　端から見ればさぞかし滑稽なものに見えただろう。

　だがこの場は拓斗とアトゥしかいないし、彼らにとってもっとも重要視する相手は目の前にいて世界など関係ない。

　故に、二人は最高に幸せな時間を共有できていた。

「はぁ……浮遊城の最上階から滅び行く大地を拓斗様と睥へい睨げいする。……素敵すぎます」

「まぁそんなことにならないことを祈るばかりだけどね」

「そうですね。何より平和が一番。私も拓斗様とこうやってお話しできる穏やかな日々に一番価値を感じております」

　世界征服は彼らにとって手段であって目的ではない。

　彼らの目的は二人で平和に過ごし、二人の為の王国を作ることだ。

　そのことは二人とも忘れていなかった。

「アトゥが僕と同じ思いで居てくれて嬉しいよ」

「中には世界征服大好きだったり、世界の混乱が大好きだったりする英雄もいますしね……」

「アイツらもいつかこっちに来るんだよね。能力的には外せないし、個人的にも会いたいけど……問題起こさないでくれるといいんだけどなぁ」

「次に生産するイスラを除けば、性格終わってるユニットばっかりですからね」

　拓斗とアトゥの脳裏にマイノグーラが有するその他の英雄達のプロフィールが浮かぶ。

　そのどれもが頭のネジが全て外れており、王たる拓斗とてその暴走に巻き込まれては制御することに不安を抱くほどの問題児ばかりだった。

　しばしの沈黙。

　先ほどまでの熱が急速に冷めていく。

「平和に暮らせるといいなぁ……」

「平和に暮らせるといいですねぇ……」

　奇しくも同時に同じ台詞を口にする二人。

　こんな時まで息ぴったりになっては欲しくなかったと密かに思う。

　その後もなんとも言えない空気が二人を包み込むが、ふと何かに思い至ったのかアトゥが拓斗の顔を見上げる。

「あの、拓斗様……？」

「ん？　なにかなアトゥ」

「我々マイノグーラって、平和勝利したことありましたっけ？」

　無情に突きつけられる現実。

　平和勝利とは『Eternal Nations』における勝利条件の一つだ。

　その言葉の通り全ての国家と強い友好関係を一定量築くことで達成でき、平和主義のプレイヤーに好まれる勝利条件だった。

「…………」

　拓斗は沈黙する。

　沈黙した後、無理矢理言葉を発した。

「な、何回かあるから。全くのゼロじゃないから!!」

「こっ、この話題はやめましょう！　やめやめ！　やめです!!」

　平和主義を謳いながら、ゲームプレイ時は毎回戦争に突入していたマイノグーラ。

　その事実から目を背けるようにアトゥは叫んで話題を終了させる。

　マイノグーラの未来には、未だ暗雲が垂れこめていた。
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　ユニットの召喚も無事終わり、今後の軍事戦略もある程度見通しが立った。

　少しおふざけもあったが、時刻はまだ朝だ。

　トラブル発生を懸念して早朝より実験を行っていた拓斗は、予想以上に余った時間をアトゥとのゆっくりした朝食に充てるべく王宮建設予定地へと戻っていく。

　最近は様々な国内案件の処理に追われていたアトゥも引き続き自らの王と二人きりになれる時間が嬉しいのか、ひと目で分かるほど機嫌を上向きにさせながらその後をついていく。

　王宮建設予定地──拓斗とアトゥが転移した石造りの台座がある場所にはすでに大量の資材が運び込まれ、着々と準備が進んでいる。

　ダークエルフたちの数がまだそれほど多くなく建築に割ける人員が限られているため王宮というよりは大きな邸宅と表現したほうがよい規模ではあるが、それでも独特の建築様式で組み上げられるそれは立派なものになることは確実だった。

　いずれはこの街を王都にふさわしい巨大都市に育て上げ、自らの王宮も天を突かんほどのものにする。

　いまだ形になっていない王宮の最上階で眼下を眺めるさまを夢想しながら、簡易の住居として石造りの台座を中心に作られた天幕に入った拓斗はダークエルフ達が作ったテーブルを前にあぐらをかく。

「さっ、朝ご飯にしよう。ダークエルフ達の皆がこんな立派なテーブルと敷物を作ってくれたんだからね。存分に使わなきゃ」

「木製の簡素なもので、王が使用するには品格が足りていないにもほどがありますけどね」

　ゴワゴワとした敷物と、装飾はおろか輪切りにした木材をそのまま使用した粗末なテーブル。

　それらあり合わせの家具にやや不満な様子のアトゥではあったが、拓斗本人が存外これらを気に入っているようであまり強くは言えない。

「どうせ簡易だから適当でいいと思うけどね。それに重要なのは彼らが心を込めて作ってくれたってことだよ」

　小さな子供に言い聞かせるように自らの考えを伝える拓斗。

　彼としては根が小市民のため、あまり過度にきらびやかにすることを嫌っている節がある。

　アトゥとしてはもっと拓斗の素晴らしさを世に知らしめたいため、自らの王が質素を好むことに少しばかり不満はあったが、それもやがて自らの絶対条件である拓斗第一主義によって消え去る。

「そうですね。彼らの献身は本物ですし、材料と時間が無い中で必死に作ったこの家具からもそれは確かに伝わってきます。その点では彼らの価値を認めないといけませんね」

「皆も将来は必ず素晴らしいものを用意するといってくれたし、今はこれで十分さ」

「はい。かしこまりました。全て王の御心のままに」

　手作りの家具って結構値段するしね、等と考えながらテーブルの感触を楽しむ拓斗。

　テーブルの上にはすでに拓斗が生み出したファーストフードチェーンのモーニングセットがのっている。

　本来ならばダークエルフ達が自らの王に給仕を行うのが当然で、もちろん彼らもそれを申し出たのだが拓斗がこれも断った。

　給仕にかまける時間や余力があるのなら、まずは国家の基盤を構築することに割いて欲しいという考えがあったことと、アトゥと二人きりの時間を楽しみたいという考えがあったためだ。

「けど拓斗様？　せっかく魔力に少し余裕が出てきたのですから、もう少し上等なものを食べては？」

　頬にソースをつけながら幸せそうにハンバーガーをほおばる拓斗。

　実は加工食品であるこれらは他の食料よりも多くの魔力を消費して生み出されているのだが、その点は内緒だった。

「こういう時にしか食べられないからね。病院食ばっかりだった頃に比べれば天国さ」

「私は拓斗様にもっと健康的なお食事を摂っていただきたいのが本音です」

「破滅の王で邪悪だから、健康に悪いファーストフードも沢山食べちゃうんだよね。アトゥも食べる？　ってかサラダで大丈夫？」

「はい。私はこちらが性に合っているかと」

「そう？　邪悪な英雄なのにヘルシーすぎない？」

　山盛りのサラダが入ったボウルを何か奇っ怪なものでも見つめるような瞳で眺める拓斗。

　やがて興味が失せたのか、着色料たっぷりのジュースをストローで吸い上げながら自らの興味の赴くままに話題を変える。

「そういえばダークエルフ達の様子はどうかな？　施設の建設状況はどんな感じ？」

「順調過ぎて心配になるほど順調です我が王よ。ただ王がお与えになった慈悲に応えるためか些か無理をしている者もいくらか見受けられます」

　種族を救った恩を返さんとするダークエルフ達の献身には鬼気迫るものがあった。

　それは彼らがマイノグーラの民として邪悪な存在になった時より続いており、拓斗としても少々気になっていた問題だ。

「やぁ、気持ちは嬉しいけど無理して身体壊されたら本末転倒なんだけどなぁ」

　無理をしすぎると身体の不調を起こす。

　無理をせずとも常に身体の不調を起こしていた、それらの苦しさを知る拓斗としては放っておけない問題だ。

　だがその理由が理由であるから、休息を強引に命じる訳にもいかないのが悩みどころだった。

「各種施設の建造も急務。結果を出している上、本人達はやる気に満ちているためなかなか言いづらくもあります」

「ある程度施設が完成したらもう少し余裕を持つように伝えるかな。今は彼らの好きにさせよう」

「それがよろしいかと。加えて王のお言葉があれば彼らにとって宝石の山すら見劣りする報酬になると思います」

「うーん、期待に押しつぶされそう。けどこれで住居と食料生産施設の建築が完了したわけだ。ようやくチュートリアル終了って感じだよね」

「そうですね。後は王宮を完成させ、王の方針にそって施設を増強していくだけです。何かお考えは？」

「その点についてだけど、今後はダークエルフの皆も交えて、もっと細かな方針について意見を交わしていこうかなって思っているんだ」

　その言葉にアトゥは疑問を感じ素っ頓狂な表情を見せる。

　文明の指導者は絶対的であり、その言葉は何をおいても優先される。

　その指導者が国家の運営に関して他の者の意見を聞く必要性が感じられなかったからだ。

「彼らをですか？　確かに知識階級として受け入れましたが、国家の運営方針に関しては王の考えがまず存在し、それを他の者が補佐する形でよろしいのでは？」

　現状でもすでにモルタール老やギアを国家の要職に用いている。

　それで十分であり、むしろそれ以上干渉を受けては国家運営に問題を起こすとアトゥは考えていた。

　だが王である拓斗の考えはまた違うようだった。

「もちろん最終的には僕が決める。けれども彼らの意見を聞くことによって見えてくることもあると気づいたんだ」

　拓斗が懸念しているのはゲームでは表現されなかった細かな要素だ。

　例えば人の感情や、健康、生活といった要素だ。

　先に話題に上ったダークエルフ達の過剰労働問題も、ゲームであれば表現されなかったであろう。

　もちろん現実であれば何らかの対処が求められ、放置すれば後に大きな問題となって自らに降りかかってくる。

　これらの要素が、よりダークエルフ達が国家運営に密接に関わることを拓斗に決断させた。

　彼らの力を借りることによって、拓斗とアトゥだけでは気づくことができない問題を洗い出すことができるのではないかと考えたのだ。

「それに、最近気にならない？　仕事多すぎって」

「……確かに、最近事務的な仕事が増えたなって思っていました。これ気のせいじゃなかったんですね」

　早速ゲームでは描写されない問題が表面化した。

　ある程度他に振り分けているとはいえ、拓斗達が担う業務は膨大になる。

　曲がりなりにも国家を運営しているのだ。

　必要となる情報の確認や指示の伝達、各部署の視察などやることは山積する一方だった。

「このままだとブラック文明と化してしまう。僕らは邪悪だけど、職場環境だけはホワイトにしたいからね」

「ゲーム中ではその辺りの負担は表現されていませんでしたからね。このようなところに気づかぬデメリットがあるとは……」

「ダークエルフ達に関してもそうだよ。彼らだって一方的に方針を命令されるより、自分たちの考えや意見も聞いて貰った上で命令を出される方が納得感がある。納得することは重要だよ」

「マイノグーラの民たるもの、王の命令には意見を挟むことなく忠実に従うのが当然と思いますが……しかしながらそのようなお考えがあったのですね。であれば彼らの意見を聞きながら方針を決定することも納得です。流石我が王です！」

　王の考えを理解したとばかりに胸を張って満足げな表情を見せるアトゥ。

　彼女の愛らしい仕草に微笑みを浮かべながら、拓斗は早速自らの真意がそこにあると指摘する。

「ほら、今納得したでしょ？」

「うっ……なるほど、こういうことですか」

　図星を指され、表情を崩すアトゥ。

　確かに拓斗に説明を受け、彼女は一定の納得を得てしまった。

　これが一方的に命じられるだけであれば不満も残っただろう。

　もちろん王たる拓斗に逆らう等という考えはアトゥに存在しない。

　ただすこーしばかり不満になったり拗ねたりするだけだ。

　そしてその不満こそが問題で、先ほどの納得が重要だと拓斗は言ったのだ。

　アトゥは自らの浅慮を恥じると同時に拓斗が持つ深い考えに感服する。

　と同時に自分たち配下を重んじるその深い慈悲に感激すると、その忠誠を更に深めた。

　気がつけば食事もすでに終わりにかかっており、歓談の時間もここまでのようだった。

　どうやら話し込んでいたためいつもより時間がかかったが、その分拓斗と思う存分話し込むことができたためアトゥの満足度は高かった。

　………

　……

　…

　食事の終わった拓斗は最近お気に入りとなった石造りの台座に座りながら、侍はべるアトゥに機嫌良く語る。

「さぁ、朝ごはん食べ終わったし、早速モルタール老たちを呼んで周辺地域についての情報をまとめようか。もうすでにこの地域の大部分の情報は収集済みだけど、一段落ついたら斥候は基本警戒に回そうと思うんだ。別によその国に殴り込みにいくわけじゃないし、その相談を皆としたい」

「警戒──森の近辺にある人間の街についてですね。気をつけるに越したことはありません。むしろ重点的に注視しておくべきかと愚考いたします我が王よ」

「聖王国クオリアだっけ？　あそこの街ってわけではないんだよね？」

「いえ、違います。そことは別の、森よりずっと東に位置する中立属性国家の都市のようですね。若干飛び地のようになっていて、なんでわざわざあんな場所に街を作ったのか不明なのですが、問題はその立地です。おそらく最初に我々の存在に感づくでしょう」

　彼らがこの世界にやってきて最初に生み出した足長蟲。

　奇妙な身体とその鳴き声とは裏腹に、それは己の役目を十分に果たしていた。

　深くどれほどの規模を持つかも不明な大呪界はすでにその全貌を明らかにしており、現在調査は森の外縁部に及んでいる。

　その過程で発見されたのが話題に上った人間の街だ。

　これについてはダークエルフたちもその存在を知らなかったようで、比較的新しく出来上がった街だと思われるが、問題はその距離だ。

　隠密戦法をとる拓斗たちにとって、発見のリスクが高まるこの街こそ一番の懸案事項であった。

「ただこっちの大陸では中立属性がそれなりに存在するというのは少し安心する情報だよね。ある程度話がわかる国だったらいいけど──例の街については気になるけど現状保留かな」

「あの地域の住民はこの森を恐れてあまり近づかない様子なのが幸いですが……悟られぬ程度に情報収集するよう足長蟲に命じておきます」

　拓斗は頷き、了承とする。

「逆に、だ。ここまで慎重を期して僕らの存在を隠している以上、万が一この森に近づく者がいれば、それは何らかの意図を持っている可能性が高いってことか……」

「そうなりますね」

「まぁ悟られている雰囲気はないし、ダークエルフの追っ手もあれから数ヶ月経ってるからいまさら来る可能性も低い。なんだかんだで大丈夫だと思うけどね！」

　ばしっと石の台座を叩き、元気よくアトゥに同意を求める。

　自らの王の陽気な態度に気分を良くした彼女は、コロコロと笑いながら拓斗の言葉に軽口をもって返す。

「まぁ拓斗様ったら、あからさまにそんなこと言っちゃうとフラグが立ちますよフラグが！」

「そんな簡単にフラグが立っても困るよ。アトゥは心配性だなぁ。ははは──」

　だが。

　あれほどの陽気さを含んでいた拓斗の顔から一瞬で表情が消え去る。

「……？　いかがされました？」




「本当に来たみたい」




　次いでアトゥの顔からも色が消え、代わりに底冷えのするような冷淡な表情が浮かび上がる。

「武装した集団がこの森へ向かって来ている」

　足長蟲から緊急で通達された武装集団の情報。拓斗は先ほどの言葉を思い出しながら、それが意味するところを理解し静かな怒りを灯す。

　ダークエルフの臣民が今の彼らを見たのなら、それこそ怯えと恐怖でただ頭を垂れることしかできないであろう。

　彼らはただ平和に、そして静かに暮らしたいだけだ。

　争いなどもってのほかである。

　だが平和主義者だから安全であるなど、この世のどこにもそんな法則は存在していない。

　粘つくようなほの暗い闇と、邪悪さを孕んだ漆黒の悪意が二人から湧き出す。




　マイノグーラが善なる者たちと接触するその時は、すぐそこまで来ていた。
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第十一話　　魔女




　聖王国クオリアからはるばるやってきた大呪界調査団。

　途中蛮族などの襲撃がありつつも、彼らは無事その目的地へと到着しようとしていた。

「見えました。あれが生命を寄せ付けない呪われし森、大呪界です。クオリアから一番近い場所ですが、とりあえずこの辺りから調査してみやしょうか！」

「あれが大呪界……か」

　バルゴ団長の言うとおり、目の前に突如暗く陰鬱とした森が見えてきた。

　ローニアスが事前に確認した地図によるとこの大呪界は広大な森であり、その全てを調査することは時間的にも人員的にも到底叶わない。

　だが簡易の調査なら十分行える。そして何らかの異変があれば改めて大規模な調査団を送る予定だ。

　その為の聖騎士派兵であったし、ローニアスもそう認識している。

　簡単に終わる任務だ。だがどうしたことか……見た目はただの巨大な森であったが、それが何か不気味な化け物たちの巣窟であるかのような錯覚に陥る。

　不気味な感覚を抱きながら、ローニアスは目の前の森をじぃっと見つめ続けた。

　………

　……

　…

「全員止まれ！」

　聖騎士ヴェルデルの号令によって調査団はその歩みを止める。

　大呪界が眼前に広がり、まさに今から調査を開始しようと相談していた矢先だった。

　あれやこれやと打ち合わせをしながら進入に良さそうな森の入り口を探していた一同は、ヴェルデルへと視線を向ける。

　何があるのだろうか？

　ヴェルデルの視線が森の中へ向かっていることに気づいた全員が彼の視線の先を追うように目を向ける。

　すると、そこから人影が一つ静かに向かってくるのが見えた。

「あれは……？」

　それは一人の少女であった。

　不気味ささえ感じる白い肌、ウェーブのかかったくすんだ灰色の髪。

　身なりは麻でできたボロボロの服。

　紅い瞳は異質さを感じさせるもので、その状況もあいまって非常に奇異な印象を受ける。

　マイノグーラに住まう者であれば、その人物が破滅の王たるイラ＝タクトの腹心であり、最強の英雄アトゥであることに気づいたであろう。

　だが当然のことながら、この場にその事実に気づける者はいなかった。

「どう思うローニアス」

「おそらくヴェルデル様が予想されていたダークエルフでしょう。あの厳しい暗黒大陸の地をこのような少女が踏破したのは些か驚きですが、運の良い生き残りがいたのでしょう」

「ふんっ、生き残り……ねぇ」

　あからさまに不審げな瞳を向けながら吐き捨てるヴェルデル。

　この任における責任者はヴェルデルだ。ローニアスも傭兵団もどうするべきか戸惑いつつも彼に全てを任せることにする。

　腕を組んでじぃっと少女を睨みつけていたヴェルデル。

　やがて彼は少女がある程度の距離まで近づいてきたところで大声で誰すい何かを始める。

「おい！　娘！　貴様何者だ？　俺たちはこの森に用があるんだが、どうしてこの大呪界から出てきた!?」

「……ああ、クオリアの聖騎士様とお見受けします。私はこの森に逃げ延びたダークエルフの一人。此度はどのような御用向きでこちらへとおいでになったのでしょうか」

　一言目は至って普通。

　凛とした声音は見た目から感じる印象とは裏腹に愛らしいもので、その違和感が彼に不信感を抱かせる。

　ヴェルデルは静かに問いを重ねる。言葉だけを聞けば相変わらずであったが、その粗暴な雰囲気はなりを潜め、今は射殺さんばかりの鋭い雰囲気を放っていた。

「ここに来た理由は答えられん。重要機密だ。まずは俺の質問に答えろ小娘。なんで森から出てきた？」

「…………故郷を追われし私たちに帰る場所はありません。呪われた土地といえど、人が寄りつかないこの場所にあっては唯一の安寧の地となるのです」

「呪われた土地にわざわざ住むとは、不気味なことだな。……まぁいい、俺たちはお前が言うとおりクオリアの聖騎士だ。森の中に用事がある。入るが構わんな？」

「なりません。どうか森へ立ち入ることはお止めくださいませ聖騎士様」

「君、これは神に認められし正当なる行為でもある。拒否の言葉を唱えることは感心しないな……」

「おい、俺が喋ってんだよ、静かにしてろローニアス！」

「……っ！　失礼しました聖騎士ヴェルデル様」

　ヴェルデルの苛烈な叱咤に思わずビクリと身を震わせたローニアス。

　確かに横から口を挟んだ自分に非はあるのだが、はたしてこれほどの叱責を受ける必要はあるのだろうか？

　ともあれこの場は彼と彼女が話している。

　かの男の聖職者らしからぬ態度は後ほど中央に全て漏らさず報告しようと決意したローニアスは、次は余計な口を挟まぬようにと静かにことの成り行きを見守る。

　ちらりと少女がローニアスに視線を向けた。次いで傭兵団に。

　紅い瞳が不気味に彼らを見回す。

　果たして本当にダークエルフなのだろうか？

　視線を受けた彼ら誰しもが疑問を持つ中、少女は暫し沈黙を守る。

　やがてローニアスがこれ以上話題に入ってこないことを確認したのか、少女は再度ヴェルデルに視線を向けると感情の籠もっていない声音で続ける。

「同じく逃れてきたダークエルフたちが怯えるのです。皆辛く苦しい旅路を乗り越え、ようやく安住の地を得たばかりです。どうか、どうかお慈悲を頂けますよう願います……」

「俺たちも仕事なんだよ。できればこのまま帰りたいが、上からの命令とあればそうもいかねぇ……」

「そこをなんとかご理解頂き、森への立ち入りを諦めて頂きたいのです」

　少女の言葉は丁寧で、礼を尽くしたものである。

　その違和感ある様相を除けば、至って普通の嘆願とも言えた。

　だがこの森は全てが呪われし大呪界であり、目の前の少女は明らかにこの場に似つかわしくない異質な存在だ。

　彼女が拒むこの先に何かが存在しているといっても過言ではない。

　例えばそう──聖女が神託を下された災厄が。

「森には何がある？」

「ただ静かな平和だけがあります。何も、あなた方を脅かすものはございません。なぜこのようなちっぽけで薄暗い森にそこまでご執心されるのでしょうか？」

「ちっ！　俺たちはこの地に災厄ありとの神託を得てやってきたんだよ。はい分かりましたって言って帰ることはできねぇ……」

「ヴェ、ヴェルデル様！　今回の命は極秘！　何故神託をそのダークエルフに伝えたのですか!?」

「うっせぇな！　黙ってろって言っただろローニアス！　言わなきゃならん時もあんだよ！」

　思わず言葉を発したローニアスは再度の激高によって口を閉ざす。

　国の極秘事項を許可されない者に開示する。

　それも邪教設立の嫌疑があるダークエルフにだ。

　本来であれば背任の咎で審議にかけられるほどの罪ではあったが、ヴェルデルはそれを承知でなお交渉の打開をはかったのかもしれない。

　事実少女はこの時初めてその無機質な表情に驚きの色を浮かべ、口元に手を当てて困惑する仕草を見せたのだ。

「神託……でございますか。聖騎士様はその災厄を危惧されていると……。ですがこの地には貴方がたに危害を加えようと考える者はおりません」

「何をもってその証明とする？」

「ただ言葉をもって証明する他ありません」

「森への立ち入りは？　ほんの少しでいい。それで俺たちも納得する」

「ご遠慮願います」

「災厄が俺たちの国とその民へ降りかかる可能性は？」

「ございません。むしろ恐れるのは我々でございます」

「お前、ガキのくせに雄弁だな。交渉慣れしているし、度胸がありすぎる」

「重ねて、我々は決して貴方がたに危害を加える者ではありません」

　堂々巡りである。

　自分の正体は明かさず、ただ平穏を望むために去ってくれと懇願する。

　この場にいる全ての人間が、すでに少女がただのダークエルフでないことを察していた。

　否、ダークエルフなどという存在ですらないことを。

　会話を重ねれば重ねる程に増していく違和感。

　そして不気味なほど漂ってくる邪悪な気配。

　純粋な魔の香りをこれでもかと漂わせる少女が何を考えこの森への立ち入りを拒んでいるのか、それを知る術はヴェルデルたちにはない。

　少女も決してそれを言うつもりはないだろう。

　だからヴェルデルは決断し、この邂かい逅こうを終わらせる為の最後の質問をした。

「それは神に誓えるものか？」

「……我が神に誓いましょう」

　人ではない少女が神に誓った。

　それが果たして自分たちの信仰する神であるのか、それともまた別の何かであるのか、ヴェルデルには分からない。

　だが彼はしばらくの黙想をし、やがて目を開いて自らの同行者に告げる。

「帰るぞ」

「なっ!!」

　思ってもいなかった言葉にローニアスは驚愕の表情でヴェルデルを見返した。

　相手は明らかに邪悪な存在だ。

　神に仇なす者を前にして聖騎士──それも上級に叙される聖騎士ヴェルデルがそのような言葉を言うなどとは思いもよらなかったのだ。

　これではまるで邪悪に屈し、臆したようではないか。

　信心深く冷静沈着と評判高いローニアスもこれには流石に声を荒らげる。

「何をお考えですか聖騎士ヴェルデル様！　その者は明らかに異質な雰囲気を纏っております！　聖騎士たる貴方が、かの者の邪気を察せられぬとは何事か!?」

「邪気とか知らねぇよ。俺は帰るんだよ。アイツは平和に暮らしたいって言って、俺は納得した。それで終わりだろうが。くっそダルい、腹が減った」

　ヴェルデルはすでに決意を固めてしまったようで、だらりとまたここに来る前と同じ態度で背を伸ばし体のこりをほぐしている。

　無論傭兵団とともに困惑の最中にいるローニアスは到底納得いかない様子で、ヴェルデルに詰め寄った。

「邪悪なる存在を見逃せと言うのですか!?」

「見逃すとかそういう話じゃねぇんだよ。何も問題がない、それが調査結果だ」

「あの者が我らを欺いていたとしたら！　我が聖王国に災禍をもたらすとしたら、どう責任を取るというのです！」

「恐れに視点を合わせるんじゃねぇよローニアス。俺たちの教義は信じる事から始まるんだろうが。聖書を読み返せ不信心者が」

　ローニアスの言葉も届かない。

　ヴェルデルは既に決意を固めたようで、テコでも動かぬようだった。

　ローニアスも彼の性格をこの旅で嫌というほど思い知っていたので、言葉での説得は不可能であると諦める。

　よって彼は万が一の為にと隠しておいた切り札を切った。

「──貴方には無む辜この少女を拐かどわかし淫行に及んだ嫌疑があります。まさかあの邪悪なる少女に誑たぶらかされたのでは？」

　ヴェルデルの眉間に皺がより、途端に不機嫌が顕わになった。

「馬鹿かお前？　本気で言ってるのか？　証拠も存在しないし、根拠もない。加えて執行局によるものじゃなく出所の分からねぇ噂話だ。そもそもその話は今回関係ねぇ。自分に都合のいい形で憶測から話を作り上げるな。ぶん殴るぞ」

　この男には犯罪行為の疑いがある。今までの聖騎士らしからぬ行動とその発言、なにより邪悪を前にして臆するその態度から確信に至ったローニアスは、自らのうちにある正義に導かれるまま彼に引導を渡す。

「上級聖騎士ヴェルデル。残念ですが貴方を任務放棄の咎とがでこの任より外します。以後調査はこの私、聖騎士ローニアスが取りしきらせて頂きます」

「は？　おい、ふざけんのも大概にしろよ！　今からお前に風説と政争の講義をしなきゃならんのか？　心が生み出す偽の善心について説法しなきゃならんのか？　今やるべき事とやらざるべき事、こんな簡単な判断もつかないのか？　判断を間違えるんじゃねぇ！」

　ヴェルデルの表情に初めて焦りが見えた。

　今までの粗雑で品は無いがどこか余裕のある態度とは違って、この現状に危機感を覚えている態度だ。

　その事実が更にローニアスを視野狭窄に陥らせる。

「聖騎士ローニアス様。どうか短慮はおやめください。争いは何も生み出しません。我々は言葉を持っております」

　ヴェルデルはおろか、じっと推移を見守っていた少女まで諌めるような物言いをする。

　それが良くなかった。

　ローニアスの怒りと正義に火をつけるには、十分すぎる行いであった。

「黙れ邪悪なる者よ！」

　ローニアスが抜剣し、剣を少女に突きつける。

　場の雰囲気が明らかに変わった。

　ヴェルデルとローニアスの決裂は確かなものとなり、先ほど終わろうとしていた問題が膨れあがってくる。

「おい！　バルゴ！　傭兵ども！　お前らもこいつを止めろ！」

「ほんっとうに申し訳ねぇヴェルデルの旦那。あっしらは聖騎士ローニアス様に雇われてるんでさぁ。いくらその上司とはいえ旦那の命令は聞けねぇんですよ」

「くそっ！」

　傭兵団との交渉や事務処理を嫌ったヴェルデルがローニアスにその全てを任せたツケが来た。

　心情としてはバルゴもヴェルデルよりだったのだろう。

　だが彼ら傭兵団は何よりも信用を重んじる。

　ここで雇い主に逆らう事は彼らの傭兵としての将来を奪うこととなる。

　故にバルゴは首を縦に振ることはできなかった。

　もはや彼の意見に同意する者はいない。

　唯一少女がそうであったが、今まさに疑念を向けられている彼女にできる事はないだろう。

「聖騎士ヴェルデルの件は後でいい。まずはお前だ。その邪悪なる気配、そして呪われし森にいた理由、包み隠さず明らかにしてもらうぞ！　神の前で懺ざん悔げさせるため捕えて王都にて尋問を行う。おい傭兵！　この者を縛り上げてくれ！」

　ピクリと少女が反応する。

　困った表情で静かに首を振り、拒否の態度を表す。

　もっともその願いはローニアスには届かない。いや、はじめから彼は少女の言葉を聞くつもりなどなかったのかもしれない。

　傭兵団の団長であるバルゴが視線でローニアスに確認する。

　すでに彼らは抜剣し、各々が戦闘態勢に入っていた。

　見た目はただの少女とはいえ、その雰囲気からすでに相手が人間でないことは明らかだ。

　抵抗された場合は間違いなく戦闘になるだろう。

　約五十の傭兵と一人の少女。戦力としては圧倒的。

　だが相手は魔の者、何が起こるか分からない。

「かまわん、やってくれ！　抵抗するなら多少乱暴になってもしかたない。気をつけるんだぞ！」

「おい！　やめろ！　無抵抗の者に手を出すな！」

　ヴェルデルが叫ぶ。

　だがすでにローニアスによりその権限を剥奪されたこの男に付き従うものはなく、その言葉は虚しく虚空に響く。

　傭兵たちが少女の周りをぐるりと囲み、その包囲を狭めていく。

　そして……。

「はぁ、失敗ですか」

　少女は小さな溜め息をついた。

「ちぃっ！　くそがっ!!」

「えっ!?」

　ローニアスは己の身に起こったことが理解できなかった。

　ドンという衝撃、そして反転する視界。

　目に映る一面の青空をもって初めて、彼は自らが転倒したのだと気づいた。

「ローニアス！　大丈夫か!?」

「え、ええ……しかし、何が？」

「何がじゃねぇよ！　てめぇが言ったんだろうが！　『邪悪なる者』ってよ！　なもん見たら分かるだろうがこの馬鹿がっ！　早く立て！」

　ビュンビュンと、彼の頭上を不気味な触手が蠢うごめいているのが視界に入った。

　ツルリとした表皮を持ち、ヤリのような先端を持つ奇妙な物体。

　ビチビチと動くそれの表面には一筋の切り傷。

　いつの間にか抜剣したヴェルデルの剣先が紫に濡れている。

　ローニアスは自らが認識できぬほどの攻防でヴェルデルによって突き飛ばされ、その命を救われたことを理解し慌てて身体を起こす。

「折角何事も上手くいっていたのに、人生とはままならぬものですね」

　はぁと少女が地面に目を向け再度大きなため息を吐き、ぐるりとその首を持ち上げこちらを睨んだ。

「おい！　傭兵！　誰でもいい！　この事を本国に知らせろ！　──魔女だ！　魔女が出た！」

「す、すまねぇヴェルデルの旦那……伝令役を狙われた」

　背後から情けないバルゴの声が響き、振り返ると同時に事態を察する。

　そこにあった光景は、地面から突き出た触手によって馬ごと貫かれている伝令役だ。

　ビクリビクリと痙攣しながら口から大量の血を吐いた名も知らぬ傭兵の男は、やがて触手が地面へと戻ったと同時に鈍い音を立てながら地面に倒れ伏した。

　よくよく見れば伝令役はおろか、荷馬車に用いていた馬も同じ有様だった。

　今回の行程では大量に必要となる水や飼い葉の用意を嫌って最低限しか馬を調達していない。

　既に用意した馬は全滅している様子で、この事変を伝えるには自らの足で行わなければならないだろう。

　そして逃走や撤退をかの少女が許してくれるとも思えなかった。

　事実役目を終えた触手が新たな獲物を探すかのように彼女の背後でゆらゆらと揺れている。

「ちぃっ！　狙いが正確だなおい！」

「ほら、お目当ての化け物ですよ？　邪悪の顕現ですよ？　貴方がたが望んだ、神に仇なす闇の存在が現れましたよ」

「ヴェ、ヴェルデル様……」

「狼狽うろたえるんじゃねぇローニアス。やるしかねぇんだよ……戦闘態勢！　一切気を抜くんじゃねぇぞ！　命をかけろ！」

　ヴェルデルの鼓舞で全員の瞳に闘志の火が灯る。

　皆が皆この場を切り抜けないことには明日がないことを理解し、覚悟を決めたのだ。

「ああ、立ち向かうのですね聖職者。いらぬ詮索と正義感で取り返しのつかない選択をしてしまった愚か者は、この災厄にどう立ち向かわれるのでしょうか？」

　どろりと、麻でできた彼女の衣装が溶け始める。

　まるで汚泥があふれるかのような、澱みきった悪意がその身体からこぼれ落ちるかのような現象が少女を中心に発生し、やがてその衣装を形作っていく。

　闇を内包した黒のローブ。ねじれを含んだ歪な装飾品。

　くすんだ灰色の髪に、地獄そのものかと思われるような吐き気を催す瞳。

　彼女の背からいくつもの触手が生え、獲物を狙うかのようにゆらゆらと揺れる。
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　紅い瞳が彼らを捉え、ソレは嗤った。

「──さぁ、祈れ」

「「神よ！　我に邪悪を打ち倒す力を！」」

　ヴェルデルとローニアスが同時に神の奇跡を身に降ろす。

　傭兵団が弓に矢をつがえ、少女に狙いを定める。

　少女はニィッと凄惨な笑みを浮かべ、そして一歩を踏み出す。

　マイノグーラの英雄たる汚泥のアトゥ。

　破滅の王が全幅の信頼を寄せる彼女は、初めてこの世界でその猛威を振るおうとしていた。




　不意の遭遇から決裂──そして戦闘への移行。

　何もかもが予定外で不本意な結果だ。

　まるで運命の天使に嫌われているようだと内心毒づきながら、ヴェルデルはゆっくりと迫る少女──魔女を見据える。

「くそがっ！　上手くいっていたのによぅ！　最悪だぜ！」

「完全に同意ですね。私も本来はこのようなことをした──」

「矢を放て！」

　魔女の言葉を待たずして、ヴェルデルの号令によって傭兵団から矢が放たれた。

　全力で引き絞られた弓から解き放たれた矢が都合十数本少女に襲いかかる。

　だが彼女の背後から伸びた触手がその全てを弾く。

　人の身では不可能な反応速度を当たり前のように見せた彼女は、何故か嬉しそうに笑みを浮かべた。

「……へぇ、容赦がない。そういうの好きですよ。大好きです」

「ちぃっ！　余裕でいなすかよ！」

「ヴェ、ヴェルデル様……魔女とは一体？　この者が魔女だと言うのですか!?」

　矢による攻撃は無意味。ダメージどころかけん制にすらならない。

　相手が一筋縄ではいかないことを嫌というほどに感じながら、ヴェルデルは狼狽えるローニアスへ視線を向ける。

　もしかしたら彼は魔女のことをバルゴの言葉通り邪教の集団や凶暴な魔獣であると判断していたのかもしれない。

　もしくはあくまで人の範疇としてソレを認識していたのかもしれない。

　自らが抱いていた懸念を、そして絶対に秘匿すべしと厳命されたクオリアが抱える危機的状況を、もっと共有しておくべきだった。

　そのように反省しながら、ヴェルデルは遅きに失した魔女についての情報を簡潔に説明する。

「聖女様が神託を下され、お偉方が認定した災厄指定の化け物だ。現在二人だけ確認されている。恐らくコイツはその三人目だ！　北方州騒乱の原因が魔女個人でもたらされたものだって言えば、お前もそのヤバさが分かるだろ!?」

「そ、そんなまさか……」

「…………」

　魔女。

　ヴェルデルが語った言葉は少女の危険度をこれでもかと表している。

　いまだ鎮圧の兆しを見せない北方州の騒乱。そしてその原因とされる災厄。

　聖王国が必死に隠す世界の危機が、まさかこのような形で目の前に現れるとはローニアスも思いもよらなかっただろう。

　少女は変わらずゆらゆらと触手を揺らし不気味な瞳でこちらを見つめている。

　遊んでやるから来いとでも言わんばかりの態度だ。

　逃げることは叶わない。

　上級聖騎士のヴェルデルでさえようやく対応できるほどの攻撃速度で、かの魔女はローニアスにその凶牙を向けた。

　背を向ける余裕などどこにもないのは明らかだ。

「一気に行くぞ！　傭兵、お前らじゃ荷が重い！　補助に回れ！」

　ヴェルデルが吠え、ローニアスが剣を構える。

　ふたりとも魔獣討伐の経験はある。

　人ならざる脅威に対する技術は確かにその身に宿している。

　聖騎士だけが使える聖剣技による祝福によって恐怖は感じない。後は全身全霊をかけて相手を打ち砕くだけだ。

「あわせろローニアス！　おおおおおおっ!!」

　バンッと強烈な破裂音を鳴らしヴェルデルの足元が爆ぜる、次いで雷鳴の如き疾駆。

　追うようにローニアスが疾走する。

　災厄の魔女との戦いが、今ここに始まりを迎えた。

　……傭兵団はその瞬間を視認することはできなかった。

　それは彼らの動体視力を優に超える攻防だった。

　唯一ローニアスが少女に飛びかかる瞬間は見えたが、それですら常識を逸した速度だ。

　先の戦闘で見せたように、上級聖騎士ともなれば化け物じみた戦闘能力を誇る。

　それは下位のドラゴンと同等とされ、下級聖騎士のローニアスと合わせれば小規模な災害と評しても過言ではないほどの力を有している。

　されど彼らの力量すら及ばぬ異常がそこにはあった。

「遅いですね。そして無力」

　聖騎士が誇る全力の攻撃を受け止め、なお余裕の表情。

　二人の剣は交差するように防御姿勢をとられた少女の触手によって防がれている。

　上級聖騎士の攻撃速度を上回る防御。

　それは二人の力量がかの魔女に及ばないことを示したかに思われた。

　だが、

「いや、意外となんとかなるかもしれねぇぜ！」

「──むっ？」

　バシャアッと紫色の血しぶきを上げ、一本の触手が地面に転がった。

　二人の聖騎士は一跳躍で飛び退き、降り落ちる血しぶきを浴びぬように後退する。

　ビチビチとまるで命があるかのように跳ねる触手を眺め、次いでその切断面を眼前まで持ち上げ眺め。

　魔女と呼ばれた少女は少々困った様子で眉を顰ひそめる。

「神の加護による神罰術式……と言ったところですか。邪悪属性に対する特攻及び防御力増加。これだから善文明のユニットはずるいと言うのです」

「言ってる意味が分からねぇが！　この隙は見逃さねぇぜ！」

　再度の疾駆。そして斬撃。

　動く影は同時に二つ。あわせるタイミングは完璧の一言。

　先ほどの繰り返しのように、またしても血しぶきがあがる。

「ふむ。切られますか」

　二本目の触手が切り落とされた。

　だがヴェルデルたちによる攻撃の手は休まることを知らない。

　血しぶきを掻い潜るように獣性を帯びた動きで下段から潜り込んだヴェルデル。魔女は彼に向けて残る触手四本の内二本を向かわせて貫かんとする。

　だが必殺のはずの貫きは、くるりと円を描くような独特の剣撃によって難なくいなされる。

　接近戦を強いられたことで触手の加速が落ちたのだ。

　有利をものにせんと回転する独特の剣技、一振り毎に神聖を帯びるその御業に少女は苛立ちを覚え始める。

「これはどうです？　──ちっ！」

　少女の視界に影が落ちた。

　上空から狙われていることを瞬時に察した彼女は確認せずに上方へと触手を振るう。

　遅れて来る衝撃と破裂音。

　触手は残り三本。

　今度は少女が飛び退き距離をとる番であった。

「いまだ！　矢を放て！」

「聖騎士を少し舐めていました。これは手強い」

　本数が減った為か先ほどよりもせわしなくその触手を動かし矢を弾き飛ばす少女。

　道中でのやりとりとは反対に、二人の聖騎士の連携は完璧であった。

　戦闘能力に優れるヴェルデルが苛烈に攻め、ローニアスがその隙をつく。

　傭兵団は下手に動かず遠距離攻撃に徹する。

　このまま残る触手を全て撃破すれば彼らの勝利は確実と思われた。

　だが相手は災厄をもたらすもの。

　うちに秘めたる悪意は底知れず。

「では、こういう趣向はどうでしょうか？」

「なっ!?」

　形勢不利とみた魔女は戦法を変え左右に触手を伸ばす。

　ヴェルデルが慌てて警告の言葉を発しようとした時にはすでに遅い。

　うわっ！　と小さな叫び声が二つ聞こえたかと思うと、その触手に絡め捕られた二名の団員が魔女の目の前に掲げられた。

「私、人間って好きです。弱いし脆いし、同族意識が高く盾にもってこい」

「だ、だず、げて……」

「ふふ、お静かに」

「げべぇっ！」

　喉に触手の先端が突き刺さる。

　囚われた団員はビクリと大きく震えるが、それでもまだ死んではいないようだ。

　典型的ではあるが、効果は大きい。

　彼ら聖騎士には到底考えも及ばない戦法だ。

　下劣な行いにヴェルデルの顔にも思わず怒りが滲む。だが激情に囚われるなとヴェルデルは己を律する。

　これは挑発だ。目を曇らせては勝機を逃す。

　邪悪に人の倫理を期待してはいけない。彼らは理解の範疇から大きく外れた存在なのだ。

　事実彼女は心底楽しそうに苦しむ団員を揺らし見せつけている。

「この外道がっ！」

「ローニアス！　迂闊に動くな、怒りを抑えろ！　相手は人質を取らなきゃならねぇほど疲弊している！　同時にいくぞっ！」

「おお！　来ますか！　盾はどうしますか？　殺しますか？　そうですよね、たかが傭兵、さして価値はないですよね」

　盾になった傭兵団の団員二名は程なくして血しぶきを上げながら絶命する。

　だがこの場で躊躇しなかったヴェルデルの胆力こそ褒め立てるべきだろう。

　事実彼らの死を無駄にしないとでも言わんばかりに行われた攻撃によって、魔女の触手はおろか、その身体にも一筋の傷を与えることに成功していた。

「あと二本だ……あと二本、奴の気持ち悪ぃ一物をぶった切れば俺たちの勝ちだ」

「はい、ヴェルデル様」

　すでに魔女の戦法は見破った。

　もはや決着は眼前まで迫り、彼らの秩序が悪を打ち滅ぼす時が来ようとしている。

　魔のものに似つかわしくない白く美しい頬についた一筋の傷。

　災厄の魔女は確かに殺せる。

　それが彼らに勝利という名の希望を与えていた。

「行くぞ！　気を抜くな──」

　最後の時が訪れようとしている。

　全てが終わる最後の時が。

「言い忘れていたんですが」

　不思議なことに、今しがた思い出したかのように魔女がポンと手を叩いた。

　そしてニッコリと本物の童女を思わせる屈託のない笑みを浮かべ、放たれた一撃が自らの頭蓋を割ろうとする寸前、




　無数の触手をもってヴェルデルを串刺しにした。




「……私の強さは分かりやすく言って軍団規模です。一般の兵士で換算すると大体五千は集めないと話になりません。あとこれおかわり自由です」

　彼女の背後から無数の触手が生えてくる。

　最初から遊ばれていたのだ。

　勝てると思った自分の見立てがどれだけ甘かったかヴェルデルは苦悶の表情で後悔する。

　腹に刺さった複数の触手、もはや自分の命が尽きようとしていることを理解した彼は、最後の足掻きとばかりに触手を掴み、ごぷりと血を吐く。

「に、逃げろローニアス……」

「ヴェ、ヴェルデル……様」

「早く逃げろぉぉぉ!!」

　小首を傾げ、少女はヴェルデルの頭蓋を突き刺した。

　ビクリと大きな痙攣を一つ起こして沈黙する聖騎士。
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　ドサリと地面に落ちた身体はすでに抜け殻で、彼の命が永遠に失われてしまったことを示唆している。

「さて、次は貴方の番ですね聖騎士ローニアス。彼はすぐ殺して差し上げましたが、残念ながら貴方はそうはいきません」

　無数の触手が彼女の周りでゆらゆら揺れる。

　今からお前を殺すと宣言するかのように、絶望を見せつけるかのように。

　もはや彼が勝てる道理はどこにもない。

　ヴェルデルが失われた以上、ローニアスではその触手を切断することすらままならないのだ。

　傭兵団にも絶望が漂い始める。

　ローニアスが討たれたら次は間違いなく自分たちの番だ。

　そのことを理解した傭兵の一人が叫びをあげる。

「ひっ！　ひぃ!!　──あべぇ！」

　恐怖に駆られた団員は弓矢を放り出し逃走を図り──地面から突き出た触手によって呆気なく殺された。

　少女はちらりとそちらを窺い、視線をローニアスへと戻す。

　逃走は無意味。全員に絶望が走る。

　だがローニアスだけはその仕草に違和感を覚えていた。

　なぜ少女はことさら逃亡者を気にするような仕草を見せたのだ？

　そう言えば最初も馬と伝令を狙っていた。

　小さな疑問がいくつも組み上げられる。

　凝縮された時間の中、その答えに至った瞬間ローニアスは大声で叫んだ。

「全員バラバラに散れ！　一人でも生き残りこのことを伝えるんだ！」

「これは参りましたね……。仕方ない」

　明らかに焦りの表情が魔女に浮かんだ。

　同時にローニアスは己の推論が当たっていたことを察する。

　少女は何かの合図をするように手を振り上げてサッと下ろすと、彼が予想していた通り、無数の触手を逃亡者の追撃へと向けた。

　ドン、ドン、と鈍い音をたてながら鉄の槍を思わせる鋭さで地面に突き立てられる触手。

　周囲から逃げる団員が串刺しにされる絶叫が響く。

　そしてローニアスはこの一瞬にかけた。

「神よ！　我に邪悪を打ち倒す力を！」

　神の力を再度降ろし、全身全霊をかけて魔女へと駆ける。

　傭兵団の始末に気を取られていた為、少女の守りは手薄。

　慌てるように迎撃に来た残された触手をなんとか打ち払い、少女の懐へ入り込む。

　刹那の攻防。そして勝利の女神は彼に微笑む。

　残る触手の迎撃ももはや間に合わない。

　この一撃で全てを決する覚悟をもって、亡きヴェルデルの仇をとらんとして、ローニアスは剣を振り下ろした。

　──キィン。

　硬い金属音、そして目の前に広がる光景。

　ローニアスは、わなわなと震えながらこぼれ落ちそうになる剣を握り締める。

「な、なぜ……!?」

「今のは驚きました。褒めて差し上げます」

「なぜ貴様が!?」

「──神の祝福儀礼が施された聖騎士剣を、どうして使えるか？　でしょうか？」

　全ての触手を封じられ、懐に入り込まれた災厄の魔女。

　だが彼女は地面に落ちていたヴェルデルの剣を拾い上げ、ローニアスの攻撃を凌いだのだ。

　邪悪なるものは祝福が施された聖騎士の武器を使うことができない。

　これが聖王国で一般的に信じられている常識であり、不変の事実でもある。

　だがそのような常識など無意味とばかりに少女の手に収まるヴェルデルの聖騎士剣。

　何が楽しいのか、コロコロと笑う少女はくるりと円を描くように剣を振り、構える。

　その動きがこの戦いで目の当たりにした聖騎士ヴェルデルの動きに重なる。

「奪ったのですよ。そこに倒れる聖騎士の技を。積み重ねられた研鑽を、鍛え上げられた技能を、殺したときに」

　馬鹿な！　という思いがローニアスを支配する。

　相手の能力を奪うというだけでも異常の一言に尽きるのに、加えて聖なる御業までも奪ったというのだ。

　邪悪なるものに模倣され、収奪されてしまう。

　絶対無二の神の威光がいとも簡単に穢されてしまうのであれば、果たして正義とはなんなのか？

　ローニアスはただ震えることしかできない。

　自分たちが殺されれば殺されるほど、この魔女は力をつけるということを悟ってしまったからだ。

「どうやら聖騎士ヴェルデルは一ユニットに値する猛者だったようです。もしかしたら偉大な何かを成し遂げる星の下に生まれていたのかもしれませんね。貴方の短慮でさっき死にましたが」

　逃げ遅れた傭兵達の絶叫が聞こえる。

　ただ呆然と立ち尽くすローニアスを放って傭兵の処理を行う意味は明白だ。

　その誇りを穢しているのだ。

　聖騎士としての、全ての誇りを。

「彼の《聖剣技》とともにその思いが伝わってきます。自分がここで死んだらローニアスはどうなるのか？　彼の家族、妻のマーシャと娘のミーナはどうなってしまうのか？　傭兵団にも家族や待っている人がいる。彼らはどうなるのか？　死ぬわけにはいかない。決して死ぬわけにはいかない。何より自分にも待つ人が──とても勇敢で、とても気高い男ですね彼は」

「馬鹿な！　そんな馬鹿な！」

　ローニアスはなりふり構わず叫んだ。

　それは確かに彼が愛する妻子の名前だった。

　愛しい妻と娘。一度だけ、ヴェルデルに語ったことがある。

　粗暴で品がなく聖騎士として不適だと内心見下していたヴェルデルがどれほど自分たちの身を案じてくれていたのか、どれほど気高き魂を持つ人間であったのか。

　ローニアスは半ば泣きながら、情けなく叫んだ。

　偉大なる男の魂と記憶が、かの男が抱いた気高き誇りが、目の前の邪悪に奪われ今まさにもてあそばれているという絶望に。

「貴方はいま何を考えていますか？　上級聖騎士に相応しき度量と力量、なによりも気高さを持ち合わせる彼に対して、ちっぽけな貴方は何を考えていますか？」

「に、逃げ延びた傭兵が、必ずや我が国にこの事を伝え、お前を討ち滅ぼす聖なる軍勢をよこすだろう……。彼の意志は決して消えることはない！」

　彼の作戦は半ば成功していた。

　逃げ出した傭兵の追撃に回っていた魔女の触手だったが、四方八方に駆ける数十名の人間を全て殺害するには至らなかった。

　何名になるかは分からないがその凶牙から逃げおおせた者がいる。

　その者がきっとこの窮地を知らせるだろうと……、ローニアスは確信していた。

「ああ、あれですか。みなさーん！　首尾はどうですかー？」

「……は？」

　まるで場違いなほど軽快にあげられた声に思わずぽかんと口を開けるローニアス。

　同時に、彼の周りに人の気配が現れ取り囲む。

　十数の鋭い視線がローニアスに刺さった。

　銀色の髪に、特徴的な長耳。

　憤怒と憎悪がありありと滲む表情の彼らをローニアスは確かに知っていた。

「ダ、ダークエルフ……」

　唖然とした表情で呟くローニアス。

　その言葉を聞いたアトゥは不思議そうに首を傾げる。

「あれ？　私、仲間がいないって言いましたっけ？　言ってませんよね？」

　コロコロと笑う少女は嗜虐的な瞳で戦意を喪失した聖騎士をあざ笑っている。

「あっ！　すいません。彼らのご紹介がまだでしたね。ご紹介します……平和を愛するダークエルフの皆さんです」

　するとダークエルフ達の中でも目に見えて強者と分かる男がローニアスの足下に何かを放り投げた。

　ゴロゴロと転がる何か。

「バルゴ……」

　その首と目があった瞬間、ローニアスは自らの作戦が完全に失敗したことを悟る。

　先ほどのダークエルフが少女の横へと移動する。そうして膝をつき、まるで圧倒的存在に礼節を尽くすように静かに言葉を紡ぐ。

「全て残らず始末しました」

「はい。良い仕事ですよ」

　少女──魔女とダークエルフはどのような関係なのだろうか？

　ヴェルデルの予想通りダークエルフ達が邪教を作り上げ、その邪悪なる儀式によって魔女を呼び出したのだろうか？

　それを確かめる術がないローニアスは、ただただ己がしてしまった致命的な過ちと、それがもたらした結果に絶望する。

　あれほど自分の短慮を忠告してくれたヴェルデルは死に、情報を託した傭兵団も全滅した。

　そして自分にも終わりが来ようとしている。

　全ての希望が潰ついえたことを理解したローニアスは震える手で剣を握る。

「お待たせしました。さぁどうぞ？　貴方が不適切と解任した聖騎士ヴェルデルの剣でお相手致します」

　くるりと円を描くように回され構えられた動きは、確かにヴェルデルの技そのものだった。
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「──あり得た未来の話をしましょう」

　夕日が世界を紅く照らし、戦いの終わりを告げる。

　既に勝敗は決し、奇跡は起こることなく、当然の結末が聖騎士ローニアスのもとに訪れていた。

「貴方がそこで無様に死んでいる聖騎士ヴェルデルの言葉を聞いた場合の話です」

　アトゥは全身傷で覆われた聖騎士ローニアスを触手で吊し、彼に向かって言葉を贈っている。

　既に彼に抵抗する力はない。

　聖騎士ヴェルデルの剣技によって思う存分痛めつけられ、彼はその戦意と抵抗力を根本からへし折られあらゆる気力を失っていた。

　アトゥは語る。静かに語る。

　すぐさま殺すのが彼女の責務にもかかわらず、そうせねばならぬ、そうせざるを得ないとばかりにアトゥは滔とう々とうと語った。

「その決断に納得がいかないまでも了承した場合、貴方は無事故郷へと帰ることが叶います。

　通常通り報告を行い──まぁ査定は多少悪くなるかもしれませんが、それでも無事任務を終え家路につくことができるのです。

　出迎えてくれるのは愛する妻と娘。暖かい家の温もりと、芳しいスープの香り。二人を抱きしめ、親愛の言葉をささやきながら、貴方は無事に任務を終えた感謝と、この平和を守る誓いを神に捧げます。

　……一方の私にも安寧が訪れたことでしょう。貴方がたが存外話のわかる人間であったことに安堵し、この平穏がいつまでも続けばと願いながら眠りにつくのです」

　静かに語られる言葉ではあったが、そこにはハッキリとした憎悪が込められていた。

　なぜそうしなかったのかと、なぜ忠告を無視して短慮に走ったのかと。

　確かな怒りがそこにはあった。

「貴方が選択した未来の話をします」

　ローニアスは既に瀕死だ。

　裂傷による出血で既に意識ももうろうとしているのか、口からはひゅーひゅーと小さな呼吸が漏れ、目は僅かながら開かれている。

　まだ魂が消え去っていない証拠だ。

「貴方はこの後死にます。無残に苦しめられ、なんの成果もなすことなく死んでいくのです。

　貴方の家族の名前を知った私が次にすべきは家族を殺すことです。マーシャ、そしてミーナを考えられる限りに苦しめてから殺します。──ああ、娘はまだ赤子でしたね。折角ですので化け物らしく喰らってやりましょう。

　私はそもそも人肉はあまり好みではありませんが、それでも香辛料をたっぷりかけて焼くか煮るかすればなんとか食えないことはないでしょうからご心配は無用ですよ」

　滔々と語りながら、アトゥはローニアスの顔を見つめる。

　その表情に浮かぶ苦悶と後悔と絶望、その全てを余すところなく堪能するかのように、彼女の言葉は次第に艶を帯び、喜悦を含んでくる。

　アトゥはこの状況を楽しんでいた。

「それだけではありません。正統大陸と暗黒大陸が接続する場所にはあなた方が移動の際宿泊したクオリアの村々がありますね？

　意味も理由もありませんが、見つけ次第住民を皆殺しにして焼き払うことにしましょう。あっ、万が一貴方の妻や娘と同じ名前の方がいれば念入りに苦しめてから殺しますのでお喜びください」

　ローニアスは小さく首を振った。

　彼に残された命の炎、その最後の全てを振り絞って行われる抗議と慈悲乞いだ。

「私、なめられたら終わりだからその時は絶対殺せって大切な方から教わっているんです。だから殺しますね。何人でも何百人でも、何千人でも何万人でも殺します。可哀想ですし、本当はやりたくないですが、それでも殺します。──それが貴方の選択です」

「や、やめろ……おねがいだ、やめてくれ」

　ぜぇぜぇと絞り出された言葉を彼女はわざと無視した。

　あの時、平穏を求めるアトゥの声をローニアスが無視したように。

　アトゥもまた、ローニアスの願いを聞き届けることはなかった。

「貴方は良い人だったのでしょう。神に祈りを捧げ、国に尽くし、国民となにより家族を愛した。立派ですね、これだから自らを正義と信じる者は嫌いなのです」

　魂に絡みつく呪いの言葉をこれでもかと放ち、アトゥはようやく満足した。

　飽きたといった方が正しいかもしれない。

　だがどちらにせよ聖騎士ローニアスという名の男が歩んだ人生が、ここで潰えることに変わりは無かった。

「さようなら聖騎士ローニアス。優しく勇敢な貴方は必ずや神の愛に包まれ天の国へと向かうことでしょう。天国の特等席で、どうぞ大切な人たちが惨たらしく死ぬさまを思う存分御覧くださいな、ふふふ、あはは……」

　魔女が嗤う。

　全てを憎悪するかのように、全てを呪うかのように。

　ローニアスは自分がとんでもない過ちを犯してしまった後悔と、自らの感覚が間違いなくこの邪悪を見抜いていた確信と、そして何より……。

　愛する人々がこれから受けるであろう絶望に、心を狂わせた。

「あ[image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛][image: あ゛]あっ!!」

「ははハハッ！　アハハハハハハッ！」

　そして、一人の男が持つ正義と視野狭窄によって予期せぬ災厄に晒された大呪界調査団は……一人残らずその命を暗黒大陸で散らすこととなった。

　後には静寂が残るばかり。

　残されたるは災厄の英雄。

　すぅっと風が吹き、清涼感を伴ってアトゥの髪を撫で上げる。

　彼女は死した聖騎士ヴェルデルの死体を暫くの間、まるで弔うかのように静かに眺めていた。

　………

　……

　…

「お見事でしたアトゥ殿……死体の処理は我々にお任せください」

　ダークエルフの集団から声がかかる。

　その声の主が逃亡した傭兵団を無事始末して見せた戦士長ギアであると判断したアトゥは、視線を向けることなく言葉を返す。

「時間がかかるのは避けたいですね。私も手伝いますのでさっさと済ませてしまいましょう」

　死体の数は五十ほどにも及ぶ。

　それら全てを放置していてはこの場所で起こった戦闘が露見する可能性がある。

　さらには遠方に放置した逃亡傭兵の死体も回収せねばならない。

　もっとも地面が吸った血液までは処理することは叶わないが、それでも腐肉の匂いが辺りに立ちこめて周囲の魔獣や獣を呼ぶ危険性は避けられるだろう。

　隠匿は最重要項目であったし、彼らの武装をそのまま得る事ができるということは未だ物資に乏しい彼らの国家にとっても重要な意味を持つ。

　故に死体の処理は必須だった。

　アトゥが触手を生み出し、目につく死体を器用に一カ所に集めていく。

　ギアが戦士団に指示を出し、命を受けたダークエルフ達が手際よく死体の回収に向かう。

　数人で一組になった戦士達が四方に駆けていく様子を監督しながら、ギアはアトゥに語りかけた。

「しかし、余りよろしくない結果になりましたなアトゥ殿」

「ええ、彼らはこの森に何らかの異変があるということで調査に来ていた模様。察するに我々のことが感づかれている可能性があります」

「なんと！　そ、それは……」

「ヴェルデルと呼ばれた聖騎士は聞き分けが良かったので上手くいくかと思ったのですが……」

「事実として我々は別にかの国と事を構えようとはしておりません。場所も離れておりますので、最良の結果になるかと私も期待していたのですが……」

「まっ、基本善属性とは分かり合えないってことでしょうね」

　当初アトゥは彼らとの対話を、逃げ延びたダークエルフの娘を装って行っていた。

　それはマイノグーラの存在を露呈させない為の作戦であり、相手の目的が分からないが故の行動だった。

　会話を通じて出方を見つつ交渉を行い、去ってくれるのであれば良し、去らないのであれば情報秘匿を優先して皆殺し。

　それが拓斗が考えた作戦だった。

　だが蓋を開ければこの有様だ。

　もしかしたらもう少し良い方法があったのかもしれないが、どちらにしろ彼らの目的を考えると皆殺しにせざるを得なかっただろう。

　少なくともマイノグーラの存在を知らしめる選択肢は現状ではあり得ない。

　故にこの結果は避けられないものであったのだろう。

　ギアはまだまだ自分たちが危機的状況にいることを理解しながら、作業を早めるため近くにいる部下へと指示を送る。

　同時にアトゥの様子をチラリと窺い、疑問に思っていたことを正直にぶつけた。

「アトゥ殿……先ほど言っていた言葉、実際になさるので？」

「言っていたこと？　ああ！　彼の妻子の話ですか！　するわけないじゃないですか！」

　その言葉に唖然とするギア。

　武装集団の調査及び交渉役としてアトゥが話し合いをしている間、彼らは背後の森に潜み静かにそのやりとりを全て聞いている。

　マイノグーラの王である拓斗の命によってアトゥから指示がない限り決して姿を見せるなと厳命されていた為、逃亡する傭兵達を始末するまで彼らが戦闘に加わることはなかった。

　よってずっと様子を窺っていたのだが、アトゥの言葉は邪悪になったギアの心をもってして、心胆寒からしめるものだった。

　その言葉が嘘とは……、加えて「なに冗談を真に受けているのですか？」とでも言わんばかりのアトゥの態度。呆れを越えて唖然とすることしかできない。

「ただあの聖騎士がどんな表情をするか興味があったので嫌がらせで言ってみただけです。私は平和主義者なのです。そんな恐ろしいことは到底できません……」

　カラカラと笑う少女にギアは薄ら寒いものを感じずにはいられなかった。

　初遭遇時に恐怖を覚えたものの、今までのやりとりで人間味を感じていたのだ。

　特に少し抜けたところがあり、時折王に注意を受けて落ち込む様子などまるで本物の童女のようだとすら考えていた。

　ギアはその全てが自らの勘違いであり、やはり目の前の存在は自分たちとは別次元の魔であることを強く認識する。

　もっとも、だからといって殺された聖騎士たちに同情することはない。

　アトゥが彼らを殺さなければ、逆に殺されていたのはギアたちダークエルフだろう。

　聖王国の尋問は苛烈であり、邪悪なる存在に容赦が無いと言われている。

　マイノグーラの存在が露呈すれば秩序と正義を信奉する彼らが行う行動など考えるまでもない。

　自分たちが安全な暮らしを得た瞬間に相手を慮おもんぱかる余裕を見せるなど、愚かさ極まる。

　ギアは自らの部族が受けた仕打ちを忘れてはいない。

　彼の知る愛する仲間と、見ず知らずのどこかの誰か、どちらを優先すべきかなど天秤にかけるまでもなく判断できることだった。

「まぁ雑談はさておき、早く終わらせましょう。王に直接報告すべきことが多くあります」

「む？　何かご懸念でも？」

　さし当たっての危機は去ったにもかかわらず、なにやら急いだ様子を見せるアトゥにギアも首を傾げる。

　取り立てて問題があるようには見えなかったが、どうやら彼があずかり知らぬところで事態は思わぬ方向に向かっているようだ。

「ええ、敵を撃破したときにいくつかの情報を奪取できました。──すこし、良くない傾向です」

　聖騎士ヴェルデルを殺したときに彼の遺志がアトゥに流れ込んできていた。

　その殆どが仲間を思う情報で価値のないものであったが、北方州の騒乱に関する情報はアトゥの興味を誘うに十分なものだった。

　そして何より魔女と呼ばれる存在。

　聖王国クオリアとエル＝ナー精霊契約連合が保有する聖女と同程度と予想される大陸災厄。

　未だ幸いにも遭遇はないが、アトゥの予想が正しければそれは英雄クラスの力を持った存在だ。

　国力戦力共に未だ乏しいマイノグーラ。

　唯一のアドバンテージであると思われる英雄の力も、相手が同規模の戦力を保有しているとなれば効果は薄れる。

　早急にその対策と今後の方針を考えねばならぬだろう。

　ギアもアトゥの態度に事態の逼迫した状況を感じ取り無言で頷く。

　彼女の懸念は国家の懸念であり、ひいては国民全ての安寧を脅かす脅威となる。

　サッと手で合図をして戦士団に向かって作業をさらに急がせると、自らも死体の処理に加わる。

　世界は、大きく動こうとしていた。







第十二話　　世界に災厄が蒔かれる時




　聖王国クオリアが派遣した災厄に関する調査団。

　彼らとの交渉が決裂し、殲滅をもって事態を終了させたアトゥは死体の処理を手早く済ませ、自らの王たる拓斗へと報告を行っていた。

「魔女……それは『Eternal Nations』では一度も聞かなかった話だよね」

「はい拓斗様。今回の接触で再度確信しましたが、やはりこの世界は『Eternal Nations』のものではありません。ゲームのシステムが適用される部分はあれどその仕組みは全く違うものと考えなければいけません」

　この世界にやってきて拓斗達は様々な情報収集を行っている。

　その中で導かれた結論に、この世界がゲームである『Eternal Nations』とは違ったものであるというものがあった。

　この判断の根拠としての主たるものが文明に関連していた。

　聖王国クオリアもエル＝ナー精霊契約連合も『Eternal Nations』には出てこなかったものだ。

　加えてかの二国が力をつけるにいたった聖女という存在。

　これについても拓斗たちは初耳であった。

　伝承好きのエムルを捕まえて朝から晩まで様々な話を聞き出したが、聖女に関する話を含めこの世界における伝承もまた彼らが『Eternal Nations』で知るそれとは違い、二人に大変な驚きを与えたのだ。

　そのほか様々な要素がこの世界独自の法則を示している。

　異世界転移とはよく言ったものだ……。

　拓斗は生前一部で人気があったファンタジージャンルを思い出す。

「アトゥが奪ってくれた聖騎士の記憶を分析してもそうなんだよね？」

「はい、記憶は死の直前強い思いを抱いていた部分しか見ることができませんでしたが、それでもある程度のことは分かりました。彼らは現在の状況に陥るまで比較的平穏な暮らしを続けており、ここ数十年は大規模な軍事衝突を経験したことがなかったようです。強力な指導者の存在も確認されませんし、この二つの国家をプレイヤーとして判断するのであれば間違いなく初心者レベルでしょう」

「そんな中での北方州の騒乱ってことか」

　アトゥが固有に持つ能力である撃破ユニットの能力奪取。

　この世界に来て彼らは初めて知ることとなったが、この能力は相手が死ぬときに抱いていた強い思いも読み取ることができた。

　ゲーム上には一切なかったその仕組みは便利であると同時に不安要素でもある。

　自分たちの常識やルールが通用しないことの証左でもあり、ゲーム設定そのものが意味を成さなくなっているかもしれないからだ。

　言外にこれはゲームではなくて現実なのだぞと言われているような錯覚を拓斗は覚えたが、その考えを無視しながらまた別のことへと興味を向ける。

　向けた先とはつまりクオリア北方州騒乱と、その原因であるとされる魔女である。

　これらが現状最優先されるべき議題だ。

　不確定要素であるこの事象が自分たちの国にどう影響を及ぼしてくるのか、万が一クオリアが落ちるようなことがあれば次は自分たちの番ではないのか？

　それ以前に先の調査団壊滅にともなってクオリアがこちらに目を向ける可能性は本当にないのか？

　様々な懸念が押し寄せ、拓斗の頭のなかで奔流となって渦巻く。

「北方州と呼ばれる地域での異変に手間取られてクオリアの軍事余力がないことは幸いでした。こちらに大規模な軍勢を送ってくる危険性が少なくなりましたからね」

「調査につまはじき者の聖騎士二名が送られてきたのも万が一の際にもみ消す為……か」

「おそらくは……」

「内に敵がいるというのは如何いかんともしがたい問題だよね」

　聖騎士ヴェルデルが有していた情報は少ないとはいえなかなか有用なものであった。

　彼らの国が州制度を取っているが故に州ごとの対立が激しく、互いに足の引っ張り合いをしていることがわかったのだ。

　更には巨大化した組織にありがちな複雑化した政治システムがもたらす鈍重な意思決定プロセス。

　聖女の神託によって大呪界に災厄ありとの兆きざしが出たが、実際に確認されてしまうと対応で国内が大きく混乱するので大事にしたくない。

　故にこそこそ隠れるように調査を実施する。

　その判断を誰が下したかは分からぬが、愚かを通り越して大罪であるとすらいえよう。

　拓斗は彼らの組織システムが持つ不具合に呆れながら、だがあそこまで巨大化した国家を維持するためには避けられない事態だったのだろうと首を振る。

「我々は全ての者が拓斗様への忠誠によって結ばれています。かの国の様な憂慮は必要ないかと」

「ありがとう」

　さりとて魔女の存在、そしてクオリアが持つ問題がマイノグーラの状況を有利に運んでいることもまた事実であった。

　北方州の騒乱対応にその力を注ぎ込んでいるためマイノグーラにとっては気を楽にできる状況が作られているのだ。

　その点に関しては感謝しなければならないかもしれない。

　もう一つの善文明であるエル＝ナー精霊契約連合が沈黙を保っているのは不気味であるが、少なくともこちらからアクションを起こさなければ動く気配がないということは、これに関しても拓斗たちにとって利にしかならない。

　いろいろ懸念事項はあるが、下手に平和裏に終わって調査団に帰還されるよりも殺しておいて結果としては良かったと拓斗は考えた。

　秘匿が長引けばそれだけ彼らに有利になる。できればもう一体、英雄を作製するまで彼らの存在が露呈するのは避けたいと思ったのだ。

　……そこに死した者への憐憫の情は一切無い。

「あの、拓斗様──」

「魔女について、何か情報を得ることができた？」

　アトゥが何かを尋ねかけたが、拓斗はその問いを遮った。

　思考に没頭していてアトゥの言葉を聞き漏らしたのだ。

　もちろん彼女にとって優先順位は第一に拓斗である。王が質問しているのであればそれに答えない理由は何処にもない。

　もっとも意を決して口を開いた彼女が先と同じ質問を行おうと考える機会はもう暫く来ないであろうが……。

「魔女の情報については残念ながら殆どありませんでした……。ただ、クオリアの軍や都市に関して軍勢規模の被害を及ぼしていることと、判明している二名の内一人の呼び名は分かりました」

「なぁに？」

　聖騎士から得た情報によると現在聖王国クオリアでは二名の魔女が確認されているらしい。

　それらが既に大規模な被害を与えていることには驚きを禁じ得ないが、それよりもその正体が気になった。

　アトゥと同一視される魔女とはどのような存在なのか？

　聖騎士ヴェルデルの記憶を垣間見たアトゥは、自らの王を悩ませるその呼び名を苦々しく読み上げる。




「──《啜すすりの魔女エラキノ》。

　それが記憶にあった呼び名です」




　はたしてその名は何を意味するのか？

　恐らくかの魔女に関する能力を表したものであろうことは確かだが、どちらにしろ碌ろくでもないことは確かだった。

　もちろん分かっていたが、邪悪に属す者だろうことも……。

「もしかしたら僕らみたいなのがいるのかもね……」

　北方州の騒乱はここ最近発生したものだと思われる。

　事実ダークエルフたちが国より放逐される以前にはその様な情報は入ってきていなかったらしい。

　となると時間的に重なる部分がある。

　拓斗とアトゥ。つまりはマイノグーラがこの世界にやってきた時期と奇妙な一致を見せているということだ。

　自分たち以外にこの世界にやってきた勢力が存在する……。

　アトゥの表情に不安がよぎる。万が一彼女の危惧が現実となるようであれば、由々しき事態になることは明らかだったからだ。

「いかが致しますか？　同じ邪悪属性だった場合、ある程度こちらに友好的な部分はあるかと思いますが……」

「んー……なんとなくだけど、分かり合えないでしょ」

「で、ですよねぇ……」

　顎に手をやりながら拓斗は冷静にそう判断した。

　アトゥも彼に同意するしかないようで少し困った様子で頷いている。

　それもそのはず、彼らが知る邪悪な存在とは他者と理解し合うという概念からほど遠い理念を持つ者ばかりであったから……。

「邪悪属性は基本的に頭のネジが外れている奴らばっかりだからなぁ……。しかもアイツら世界滅ぼしたがるでしょ？　滅ぼしてどうするのよ！　止めろよそういう後先考えない行動！」

「き、基本的に世界を滅ぼして自分も滅ぶのが目的、みたいなところがありますから」

「そういう典型的な悪役ムーブはお腹いっぱいです」

「分かります……」

　邪悪な存在は基本的に仲がよろしくない。

　彼らは一様にして協調性や仲間意識というものが希薄なのだ。

　部下や国民などは基本的に自分の目的を果たすためのコマでしかないし、他の国家などその属性がなんであれ敵でしかない。

　もちろん例外はあるかもしれないが、あまり期待しないほうがよいだろう。

　結局現状どの様な勢力であろうが平和的な活動を望むマイノグーラとは水と油の関係になることはわかりきっていた。

「問題は北方州で魔女を動かす存在がいたとして、それが『Eternal Nations』の世界における文明かどうかってことだよ」

「『Eternal Nations』の文明における英雄は強力な存在ばかりです。彼らが来るとなると、世界に混乱が巻き起こされるのは避けられませんね」

「そうでなくても既に魔女とやらは英雄ユニットクラスの戦闘力を持っていることがほぼ確実なんだ……こりゃあ面倒だ」

「様々な要因があるとは言え、大国の軍を押さえるだけの力を持っている存在ですか。考えるだけで嫌になってきます。やはり我が国にももう少し英雄が欲しいですね」

　いずれ相まみえる時が来るのだろう。

　拓斗は漠然とそう思う。

　自分たちの目的はマイノグーラをひたすらに繁栄させることである。

　こちらから打って出るつもりはないが、状況がそれを許してくれない場合も往々にして存在する。

　拓斗たちの方針とそぐわぬ勢力が自分たちにその牙を剥くことも当然として考えられるのだ。

　猶予はさほどないのかもしれない。拓斗はどうにも面白くない世界情勢に大きな溜め息を吐いた。

「イスラ以外の英雄も検討に入れた方がいいかな。戦闘能力が高いユニットにした方がいいかもしれない」

「ええ、もう暫くすれば英雄生産に必要な魔力が集まります。……ですが英雄は生産する度に必要魔力と必要技術レベルが上がります。再検討は必要かと」

　英雄を生産するには様々な資源、魔力、技術力が必要になってくる。

　現状で追加の英雄を作製する分にはなんとか必要コストを用意できる算段はついているのだが、更に加えてとなると途方もない時間がかかる。

　つまり次に作る英雄の選択は慎重を期さなければならない。

　便利ではあるが戦闘能力に不安がある英雄イスラを召喚してしまってはあっという間に詰みの状態にされてしまう可能性があるのだ。

　生前のゲームプレイでイスラによって生産された大量の子蟲が、敵英雄が使用する魔法によってわずか一ターンで全滅させられた記憶を思い出す拓斗。

　魔女、そして聖女。戦力の選択に慎重にならざるをえない。

　故に彼は諸々に対処するための予備策を用いることを決め、そのポリシーを大々的に変更することにした。

「作戦は柔軟に。時々の状況に合わせて──その上で、少しだけ当初の方針を変えたいと思う」

「はい。どの用に変更されるのでしょうか？」

「同盟国かな。万が一の為に友好的な国を作っておきたいと思うんだ」

「えっ！　同盟国ですか？　……可能でしょうか？」

　アトゥの驚きも当然であった。

　国家の運営においては当然のように取られる作戦ではあったが、コミュ障な拓斗にとって少々難易度が高い。

　加えて邪悪属性であるマイノグーラにとってはかなり難易度が高い作戦でもあった。

　成功する道筋が正直見えなかったのだ。

「相手に利があれば……ってところだね。もちろん、中立属性の国に限定されるだろうけど……」

「ふむ、森の近くにある国家ですか。確かに世界に異変が起きているのであれば、いずれ相手も態度を軟化せざるを得ないでしょう」

「蓋を開けてみないとダメだけどね」

　大呪界に一番近い箇所にある人間の都市。引き続き調査は必要になってくるが、状況によっては手を取り合える可能性もある。

　初遭遇での印象は最悪だろうが、それであっても相手が覇権を狙う国家でもない限り交渉の余地はある。

　更には交流を通じて様々な資源や物資、物品を入手できるだろう。

　こちらもいくらか相手に渡せるものがある。

　有事の際には協力して敵にあたることも可能だ。

　拓斗は脳内に浮かび上がるマッピングを注意深く観察しながら今後の方針を決める。

　交渉相手が敵になる危険性があるという些か賭けに近い方策でもあったが、成功すればある程度彼らの地盤も固まるだろう。

　ここは少々攻めの姿勢に出た方が良いかもしれない。

　拓斗が行った最終判断はそれであった。

「ではダークエルフ達を呼び、早急に方針の詳細を詰めます」

　アトゥはその命に応じて行動に移す。

　善は急げとばかりに拓斗へと退出の挨拶をし、街へと向かう。

　彼女に激励の言葉をかけた拓斗は、ひとりきりになった王宮建設予定地で石の台座に座りながら虚空を眺める。

　静かに佇む彼の表情には、何の感情も浮かんでいないように見えた。
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【聖王国クオリア　北方州避難命令区域】




　風が吹き荒れ、雪が舞う。

　吐息は白く輝き、凍える冷気は容赦なく体温を奪う。

　遠くより得体の知れぬ奇声が重なり響く。

　悲鳴、雄叫び、罵り、嘲り。

　この地より遥か彼方にある都市より流れ聞こえてくる狂者の騒乱をその超人的な聴覚で聞き取りながら、華葬の聖女ソアリーナは静かに尋ねた。

「魔女エラキノの動向は？」

「先日落とされた都市に駐留し、その後動きはありません」

　答えたるは彼女を護衛する上級聖騎士。

　北方州を統括し、彼女の行動に口うるさく指図してきた枢機卿は既に遥か遠くへと逃げおおせている。

　日ごと苛烈さを増す啜りの魔女エラキノによる攻勢。

　そして啜られた者たちの対処。

　軍の動きを撹乱するかのように北方州各地に散った魔獣や亜人の対処で後手に回っていたソアリーナは歯がみしながら聖騎士の報告を受ける。

「前線には顔伏せの聖女様が出ております。どうやら聖女様の奇跡は魔女と相性が良いらしくここしばらくは膠着状態が続いているようです」

　ソアリーナの脳裏に常にヴェールで顔を覆い隠し、うなだれるように顔をうつむかせていた聖女の姿が思い起こされる。

　さほど話したこともない素性すら知らぬ相手ではあったが、同じ聖女として親近感だけは人一倍抱いていた。

　彼女が未だ無事であり、魔女を押しとどめている事実に心の中で感謝と激励の言葉を贈る。

　だが聖女とてあくまで個人だ。できる事には限界がある。

　そして彼女たちが動くのは遅すぎた。

「被害の程は算出できましたか？」

「北方州における都市二つ、村や小規模な町に関しては数知れず。北方州管轄兵団約三万、魔女の手により壊滅。民の被害は多すぎて計算が……」

　ソアリーナは静かに目を閉じ、救えなかった人たちへ謝罪を捧げた。

　どれほど謝っても取り戻すことはできない。

　誰も彼も救いたくて聖女になったはずなのに、誰も彼もがその手からこぼれて消えてゆく。

　ソアリーナの顔にまた一つ陰りが増す。

「暗黒大陸の災厄に関しては──いえ、そんなことに気をかけている余裕はありませんね」

　神託による暗黒大陸大呪界調査。その結果について何事も問題無しとの報は受けていた。

　詳細を求めてもはぐらかす枢機卿の態度に些か不信感を覚えていたのだが、今はそれどころではない。

　よしんば何らかの問題が発生しても、王都には残り二人の聖女が控えている。

　ソアリーナは目の前の問題に集中し、己が責務を果たすことを決意した。

「周辺に散った魔獣及び亜人の討伐について、後は聖騎士の方々に任せたいと思います。私は前線へと向かい顔伏せの聖女様を支援します。魔女を倒せずとも、なんとかこの地より押し返してみせましょう」

　一歩を踏み出そうとするソアリーナを聖騎士は慌てて呼び止める。

　聖女の身体能力は上級聖騎士のそれを優に超える。

　彼女一人であれば、その気になれば数刻で前線まで駆け抜けてしまうのだ。

　もちろん追従できる者など誰もいない。

「お待ちくださいソアリーナ様！　御身の前線出撃には枢機卿の許可が……」

「必要ありません。私が決めました」

　強烈な突風が巻き起こり、視界を塞ぐ粉雪に思わず聖騎士の男がたたらを踏む。

　彼が顔を振りながら目を開けた時には、すでに聖女の影は何処にもなかった。
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【エル＝ナー精霊契約連合　テトラルキア評議会審議場】




　エルフたちが治める連合国家、その最高意思決定機関である場所では各部族の長が神妙な面持ちでテーブルを囲んでいた。

　彼らに向かって報告を行うのは若いエルフの一人である。

　とある氏族の次期首長であり、経験を積むためにこの場への参加を許されている将来有望な男だ。

　その彼が神妙な面持ちで書面の内容を読み上げる。

「トゥーワイス氏族首長都市ワイス＝ナーとの連絡途絶。かの街からの最後通告は他の陥落都市と同じ、斥候から受けた情報からみても間違いございません。寝返りました」

「またかっ!?　これでトゥーワイス氏族は完全に敵に寝返ったのだぞ!?」

　ドンとテーブルが叩き鳴らされ、血の気の多いことで有名な氏族の首長が怒鳴り声を上げる。

　だが他の者とて行動に出さずとも内心で抱えるものは同じらしく、各々うなり声を上げながら難しげな表情で腕を組む様子からもそれは明らかであった。

「精霊に祝福されし首長の皆様に僭越ながらお伺いします。聖王国クオリアに救援を頼んでは？　此度の事案、若輩の戯言ではありますが我々の手にあまるようにも感じております……」

「バカを言え！　このような情けない話、いくら長年の友であるクオリアとはいえ言えるはずもなかろう！」

「むしろ長年の友であるからこそ……だ。精霊に祝福されしエルフ族の誇りにかけても、この問題は我々だけで処理せねばならん」

　各部族の長である首長の言葉は絶対だ。

　意見を聞いてもらえるだけ上等ではあるが、ここで否と言われたからには翻ることはない。

　他の首長に関しても意見は同じようだ。

　エルフは年を重ねるごとにその知恵と力を増大させる。それは大抵の場合仲間の安全に寄与するのだが、時としてこのようにプライドが肥大化し大局が見通せなくなる。

　評議会の中ではいまだ若造扱いの男は、静かに頭を垂れ自分の言葉を撤回する。

「それに向こうは北方州に現れた魔女にかかりっきりだ。むしろ我々エル＝ナーこそこのくだらん問題をさっさと解決して彼らの救援に向かわねばならん。どちらにしろ君の意見は実現が難しいだろう」

「その通り！　万が一このことが他国に露見してみろ！　後の歴史学者が喜び勇んで我が国への嘲りで歴史書を書き上げようぞ。くそっ！　忌々しい邪悪なる奴らめ……ああ！　話題にするのもおぞましいわ！」

「聖女を出せ！　精霊闘士団もだ！　さっさとこの品性下劣な問題に片を付けるのだ！」

　喧けん々けん囂ごう々ごうとした雰囲気の中、今回の議会も終わりを迎える。

　ようやくエル＝ナーが保有する聖女の出撃が決まった。一人で一軍を超える力を有する聖女であるのなら、氏族一つが陥落したというこの劣勢を覆すことはできるだろう。

　だがどうしてか……。

　次期首長の男は、この問題が何か大きな予兆の前触れなのではないかと不安を抱くのであった。
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【暗黒大陸　祖霊と亜人の国家フォーンカヴン】




　暗黒大陸に存在する中立国家。

　狼や豹、牛やトカゲといった様々な獣人が住まうその国家では、その日珍しく国家領域に入り込んだ蛮族の対処に追われていた。

「次はオーガだ！　杖持ち様を呼べ！」

「ったく！　一体どんだけ来るんだよ！　防衛隊じゃ荷が重いぞ！」

　獣人戦士達のうなり声とともに、怒号が響く。

　潜在ポテンシャルが一般人よりも強力な獣人であっても、本日の襲撃は骨が折れるものだった。

　すでに何度蛮族を血祭りに上げたか分からない。

　当初は防衛隊だけで対処していたものの、その圧力に音を上げた彼らは最終的に国家の要人であり熟練の魔術師である杖持ちの投入を決定する。

　こんぼうを持ったオーガが防衛隊に突撃しようとした瞬間、空から雷鳴が降り注ぎその身体を焼き尽くす。

　ブスブスと煙を上げながら倒れ伏すオーガが確実に死んだことを確認しながら、防衛隊の獣人達は鬨の声を上げる。

「おお！　流石は杖持ち様だ！　あの様な凶暴な怪物ですら簡単に仕留めてみせるとは！」

　防衛隊の感謝の言葉を受けるのもそこそこに、牛頭の老婆は都市へと戻っていく。

　その後ろ姿を眺めながら、狼人の男は気が抜けたようにため息を吐きながら仲間に愚痴る。

「見た目は単なるババアなんだけどな。あれで俺たちの何倍も生きている上に何倍も強いとか本当に嫌になるぜ」

「腐るな腐るな。聞かれるぞ。それよりオーガの死体を処理するぞ。放っておくと腐って面倒だ」

「ああ、分かった。……ん？　なんだあれは」

　蛮族の襲来も一段落し、死体の処理はあるもののようやく休めると思った防衛隊の戦士。

　だが彼は遠く視線の先に何やら動く物体を確認する。

「おいおいまた追加の蛮族か……？　いやまて！　あの量は尋常じゃないぞ！　伝令を呼べ！　このことを早く知らせるんだ！」

　ポツポツとした点が、どんどんと増えていく。

　やがてハッキリと分かるほどの大軍となったそれは確かに蛮族の群れであった。

　他の者も気づいたのか、にわかに周囲が騒がしくなってくる。

　今日はいやに長い一日だったと男は先ほど仲間に感想を漏らした。

　だがその一日はまだ終わっていないらしい。

「……何が起こっているんだ？」

　突如霧のごとく現れた大量の蛮族。

　獣人の男は遠くうごめく脅威を唖然として見つめながら、誰にいうでもなく呟いた。
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【暗黒大陸大呪界　マイノグーラ王宮建設予定地】




　大呪界では着々と各種建設が進められていた。

　現在主として建設が行われているのはマイノグーラの王宮である。

　国家の威を示す象徴的な建物がいつまでも仮の掘っ立て小屋じみたものでは問題だ。

　それに王宮は様々な効果を生み出すことがあるので国家運営の点から考えてもその建設は急務である。

　加えて住居と食料生産施設が完成したことにより、ようやく自らの主が住まう場所を作り上げることができると喜んだダークエルフ達が昼夜を問わずその作業に勤しんでいた。

　すでにあらかたの基礎は組み上がり、ある程度の形となってでき上がっている。

　ダークエルフの女性たちが織り上げた彩りあふれる敷物や壁掛けなどもそこらじゅうに飾られ、完成の暁にはさぞかし立派な場所になるであろうことが予想された。

　その玉座の間にて変わらず石でできた台座の上に座る拓斗は、夜の静けさと松明がもたらす温かな明かりを楽しみながら、静かに鼻歌など口ずさむ。

「……ところで拓斗様」

　ふと、彼の横から声がかかる。

　ちらりと視線を向けると、彼が心から信頼する腹心たるアトゥと目があった。

　彼女がいてくれたから今の自分がある。

　アトゥがいるからこそ、ここまで大きなトラブルなく順調に国家を繁栄させることができた。

　万感の思いを抱きながら、拓斗は微笑みを返す。

「ん？　なぁに？」

「拓斗様はこちらに来る前は一般的で平凡な市民でしたよね……」

「そりゃまあ普通だよ！　まぁ実家は多少お金持ちだったみたいだけど、それでも普通普通！　いきなりどうしたの？　変なこと確認するアトゥだなぁ」

　拓斗の出自は彼の言ったとおりさほど珍しいものではない。

　庶民感覚を有しているし、一般的な倫理観も有している。

　突然異世界にやってきて、まるでゲームのように国家運営をしなければならないという衝撃的な運命に見舞われたが、自身の本心は根っこのところで現代人だ。

　拓斗は自分をそう判断していた。

　こんな状況、普通の人だったら混乱する。その様な状況下で意外と自分はしっかりと王ができているのじゃないか？

　彼はそう自分を評価し、内から湧くかすかな喜びと興奮に身を委ねる。

　とはいえ、アトゥがそう尋ねてくるということは王らしくない部分が残っているのであろうか？

　疑問を投げかけるように、拓斗は静かにアトゥの瞳を見つめる。

　アトゥも意を決して、先日言えなかった疑問を拓斗にぶつける。

「あっ、いえ！　そういう意味ではなくて……えっと、私があの聖騎士たちを殺したことで何か拓斗様のご気分を害していやしないかと気になっておりまして……」

「気分を害す？　なんで？」

　その答えをアトゥは持ち合わせていなかった。

　まさかそのような言葉をかけられるとは思ってもいなかったのだ。

　拓斗はアトゥを通じて戦闘の詳細を全て把握している。

　肉を裂き、骨を砕き、その命を戯れに奪うその感触すら全て、だ。

　アトゥは自ら戦闘の際に遊びすぎたことへの言い訳はいくつか用意していた。

　非道な行為を咎められたことに対する謝罪の言葉を用意していた。

　だがなぜそのようなことを気にするのか？　と問われることは想定外だったのだ。

　拓斗はこの世界に来る前は一般的な人間だったはずだ。

　であれば一般的な倫理観を有しており、自分にもその倫理観が一部受け継がれているのだとアトゥは考えていた。

　だからこそ彼女は邪悪なる存在でありながらなお拓斗とともに歩めるのだと誇りすら抱いていたのだ。

　だが拓斗は今まさにその考えを自覚なしに打ち砕いた。

　普通の人間であれば動揺せずとも心動かさざるを得ないだろう場面で、なぜ？　と問うたのだ。

　アトゥは何か嫌な気配によって舐め尽くすように見つめられている感覚に陥る。

　何が間違っていて、何が正しいのか分からなくなってきた。

　拓斗がこの世界に来たことによって彼の性質が変わったのかと言い知れぬ不安に苛まれる。

　マイノグーラの指導者としての属性が彼に付与され、あの優しくいつも自分に声をかけてくれていた拓斗が何処かへ消え去ってしまったのではと恐ろしい考えが頭をよぎった。

「変なアトゥ」

「あっ、いえ！　も、申し訳ございません……」

　だがその憂慮すら、己の間違いであったことにアトゥは気づく。

　彼女は伊良拓斗という人間のことを、ゲームを通じて以外何一つ知らないことを思い出したのだ。

　これ以上自らの疑問を吐露することなどできようもなかった。

「何か心配事でもある？　僕で力になれるならなんでも言って」

「大丈夫です。私の勘違いだったようですので……」

「そっか……えっと、何か落ち込んでる？　そんなアトゥは見ていたくないよ。もっといつもみたいに元気な君でいて欲しいな」

　そっとアトゥの手が握られ、親が凍えた子の手を温めるかのように包み込まれる。

　触れられる手は温かい。浮かぶ笑みも慈愛に満ちている。

　だがかけられたその言葉だけは、何か絶対的なものを感じさせる……。

「ほら、笑顔笑顔！」

「は、はい！」

　慌てて返事をするアトゥ。

　何かたまらなく恐ろしくなって、自らが世界を滅ぼす可能性を秘めた英雄であるということすら忘れてぎこちない笑みを浮かべる。

　引きつった、おおよそ上等とはいえない笑顔ではあったが拓斗はそれで満足したようだ。

　アトゥがほっと胸をなでおろし、自身の内に湧く表現しようのない恐怖にどうにか折り合いをつけようとしていると、そっと彼女の頭に手が乗り撫でられた。

　その主は当然拓斗だ、慈愛に満ちた優しげな表情でアトゥを見つめている。

　拓斗の優しさも、拓斗の想いも、全てが伝わってくる。

　今までの不安が何処かに飛んでいったかのような幸福が訪れ、安堵と信頼が全身を満たす。

　気がつけばアトゥは拓斗の胸に納まり、静かにその安らぎを享受していた。

　夜の帳とばりが下り、パチパチと松明の爆ぜる音だけが静かに流れてくる。

　きっと拓斗と自分の関係も、いつか決着をつけねばならぬのだろう。

　アトゥは考える。

　なぜ彼がこの世界にやってきたのか、なぜゲームのキャラクターであるはずの自分が彼とともにここにいるのか。

　その疑問に対する答えは、いまだその糸口すら見せていない。

　だが願わくは今だけは。

「いろいろあるけど、アトゥと一緒だとやっていけると思うんだ。だからこれからもよろしくね」

「私も、拓斗様と同じ想いです」

　ただこの時が永遠に続かんことを。

　永遠に、永遠に。

　崇敬し、愛する拓斗とともに。

　終わることなく、二人だけでと乞い願う。

「なんだかんだで面白くなってきた。楽しもうね！」

「お、仰せのままに、我が王よ……」

　明るく元気づけられるようにかけられた言葉。敬愛する自らの王。

　だが今の彼女には、

　拓斗の姿はただ漆黒の闇を纏う人の形をした何かにしか見えなかった。











第一章：了
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あとがき




　ここまでお読みいただき、ありがとうございます。

　著者の鹿角フェフと申します。

　「異世界黙示録マイノグーラ」書籍版はいかがでしたでしょうか？

　本作はもともとＷＥＢ小説投稿サイト「小説家になろう」にて投稿していた作品をＧＣノベルズにて書籍化、出版していただいたものとなっております。

　主な特徴としてＷＥＢ版に比べて加筆修正を加えボリュームアップしています。

　更にイラストレーターのじゅん様による作中雰囲気を完璧に表現したイラストも加わり、すでにＷＥＢで読んだ方でも再度楽しめる作品になっていると自負しております。

　そんなパワーアップしたマイノグーラ書籍版、楽しんでいただければ幸いです。

　次に、書籍化という素晴らしい出来事に加えてここでサプライズ報告があります。

　すでに帯等でご存じかもしれませんが、『異世界黙示録マイノグーラ　コミカライズ決定』です！

　担当してくださる漫画家様は緑華野菜子様。すでにキャライラストのラフなどを頂いておりますが、作者のイメージを何倍にも膨らませていただいたかのようなイキイキとしたキャラとなっています。

　続報などがありましたら作者ツイッター等でご報告いたしますのでぜひお楽しみに！

　では少し早いかもしれませんが、謝辞に移りたいと思います。

　イラストレーター、じゅん様。　　素晴らしいイラストありがとうございました。

　細部まで緻密かつ繊細、加えてキャラが戦闘している動きのシーンも脈動感が強烈、絵柄の雰囲気も本作にマッチしており、最初の打ち合わせにて担当編集氏と意見ぴったりですぐにお願いしようと決定したことを覚えております。

　その後、上がってきたイラストを拝見して自分の感覚が間違いなかったことを確信しました。

　邪悪なのにどこか愛らしさがあるアトゥ。コミュ下手のくせに回りからみると強者感のあるタクト。その他のキャラ──全てイメージ通りで、完璧の一言です。

　今後も長いお付き合いになればと願いつつ、私もじゅん様のイラストにふさわしいような作品を書こうと決意を新たにしています。

　岸田教団＆Ｔｈｅ明星ロケッツ、岸田様。　　帯文の寄稿ありがとうございました。

　ＷＥＢ投稿時代からお読みいただき、ツイッターで感想をつぶやいていただいたご縁から今回帯文のお願いをさせていただきました。お忙しい中快諾いただき感謝しております。担当編集氏と一緒に「どうしよ？　ダメもとでお願いしちゃおっか？」とソワソワしながらのお願いだったので、ＯＫのご連絡いただけた時は本当に嬉しかったです。

　デザイナー様。　　素敵なデザインありがとうございます。エタペディア等、文字だけでは表現しきれなかった部分がグッとクリアになり、作品の魅力がより深まりました。

　校閲様。　　自分でも誤字脱字、誤用に気をつけているつもりですが毎回山のように出てきて冷や汗をかくばかりです。特に慣用句の誤用がいくつかあって、勉強になりました。

　担当編集者さん。ＧＣノベルズ編集部の皆さん。

　本作を見出し、書籍化のご連絡をくださった担当編集川口氏。並びに編集部の皆様。ありがとうございました。

　数多くの作品の中から、本作にお声がけしていただいたこと、大変感謝しております。

　ご期待にお応えできるよう全力で作品にぶつかりたいと思います。

　その他大勢の方。　　皆様のお力添えがあって本作が世に出せます。数々のご協力、大変感謝しております。

　最後に読者の皆様。　小説の最小単位は作品と読者。何をもってしても皆様がいなければ今回の出版は実現しませんでした。頂いた感想、レビュー、応援。全てが作者と作品の力となっています。

　ファンイラストなども大切に保管しており、時々見直しては一人でニヤニヤしてモチベーションアップしています。それらの感謝を作品の面白さで少しでもお返しできていれば幸いです。

　これからも皆さんが興奮し、驚き、感動するような物語を書いていきたいと思っておりますので、ぜひ今後も応援よろしくお願いいたします。

　それでは、改めてありがとうございました。

　またあとがきでお会いできればと願いつつ、これにて失礼させていただきます。
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